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あ し、 さ つ

青森県衛生研究所(1 949年創設)所報は、

1 9 6 0年より 1970年に至るまで 10巻を

数え、 1 9 7 1年以降は「事業概要」として発

行いたして参りましたが、今回第 11号を世に

送ることになりました。

ご高覧戴けるならば幸と存じます O

197 3年 12月

青森県衛生研究所.

所長 山本耕一
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1. 5八宝J口 と拝

青森県衛生研究所は、昭和 24年陀開設されて以来保健衛生K関する試験研究機関として、細菌、

ワイノレス、医薬品、食品、添加物企よび上下水等の試験研究を行在い、県民の健康保全陀寄与してい

るが、わが国経済の急速な発展と国土む乱開発に併う地域環境の破壊が社会問題となしとれが対策

として特に、大気汚染、水質汚濁、騒音等の公害に関する監視、規制、改善、措置についての調査を

進める一方、放射能対策Kついては関係機関と緊密在連携を保持しつつ事業を実施しているロ

また有害物質のPCB、残留農薬、重金属等Kついては検査技術の向上を図ると共K研究施設の整

備を促進し、もって県民の健康と生活環境の浄化を推進したい。

之 組織および分掌事務

1. 原務K関するとと。

2. 統計報告に関ナるとと o

1-1. 病源となる細菌原虫骨よび真菌θ試験研究K関すると
とo

2. 病源となるウイノレス台よびリケクチアの試験研究K関
すること0
3. 血清学的試験研究K関すること。

4. 環境衛生陀係る微生物的試験研究に関するとと。

5. 食品衛生に係る微生物学的試験研究陀関するとと 0

6. 寄生虫卦よび衛生動物。試験研究κ関すること。

ス 臨床病理の試験研究K関するととo

8. 微生物学的試験。技術指導に関するととo

呪 実験動物。飼育κ関するとと。

1. 医薬品、衛生材料、香粧品等の試験検査K関するとと。

2. 飲食物台よび添加物の試験検査に関するとと。

3. 食品器具器材の試験検査K関することo

1-4. 温泉台よび鉱泉の試験検査K関するととo

5. 飲料水の試験検査K関すること。

6. その他理化学的試験調査台よび研究陀関するとと。

文 理化学的試験の技術指導K関すること。

1. 河川等の水質汚濁K関する調査研究K関する ζ とo

2. 大気汚染K関する調査研究K関するとと。

3. 騒音振動長よび臭気K関ナる調査公よび試験研究K関
する ζ とo
4. 生活労働関係K関する調査研究K関する ζと。

5. 放射能陀闘する調査研究K関するとと。

6. その他公害K関する調査研究K関することo

ス 公害K関する技術指導K関することo

8. 下水、し尿消化槽、浄化槽等の汚水θ試験検査に闘す
ること。
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4 試験検査実績

検査件数調

代種 細 ワリ 結 性 寄 食 食 飲 下 清

年度

パ
ィケ

生 中 料ノレグ
チ

菌 スア 核 病 虫 毒 品 水 水 掃

依 頼 3，504 1 3，853 1，237 245 83 693 819 460 

4 5 行 政 660 8，942 753 32 5 443 2 1 64 73 

計 4，1 64 22，795 1，990 277 5 526 695 983 533 

依 頼 4，044 655 4 2，326 396 363 3，776 1，390 1，375 

4 6 行政 460 4，41 7 334 386 

計 4，504 5，072 4 2，326 396 697 4，1 62 1.390 1.3 75 

依頼 ス376 9 2，600 251 162 3，982 1. 292 1， 295 

4 7 行政 479 4，436 2 644 773 

言十 ス855 4，445 2，600 251 2 806 4，755 

¥ 種 水 環 放 温 薬 オ品てL P農

年度

パ
質 C 

士
射

B 言十

壊 境 ，日!，f巳ぺ 泉 日口ロ 養 .薬

依 頼 1， 71 8 25 42 2 8 4 22，694 

4 5 行政 3，603 1 0 202 9 6 1 4，902 

計 5，321 35 202 42 1 1 1 4 4 37，596 

依 頼 2，634 1 9 45 6 1 3 17， 047 

4 6 行政 号882 672 22 16，173 

計 1 2，51 6 1 9 672 45 22 6 

依 頼 4 1 36 1 8 17， 063 

4 7 行政 11， 169 1. 999 246 77 147 1号972

計 1 1， 1 69 1，999 246 41 77 36 1 65 37，035 
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青森県におけるインフレエンザについて

ま え が き

豊川安延

田面木京子

葛西定七

佐藤宏康

佐藤允武

県内在住の人々 K於けるインフルヱンザの浸淫は恒例の知〈、過去の流行よりみて、冬

期より春期陀かけて A型企よび B型の単独、又は混合発生が多小抗原変異しながら流行し

ている現況である o

集団カゼの発生K際してはワイノレス検索、病原体の追求は慣例ではあるが総ての集団、

或は個人を検索することは不可能に近い。とれらインフ jレエンザの地域的漫淫動向 C有無

は血清疫学を通して、流行を推測出来るものと考えられる o カゼ発生時のワイノレス分離、

血清検査j;~ 1:び、 1969 年 1 月県内~A香港型出現の際に、県内 5 市〈弘前、青森、八戸〉

より採集した人血滑について HI抗体保有状況を調査した成績等について述べる口
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1. 最近のウイルス分離状況

検査対象と方法

ワイノレス検索用の材料は、届出集団カセーより地域別を考慮しながらー集団陀っき 10名ほどを抽出

して行ったものである。方法は総て前報 1)の通りである。

1 -1 成績

A2型は第1表陀示ナょう陀 19 6 6年より 19 6 8年まで 32例中4株を分離同定した。此の時

点でA2型の流行が終りその後発現しない。 19 6 9年より 19 7 3年 5月まで陀 29 8より 94株

のA香港型が分離同定された。 B型は 19 6 4年-1967年冬期陀、五所川原、鯵ケ沢保健所管内

に集団カゼとして発生した。 2)1 9 6 8 1 0月下旬に再び、五所川原市と交通頻繁な弘前市K同

型ワイルス陀よるインフノレエンザが流行、さらに 19 7 1年 4月、同地域内K極地的な流行をした。

これら流行の傾向からみてB型は蔚寸地域陀より多〈発生するようにbもわれる。

との際67例より 45株のB型を分離したが、同定にはA香港型と異なり、 2--3回の継代が必要

であった。

2. 1 9 7 1， 1 9 7 2年度発生状況

3 ) 
県内に於いて 19 6 9年1月VLA香港型が発生以来、 19 7 O. - 1 9 7 1、19 7 2、 19 7 3 

の5ヶ年、ひきつづいて冬期聞にインフルエンザが流行した。 19 7 1年 4月陀は前述B型ワイノレ

スが鯵ケ沢、五所川原保健所管内を中心とし極地的K流行し、 5月下旬陀は終憶したが、いづれの流

行期陀b いても散発的様式をとった感がある。

集団施設別にワイノレス検索ならびに血清検査を行フた成績は以下の通りである。

2 -1 検査対象と方法

1 9 7 0年 10月より 19 7 3年2月迄の届出集団カゼ28施設より 224例の'うがい液，を、

又ペア血清 17 7例を採取し、抗体価測定用とした。実験方法は前報 1)とな4なじである。

2-2成績
- . ，... - ， 

施設別のタイルスbよび血清検査の成績は第2表に不ナ様K、 うがい液 H より 43株のA香港型、

5 ~朱の B型を分離同定した。 1 970年度の地域別ワイノレス分離状況は第 1図K示ナ。

血清検査は急性期、回復期のA香港型比が 1: 4 1 7例、 1: 8 2 0例、 1: 1 6 1 3例、

1 : 3 2 3例、

B型では:4 5例、 1:8 5 'W~1:16 例、従って有意の抗体価増加がみられた。抗

体分布を第5表K示す。

急、回復期のA香港型H :抗体がいづれも :1024-主1:2048を示した血清陀ついてS

抗原 Kよる LF価を測定した成績を第2図K示した。

との結果κより 1:128-1:512を示ナHi価陀比較し、 CF価は全て:4以下であるが

1 : 1 0 2 4 -~ 1 : 2 0 4 8のHi価を示したに対し CF価は:8より 1:128e:>上昇がみら

れた。これは最近感染によって産生された抗体であるととを示唆ナるものであると思う。

-1 2-



3. 1 970年度流行予測感染源調杢

インフノレヱンずの地域的発生動向を把握し、流行を予測する目的で行なっている厚生省の委託事業

のーっとして、本県も 19 7 0年より感染源調査K参加したのでその結果Kついて報告する。

3 -1 調査方法

抗原 F 

2 ) 血清処理 F 

血 球

4 ) タイノレス分離
b よび血清検
査

A/愛知/2/'68 B/鹿児島/1//6 8 

RDE (武田〉

くにわとり衛研飼育)

流行予測要項

5 )細 胞 9 -1 0日発育鶏卵

3-2成績

ワイノレス分離 o 11うがい液" 6 1例中 1月-3月にそれぞれ3株の計ヲ株C0A香港型を分離、同

定は予研で行った。その結果を第4表K示した。

血清検査:ペア血清 57例について月別の抗体価分布を示したのが第5図である。

A香港型抗体価増加が 2月-3月Kかけ明瞭であるが、 B型K企いては抗体価保有の変動がなかっ

た。ワイノレス分離とA香港型患者血清との関係を第5表 K示す。

ワイノレスが分離されたにも拘らず患者の抗体価が全った〈左かった2例がみられた。

又、他のワイノレス陽性者と抗体価との関係が著名ではなかった。

4. 抗体保有状況

インフノレエンザの性格から、地域内の発生流行をもれなく、とらえるととは実際上困難であるとと

から、県内に住む人々を対象に流行前後の抗体保有率を調査し、流行予測の資料を得るためK行った

のでその成績について述べる。

4 -1 検査対象と方法

調査の対象は弘前 95 7例、青森1， 2 9 3例、八戸1， 2 0 3例の 1-7 0才代の血清例数3453 

である。

1 9 6 8年 6月-10月にかけて採集した血清はB型と A香港型が混合流行する直前むものであり、

1 9 6 9年4月-6月の血清はA香港型ワイノレスが県内に流行した直前K採集したものである。

又 19 7 0年4月--6月に採集した血清はA香港出現以来、貼内2度目の流行後、 5市より、 1971

年 4月-6月には青森市K住む人々だけより採集した。

4-2方法

1 )抗 原: A/愛知/2/'6 8、B/東京/1/67、A2/熊本/1/67 

A/青森/1/' 6 9、B/.鹿児島/1/68、A/swi ne/3 0 
A/青森/1/'70、B/青森/1/68、AO/PR/8/40

A/青森/1/'71、 B/青森/1/71、A1 /FM/1 /4 7 
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2 ) 血清処理

3 )血球

4 ) 血清検査

4 -3成績

RDE(武田〉

にわとり(衛研飼育)

マイクロタイター法Kより、抗原は第5穴が，1'H A u n i t / o. 1 mfを示ナ

ょう調整して行なった。他の液量Kついては従来θ方法の 1/10量で行在

った。

1) A香港型抗体保有率

1 9 6 8年より 19 6 9年冬期の流行の前半はB型、後半はA香港型の混在流行が、ワイノレス分離、

台よび届出集団カゼ例の血清検査で確認された。

民主内5市K住む人々の抗体保有状況は第 6表Kまとめたよう陀、 A香港型が県内に浸淫する以前は、

各5市の人々の殆んどはA香港型の抗体価を有していなかったととが19 6 8年 6月--1 1月の採集

血清より明らかであった。 19 6 9年1月K北上したA香港型が八戸市陀発生したりち県内に蔓延し

たことにより、 196 9年 4月--6月K採集した 5市の人々の抗体保有率は急激在増加を示した。

年令区分についてο保有率は第 7--9表に示すように、 5市K住む人々の血清中には僅かに 10代

と老人層V'e15%前後θ抗体価を保有していた事がとれら人々に共通であった。

1 9 7 0年につづいて 19 7 1年冬期K同型ワイノレスが峠内に流行したが、抗体価の分布には著名

な変動がなかった。

1 9 7 0年 4月-6月K各5市より採集した血清の抗体分布は第 10--第 12まとめられている。

A/青森/1/69Vl:対する抗体価はワクチン株、 A/愛知/2/68o抗原で測定した価よりや

や高いH i価を示し、 5市K卦いて共通であった。

とれを年令区分で第 13--第 15表K示した。

各年令層とも同様な傾向を示した事で、 19 6 9冬期の流行はA/青森/1/69のワイルスによ

るものと推定された。同様に 19 7 1年4月--6月に採集した血清を 19 6 9年-19 7 1年の分離

株で測定ゐた結果を第 16表に示した。青森市になける 19 7 1年度の流行は集団発生例がな〈散発

であヲたためか、わずかに 19 7 0年分離株K反応を示したに過ぎなかった。とれについて第 17表

では、 Hi抗体価はA/青森/1/70Vl:比較的高いととから、 19 7 0年冬期の流行によるものと

考えられる。なな熊本株に対する抗体保有状況は単K参考資料としたものであるo

2) B型抗体保有率

1 9 6 8年 10月より 19 6 9年 4月V'eB型が県内K流行した。第 18表に示すように、 19 6 8 

年 6月-11月採集した血清に比較し、 19 6 9年 4月--6月o3市の抗体価保有は若干高い傾向を

示した。

年令別のHi抗体価を第 19表-21表にまとめた。 B/青森/1/69よりむしろ、 B/東京/

1/6 7、B/，鹿児島/1/68o方が比較的高いHi価を示した。又、 19 7 1年 4月--6月陀於

ける青森市の採取血清についての抗体価と年令別を第22表に示した。

B/青森/1/71を用い測定したと ζろ、 B/青森/1/69の場合と似た結果が得られ、この

ことから 71年度Kは青森市内VCB型が流行しなかったものと考えられる。
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3) A型各亜型ウイノレスに対する年令別Hi抗体保有率と流行年次との関係

1 969年 1月K県内陀A香港型が新し〈登場した。とれを機会K、過去K於けるインフノレエンザ

のり患状況を免疫学的に検討してみたのでその結果を第4図に示した。

被検血清は 5市に住む人々より 19 6 8年4月-11月K採集したものである。 1--3才の 15例

をのぞいて、各年令 30例計 315例について行なった結果、前述の様に 10代及び 60才以上の人

達は15 %前後のA香港型抗体価を有していたが、他の年令層Kは見たナことができ在かった。叉年

次別に変遷したワイノレスとり患の年令とを照合する ζ とKより、ほほ過去の流行の痕跡を辿ることが

出来たよう K思う o

5. 分離株の抗原分析

1 9 6 9年より 19 7 1年県内に於けるインフノレエンザ際分離したA香港型の抗原分析成績を第 23

表K、19 6 8年及び 19 7 1年K分離したB型の抗原分析を第 24表Kそれぞれ示した。

A香港型については流行当初分離したA/青森/1/69とA/愛知/2/68は殆んど抗原的変

化を示さなかったが、 1970--1971年の分離株は明らかに抗原変異を示している。 B型では

1968-1971年分離株の抗原的変化は見出されなかった。

総 括

① 1966--1973年のウイノレス分離株数はA2型 32例より 4株、 A香港型29 8例より 94

棟、 B型 67例より 45株を分離した。

⑨ 1970-1973年冬期K発生したインフルエンずは 19 7 0年 1月.......3月迄はA香港型、

1 9 7 1年 4月-5月VCB型の極地的在流行Kよるものであり、しかも散発的左流行であった。

1 9 7 2-1 9 7 3年冬期はいづれもA香港型による小規模な流行であった。

ワイノレスは 11 8例より A香港型43株、 B型5株を分離した。叉有意の抗体上昇をみた。

③ 1 9 7 0年度流行予測感染源調査に公いて、 H うがい液 6 1例より A香港型?株を分離した。
H 

流行は散発的であったが 1月より 5月陀は青森市内で患者が集中した。血清検査では有意の抗体上

昇を認めた。

④ 抗体保有調査では、 19 6 9年以来、冬期に流行をくりかえしているA香港型は県内K定着した

感があるが依然として抗体を持たない人達がいる。小中学童年令層では比較的保有率が高い。 B型

は 19 6 8年 10月より 19 69年 4月頃で流行した事実が5市(弘前、青森、八戸)の血清で明

瞭になった。

⑤ 急性期在らびに回復期の両血清κないて、二つの集団1'[1024--孟 20 4 8と云う高いHi価

を示したのがあった。とれは既K急性期を過ぎて得られたものと推測するo また、特異性を示ナC

F試験をもって行うことにより、自然感染の抗体を区分ナる上で、その有用性を示している。

⑤ 県内K住む人々 1-8 0才を対象K、インフノレエンザワイノレス各A型の変遷を調査したと ζろ、

ほほ過去K流行した痕跡を各年令層に見出すととが出来た。

⑦ 1969-1971年K分離したA香港型青森株の抗原分析では、 A/愛知/2/68VC比較し、

抗原が著し〈変化して来たように臣、う。 B型では著名な差はない。
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第 1表 ワイノレス分離 (1966-1973年2月)

インフノレエンザ

zf 1 966 1 967 1968 1969 1 970 

3 12 2 1 0 1 1 2 2 
型名

A2 型 4/32 2/12 1パo1/10 

A 香 港型 94/298 14/34 17/包o18/29 

B 型 4 5/6 7 21/28 9/19 10/10 

1971 1972 1 973 

2 5 5 2 5 2 

5/33 6/30 2/1 0 1 4/49 1 5/ち1

5ノ10

(インフノレエンザ流行予測を含む)
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所

197 0年より 19 7 3年冬期に発生した

第2表ー I 流行施設別のワイノレス、血清検査成績

轄 検体 ワイノレFゆ離

( 2 8施設)

ワイノレス
分離責数体数/ 施設名 血清検査 イ庸 考

保健所 採取年月日 年月日 型別

鯵ケ沢 明道小 1 970，1 027 日1/10 非インフノレエンザ
血清のみ

む でコ 角違小中 11.18 非インフノレエンザ

三円邑 森 渡辺病院 1 971， 1. 9 1 971. 2. 5 5ノパ5 A香港型 A香港型 4 5年度
流行予測

N N 2. 8 3.10 3/1 3 H 11 

" 
庁 橋本小 2.17 2.23 1/10 " H 

鯵ヶ沢 修道小 227 3.19 1/10 " F 

む てコ 田名部高 3.1 0 3.29 1/10 H F 

八 戸 白菊高 庁 3.27 2/10 H 

" 
三月主 方オ立K 渡辺病院 3.1 2 4. 7 5パo N H 4 5年度流行予測

む てフ 蛇浦小 4.19 " 血清のみ
鯵ク沢 深浦小 424 B ZEl H 

， 舞戸中 4.30 1 971.5. 4 5/10 B 型 H 

五所川原 第一中 5.19 " 血清のみ
十和田 沢田中 6.16 0/10 非インフノレエンザ

第 2表-1I

所 轄 検体 ワイルス分離

官一
タイノレス

保健所
施 三日九x. 名 血清検査 備 考

採取年月日 年月日 型別

三円主 森 橋 本 1971. 629 ル/8 手ドインフノUエy伊

鯵ク沢 同 陽 ， 9.25 0/10 ， 
.a 石 碇ケ関小中 1972. 226 1 972.3. 1 9/11 A香港型 A香港型
三同主主 万フに本 県立中央病院 " ~2221 6 19723.10 4/7 F " 
五所川原 市立中小中 F 226 H 血清のみ

七 戸 野辺地中 H 3. 7 19723.14 1/10 ， ， 
鯵ケ沢 深 浦 ， 1 0.1 7 日1/11 非インフノレエンザ

F 修 道 庁 1222 日V10 ， 

一 戸 二戸病院 1 973. 1. 30 1 973.2. 4 1/ 1 A香港型 A香港型ーーー・

三月全三
本フに'" 渡 辺病院 庁 2. 8 1 9732.23 11/29 " H 

む てフ 蛇浦小中 " 2. 6 H 2.14 1/11 H 庁

十 和田 三本木農高 F 2. 9 F " 2/1 0 F H 

ーーー 沢 百 石 中 " 2.10 H 血清のみ

一 戸 戸 中 H 2.1 2 s " 一 一

-1 7ー



第1図 ワイルス分離

( 1 9 7 0年10月-19 7 1年 5月)

o A香港型ワイノレス
• A香港型血清検査確認、

ム B 型 ワイノレス

~ B型血清検査確認

× 非インフノレエンザ

サ保健所所在地

第 5表一I H 抗体価

秋田県

( 1 9 7 0年 10月.....1 9 7 1年5月採血〉

H i 
抗 原 区分

手県

対象99(7--15才〉

抗 体 イ西

<:1:16 1 :16 1 :32 1 :64 1 :128 1 :256 1~512 1:1024 1:2048 

A/'愛知/2/68
急性期 20 20 14 19 14 9 33 

回復期 1 7 1 4 14 17 14 1 2 99 2 

A2/熊本/1/67
急性期 4 5 1 3 27 29 15 4 

回復期 4 5 1 0 22 28 22 6 

B/，鹿児島/1/68
急性期 2 5 11 17 28 23 11 5 

回復期 8 13 32 26 11 7 
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第 5表-II

H 0抗体価 ( 1 9 7 2年 2月-1973年 2月採血〉

対象78(7-15才)

抗 原
H 抗 体価

区 分
く1~16 1 :16 1 :32 1 ~64 1 :128 1:256 1:5121:1024 当 :2048

急性期 2 8 9 7 15 11 21 4 
A/愛知/2/68

回復期 4 7 5 17 20 17 10 

急性期 7 5 10 17 11 12 1 4 5 
A/:福岡/1/70 

回復期 2 5 6 10 6 25 21 5 

急性期 2 19 25 26 4 
B/鹿児島/1/68

回復期 18 26 27 4 

B/大阪/2/70
急性期 4 20 27 19 5 

回復期 4 20 26 21 5 

第2図 C F， H:抗体価の比較

128 

64 

O 。白O

/ 
16 800口0 。00。

8 /間 (lO() 

4 OO<iO C 

綴務 0O0O00 Q0 
。

256 512 1024孟2048

M ao 。1) (13) 
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第4表 1 9 7 1年初期の流行より分離したA香港型の同定試験

フ コニ し〆 ツ ト感染抗血清
抗 原

A /福岡/1/70 A /長崎/8/70 A /東京/1/70 

A/青森/ 1 /7 1 1 024 1 0 2 4 1 0 2 4 

A/青森/ 3/7 1 512 5 1 2 5 1 2 

A/青森/ 2/71 5 1 2 512 512 

A/青森/11 /7 1 三二 3 2 く 3 2 5 1 2 

A/青森/ 4/7 1 三二 3 2 〈 3 2 2 5 6 

A/青森/ 8/7 1 256 256 1 0 2 4 

A/青森/12/7 1 3 2 く 3 2 512 

A/青森/ 9/7 1 2 5 6 2 5 6 1 0 2 4 

A/青森/10/7 1 256 256 512 

第 3図 1 9 7 0年度感染源調査時vc;1，-，.ける月別抗体保有率
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第 4図図-1

年次 I 68 ， 40 
インフノレヱンザ各A型抗体保有率と流行年次との関係
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第 5表 1 9 7 0年度感染源調査時K台ける
ワイノレス分離と患者血清の抗体価

調査 抗 体 価
抗 原 ワ イ Jレ 3ミ 名

年月 急性期 回復期

7 1 く 1 6 〈 1 6 A /青森/1/71 

A 
年

1 6 1 6 3/7 1 〈 〈 R 

月 3 2 6 4 s 2/7 1 

香 7 1 〈 1 6 1 2 8 ， 1 1 /7 1 
年

6 4 4/7 1 2 
く 1 6 " 

港 月 3 2 1 2 8 F 8/7 1 

7 1 1 6 2 5 6 F 1 2/7 1 

型
年

く 1 6 1 2 8 ヲ/71 H 

5 

月 〈 1 6 3 2 " 1 0/7 1 
一一一一
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第6表弘前市住民のA /愛知/2/68r'C対ナる抗体価(1 -.. 7 0才代)

血 清 採 集 H E 抗 体 価
地 域 検体数

年 月 <1:32 1 :32 1: 64 1 : 1 28 1 :256 1 : 512 1 :1024 1:2048 

弘前市 1968年6月-11月 375 360 ? 4 

目Y 1 969， 4 -.. 6 2 6 9 226 8 ? 14 1 2 

n 1970， 4 -.. 6 313 147 63 54 27 1 8 4 

青森市住民CDA /;愛知/2/68~対ナる抗体価( 1 -.7 0才代)

血清 採 集 H 1 抗 体 {面
地 域 検体数

年 月 く1:32 1 :32 1 :64 1 : 128 1 : 256 1: 512 1 : 1 024 1 : 2048 

青森市 1 968年6月-11月 2 0 2 1 97 4 

H 1 969， 4 -- 6 277 200 14 22 1 2 16 7 5 

n 1 970， 4 -- 6 54 5 1 90 97 78 45 20 5 

H 1971. 4 -- 6 269 178 70 14 6 

八戸市住民のA /愛知/2/68r'C対ナる抗体価(1 -7  0才代)

血 清 採 集 H 1 抗 体 イ面

地域 検体数
年 月 <1 : 32 1:32 1 :64 1: 128 1: 25 6 1:512 1:1024 1 : 2048 

八戸市 1 968年6月-11月 5 2 1 501 15 5 2 

F 1 969. 4 -.. 6 3 6 8 280 24 24 13 7 ? 1 0 

H 1970， 4 -- 6 3 1 4 199 74 40 28 7 5 

-22-



第 7表 A香港流行前v'c;f.，'"ける青森市住民のHi抗体価(1 9 6 8年 6月--11月採取 20 2例〉

H 1 抗 体 価

年 令 抗原 A/愛知/2 / 6 8 A2 /熊本/1 / 6 7 B/東尽/1 / 6 7 
区 分 被検体数 く1:32 1~32 1:64 1:1281:2561:5121:10241:2048 く1:32 1 :32 1 :64 1 :128 1 :256 1:512 1 ~1 024 1 :2048 く1:32 1~32 1~64 1:1281:2561:5121:10241:2048 

。--3 2 2 2 
4-- 6 4 4 
7.......1 2 fi 4 4 2 2 
1 3-1 5 2 2 2 
16-1 9 5 5 2 5 
20-29 5'j 50 23 11 11 4 2 36 1 0 5 2 
30-39 44 30 26 11 4 2 40 5 
40-49 24 23 15 6 2 22 
50-59 26 26 19 5 2 1 0 b 1 0 
60-69 25 24 15 5 2 2 18 4 5 
70-- 1 4 1 1 2 1 0 2 8 2 2 2 

第 8表 A香港流行前にbける弘前市住民のHi抗体価 (19 6 8年6月-11月採域 37 5例)

H 1 抗 体 価

年 % 抗原 A/愛知 /2/6 8 A2 /熊本/1 / 6 7 B/東尽/1 / 6 7 
区 分 被検体数 く1: 3 2 1: 3 2 1: 64 1: 1 28 1: 2 5 6 1: 51 2 1: 1 024 1 : 20 48 く1:321:321:641:1281:2561:5121:10241:2048<1 : 3 2 1 : 3 2 1: 64 1 : 1 2 8 1: 2 5 6 1: 5 1 2 1: 1 02 4 1: 2 04 8 

。--3 11 11 7 2 1 0 
4-- 6 21 21 5 5 5 4 4 1 4 4 
ア__12 34 31 2 6 5 7 1 1 5 5 5 1 1 8 5 
1 3-15 1 5 5 5 2 2 4 2 4 4 5 
1 6--1 9 68 60 5 2 8 5 6 1 8 14 1 1 6 14 8 16 15 6 7 2 
20.......29 3 9 39 8 7 1 1 1 3 27 7 4 
30.......39 29 29 17 5 7 23 4 2 
40--49 I 1 0 ? 6 5 8 
50-59 1 54 54 34 13 5 3 22 1 2 ヲ 9 
60-69 57 57 40 1 1 3 2 40 5 8 2 
70- 37 33 2 1 25 5 5 2 25 4 4 2 

第?表 A香港流行前陀砕ける八戸市住民のHi抗体価(1 9 68年 6月-11月採取52 1例)

H 1 抗 体 価

年 <fJ 抗原 A/愛知/2 / 6 8 A2  /熊本/1 / 6 7 B/東尽/1 / 6 7 
区 分 被検体数 <1 : 3 2 1: 3 2 1: 64 1: 1 2 8 1: 2 56 1: 51 2 1: 1 0 2 4 1 : 2 04 8 <1:321:321:641:1281:2561:5121:10241:20481く1:321:321:641:1281:2561:5121:10241:2048
。....... .3 2 2 2 
4....... 6 1 ~， ? 2 5 5 6 2 2 
7.......1 2 20 16 5 2 2 6 2 6 2 4 4 4 5 4 
1 3-15 1 9 17 5 4 6 2 4 6 8 
1 6--1 9 7.2 67 5 2 14 18 1 8 1 3 8 1 4 1 9 8 24 5 
2任-29 62 61 26 1 8 7 6 5 42 4 6 8 2 
30--39 6 ;5 62 30 1 3 7 1 0 2 49 6 4 2 2 
40-49 96 95 66 17 8 5 2 73 1 3 4 5 2 
50--59 7 IJ 70 35 1 3 1 2 4 5 34 12 1 3 8 2 
60--69 9 '1 89 66 10 12 2 62 1 6 2 6 5 2 
70-- 12 5 10 5 11 2 
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第 10表 青森市住民の抗体価

( 1 9 7 0年4月-6月採集， 1 -7 0才代545例)

H 1 抗 体 イ面
抗 原

ぐ1:321:321:641:1281:2561:5121:10241:2048 

A/愛知/2/68 300 97 78 45 20 5 

A/青森/1/69 306 97 71 38 23 8 2 

B/東京/1/67 300 1 07 76 41 1 6 5 2 

B/;鹿児島/1/68 303 91 88 44 15 5 

B/青森/1/68 348 92 61 30 12 2 

第 11表 弘前市住民の抗体価

( 1 9 7 0年 4月-6月採集1-7 0才代313例〉

H 抗 体 価
抗 原

<1 : 32 1: 3 2 1: 64 1: 128 1: 256 1: 512 1 : 1 024 1: 2048 

A/愛知/2/68 147 63 54 27 1 8 4 

A/青森/1/69 1 08 64 43 47 35 ? 6 

B/東京/1/67 168 58 49 27 8 5 

B/鹿児島/1/68 170 50 41 36 1 3 2 

B/青森/1/68 199 65 38 8 5 

第 12表 八戸市住民の抗体価

( 1 970年4月-6月採集1--7 0才代 314件〉

H 抗 体 価
抗 原

く1: 3 2 1: 3 2 1 ~ 64 1: 1 28 1: 25 6 1 : 51 2 1: 1 024 1: 2 048 

A/愛知/2/68 159 74 40 28 7 5 

A/青森/1/69 93 78 44 31 34 21 8 5 

B/:東京/1/67 1 59 53 42 45 15 6 

B 〆鹿児島i/1/68 1 62 51 39 42 17 5 

B/青森/1/68 1 83 55 47 26 5 
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第 13表 青森市住民C0Hi抗体価 (1 9 7 0年4月-6月採取54 5例)

H I 抗 体 イ面
年 えIJ入 抗原 A2/熊本/1 /68  A/愛知 /2/'68 A/青森/1 / ' 6 9 

区 分 被検体数 く1:321:321:641:1281:2561:5121:10241:2048く:1:321:32 1:64 1:1281~2561:512 1:10241:2048 く1: 32 1: 3 2 1: 6 4 1: 1 28 1: 2 56 1: 5 1 2 1: 1 024 1 ~ 2 048 
。-.3 26 21 2 1 20 4 2 19 4 2 
4-- 6 36 1 6 1 0 7 2 23 1 1 2 22 11 2 
7-1 2 69 21 1 8 16 1 0 2 2 17 1 6 22 11 2 25 19 1 4 1 0 
13--15 34 5 2 14 1 0 5 6 8 1 0 1 0 6 7 12 6 5 
1 6-1 9 64 14 23 1 9 7 13 1 9 1 6 ヲ 7 12 18 20 8 5 

20--29 5 Ei 29 7 1 2 6 32 13 6 5 40 1 0 5 
30-39 4:7 42 2 2 39 6 2 42 5 

40-49 4<5 40 4 41 2 5 43 3 
5 O--f) 9 49 32 ? 2 4 2 26 1 0 6 5 2 37 4 5 2 

60-69 I 46 27 6 7 2 2 26 7 8 2 2 39 4 2 
70- 75 56 8 7 57 11 5 2 64 7 2 

第 14表 弘前市住民C0Hi抗体価(1 9 7 0年4月-6月採取313例)

H 1 抗 体 イ面
年 Aτ3 λ 抗原 A2 /熊本/1 / ' 6 7 A/愛知 /2/'68 A/青森/1 / ' 6 9 
区 分 被検体数 <1:321:321:641:1281:2561:5121:10241:2048 <1 : 3 2 1: 3 2 1: 64 1: 1 28 1: 2 5 6 1: 51 2 1: 1 0 24 1: 2048 く1: 32 1: 32 1: 64 1: 1 28 1: 256 1: 51 2 1: 1 0 24 1: 2048 
0-. 3 2t3 1 9 5 13 2 5 ヲ 1 3 2 4 6 5 
4__ 6 2 ~) 7 6 4 5 7 2 4 6 5 8 2 2 ア 5 
7 --1 2 24 2 ? 5 6 6 ヲ 7 2 6 2 10 4 2 
1 3-1 5 2 () 5 5 5 6 5 4 8 2 5 2 6 4 
1 6-1 9 3D 4 8 6 7 4 1 3 9 5 2 1 2 7 2 6 2 
20-29 3 () 8 7 6 4 5 1 5 4 7 4 14 5 5 7 
30-39 3D 1 1 6 5 8 2 1 5 7 5 2 11 8 6 2 4つ-

40--49 3 (J 9 8 8 5 2 1 7 8 4 12 8 4 5 
50-59 3 D 1 5 8 5 2 1 9 4 5 2 1 2 8 5 2 2 
60-69 4 IJ 1 9 ? 8 2 2 25 6 6 3 14 ヲ 6 2 5 5 

213 8 1 4 5 2 1 2 8 5 2 5 8 5 2 8 

第 15表八戸市住民のHi抗体価(1 9 7 0年 4月-6月採敢31 4例)

H E 抗 体 価

守ー A寸3h 抗 原 A2/熊本/1 /67  A/愛知/2 / '68 A/青森/1 / I 6 9 
区 分 被検体数 く1:32 1 :32 1 :64 1 :128 1 :256 1 :512 1:1024 1 :2D48 く1:321:321:641:1281:2561:5121:10241:2048く1~32 1 :32 1 :64 1 :128 1 :256 1 :512 1 ~1 D24 1 :2048 
0-. 3 23 1 2 5 5 2 1 0 2 7 2 8 4 5 2 2 
4-. 6 36 1 1 5 6 5 2 5 5 7 1 0 9 4 2 4 5 4 6 5 8 4 5 

7--12 23 2 4 6 7 7 5 5 4 2 2 4 5 5 4 2 

13--1 5 27 5 8 8 5 2 ヲ ヲ 5 5 6 7 4 6 

1 6-1 9 25 2 7 1 0 5 1 6 5 5 7 1 1 2 2 

20--29 30 2 6 ? 5 4 5 12 1 2 4 2 5 8 1 1 5 

30-39 30 8 1 0 6 4 2 12 8 4 5 5 ? 2 5 5 5 
40--49 30 1 5 5 5 6 5 1 7 7 5 1 0 7 4 5 5 

50-59 3 0 1 3 3 1 0 2 18 7 4 1 8 6 2 2 

60-69 [言 18 8 2 23 6 21 5 5 

7山Oμ3刊D126 4 27 5 1 2 14 4 
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第 16表 青森市住民のHi抗体価

( 1 9 7 1年4月-6月採集 1 --7 0才代 269例)

H 抗 体 価
抗 原

く:1:321:321:641:1281:2561:5121:10241:2048

A/愛知/2/68 1 79 70 13 6 

A/青森/1/69 1 60 84 16 5 5 

A/青森/1/70 1 30 80 46 7 3 5 

A/青森/1/71 1 94 59 9 5 2 

B/東京/1/67 176 57 20 7 6 3 

B/J鹿児島/1/68 140 63 39 14 1 0 5 

B/青森/1/68 1 69 55 29 ヲ 4 5 

B/青森/1/71 1 64 11 28 ヲ 5 4 
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第17表 1 9 6 9年-19 7 1年VC1県内κ流行した分離株に対する青森市住民のHi抗体価

( 1 9 7 1年 4月--6月採取26 9例〉

H i 抗 体価

年令 抗原 A/愛知 /2/'68 A/青森 /1/'69 A/青森/1 / '7 0 

。--3¥ 18 10 7 9 6 2 10 3 4 

今、 6¥ 29 20 7 1 8 8 2 15 8 5 

7 -1 2 I 3 2 8 1 7 6 9 1 7 5 9 1 5 7 

1 3'"-1 5 1 9 9 8 1 1 6 2 13 5 

1 6-1 9 24 13 8 2 1 0 1 0 2 2 8 1 0 2 2 

2 0--29 1 2 11 11 6 4 2 

30--3 9 25 21 4 19 6 13 ヲ 5 

40-49 28 23 5 1 9 9 16 5 6 

50-59 24 1 9 5 1 9 5 1 5 4 5 

60-69 25 20 2 2 1 7 4 2 15 5 3 5 

70- 33 27 6 1 9 1 1 2 22 6 5 

〉 Hi 抗体価

ト A/青森/1 / I 7 1 第 18表 弘前市住民C0B/東京/1/67(1[対する抗体価(1 - 7 0才代)
<1 : 32 1: 32 1: 64 1: 1 28 1: 25 6 1: 51 2 1: 1 024 1: 20 48 

域 血 清 採 集 H 抗 体 1面
地

年 jj 
検体数

く1:321:321:641:128 1:256 1~512 1:1024 1:2048 
20 8 

以前市 1 968年6月-11月 3 7 5 1 89 51 60 43 1 7 ヲ 5 
1 7 1 4 

11 1969， 4 -- 6 2 69 133 43 29 22 24 7 ? 2 
14 5 

" 1 970， 4 --6 313 1 68 58 49 27 8 5 
13 8 2 

11 
青森市住民のB/東京/1/67(1[対ナる抗体価(1 -7 0才代〉

22 5 
地域血

清 採 集 H 抗 体 イ西
24 4 

月
検体数

<1 ~32 1:32 1:46 1~128 1:2561:5121:10241:2048 年
21 5 青森市 1968年6月-11月 2 0 2 1 41 29 22 ヲ》

、
1 8 4 3 196ヌ 4 6 277、 50 37 31 9 7 2 5 I! 138 
24 7 

" 1 970， 4 6 5 4 5 300 1 07 76 41 1 6 3 2 

H 1 971， 4 -- 6 269 1 76 57 20 7 6 5 

八戸市住民のB/東京/1/67V'C対する抗体価 (1--70才代〉

域 血 清 採 集 H 抗 体 イ団
地 検儲女

年 月 <1 : 32 1: 3 2 1: 64 1: 1 28 1: 25 6 1: 51 2 1: 1 0 24 1: 2 04 8 

八戸市 1 968年6月--11月 5 2 1 298 82 50 63 1 8 8 

p 1 96ヌ4 6 3 6 8 161 50 50 40 35 15 14 5 

11 1 970， 4 -- 6 314 152 54 42 45 15 6 
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第 19表 青森市住民のHi抗体価(1 9 7 0年4月--6月採取 545例)

H 1 抗 体 イ西

年 之T入3 抗原 B/東尽/1 / I 6 7 B/鹿児島/1 / ' 6 8 B/青森/1 / ' 6 9 
区 分 被検体数 く1:32 1 :32 1 :64 1 :128 1 :256 1 :512 1:1024 1 :2048 <1:321:321:641:1281:2561:5121:10241:2048 <1:321:321:641:1281:2561:5121:10241:2048 
0-- 3 26 1 5 5 5 5 1 9 4 5 1 4 4 5 5 2 
4-- 6 36 25 7 4 18 6 ? 2 1 8 11 2 5 2 
7--1 2 69 33 1 7 1 3 3 5 1 0 1 0 22 14 8 5 2 41 1 0 9 5 5 
13-1 5 34 1 1 7 7 5 4 4 2 7 1 1 6 2 11 5 6 7 4 
1 6---1ヲ 64 51 8 4 4 8 11 24 12 5 2 50 ヲ 4 
20-29 55 36 ヲ 6 4 ? タ 1 3 13 5 5 34 5 8 4 5 
30-39 47 28 8 1 0 1 7 ? 12 6 2 31 6 ヲ
40-49 46 1<'3 11 少 7 14 6 11 1 0 2 2 21 13 ? 5 
50-59 49 27 7 7 4 2 2 27 8 ヲ 3 27 7 8 5 5 
60-69 46 1 9 1 3 5 5 4 1 6 ? 10 7 3 1 9 13 5 4 2 2 
70-- 73 39 12 ア 9 5 5 33 1 3 12 8 4 2 40 14 8 4 4 2 

第20表弘前市住民のHi抗体価(1 9 7 0年 4月--6月採取313例〉

H I 抗 体 イ面

年 之〉、 抗原 B/東尽 /1 /67  B/鹿児島/1 /68  B/青森/1 / I 6 9 -n 

区 分 被検体数 く1:321:321:641:1281:2561:5121:10241:2048<1 :32 1 :32 1 ;64 1 :128 1 :256 1 :512 1 :1024 1 :2048 く1:321:321:641:1281:2561:5121:10241:2048

。--3 28 23 2 2 23 2 2 23 4 
4- 6 23 14 6 2 1 4 5 2 1 6 6 
7--1 2 24 4 8 8 2 2 5 6 6 4 10 7 5 2 
13-1 5 20 2 2 7 5 4 2 5 7 4 2 4 1 2 2 
1 6-1 9 30 6 7 ヲ 7 6 5 1 2 7 2 ア 5 4 4 
20-29 3 0 19 4 4 3 1 6 5 8 5 18 8 4 
30-39 3 0 26 2 2 25 5 25 5 2 
40-49 3 0 20 5 5 2 20 5 2 5 24 5 5 
50-59 30 ヲ 8 7 3 5 11 ヲ 7 2 1 9 6 2 2 
60--69 40 25 ヲ 4 2 27 8 5 4つ. 32 6 2 
70- 28 20 5 2 21 5 23 5 2 

第 21表 八戸市住民のHi抗体価 (1 9 7 0年 4月-6月採取314例)

H I 抗 体 イ面
年 え寸3入 抗原 B/東尽 /1/'67 B/鹿児島 /1/'68 B/青森/1 / I 6 9 
区 分 被検体数 く1~32 1:321:641:1281:2561:5121:10241:2048 <1:321:321:641:1281:2561:5121:10241:2048 く1:32 1~32 1:641:1281 :256 1:512 1~1024 1~2048 
。--3 23 13 4 5 14 4 5 2 16 4 2 
4- 6 36 21 5 8 4 22 5 7 2 24 ? 2 
7-12 23 2 5 5 7 4 2 2 5 5 8 4 4 5 8 7 

1 3--1 5 27 4 1 0 8 4 6 11 8 7 1 0 1 0 
1 6--1 9 25 7 7 ? 5 B 1 1 4 7 1 4 
20-29 3 0 1 5 8 2 5 21 4 4 23 3 4 
30-39 3 0 26 4 28 2 29 
40-49 30 20 6 4 19 7 5 25 4 
50-59 3 0 7 6 6 6 5 2 ? 1 0 5 3 5 B 13 5 5 
60-69 30 1 9 6 5 18 B 4 22 4 2 2 
70-- 30 27 26 2 28 
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第 22表 吉森市住民のB型Hi抗体価(1 9 7 1年4月-6月採虫26ヲ例)

H I 抗 体 イ司

年 F寸7L 抗原 B/東京/1 / I 6 7 B/青森/1 / I 68 B/青森/1 / I 6 9 

区 分 被検体数 <1 : 3 2 1: 3 2 1 : 64 1: 1 28 1: 25 6 1: 51 2 1 ~ 1 024 1: 2048 ぽコ ~32 1:321:641:1281:2561:5121:10241:2048 <1:32 1~32 1:64 1~128 1:256 1:5121:1024 1~2048 

0--- 3 1 8 1 0 7 9 5 5 1 1 6 

4-- 6 29 1 8 5 4 2 1 7 6 2 2 2 20 5 2 2 

7--1 2 32 13 1 0 4 5 2 14 1 0 6 2 1 3 1 0 5 4 5 

1 3--1 5 1 9 1 1 4 5 1 0 7 7 ヲ 2 

1 6--1 9 24 ? 13 7 5 11 12 1 0 

20--29 1 2 1 0 4 Y 11 

30--3 9 25 22 2 1 7 4 5 22 5 

28 24 5 1 5 O 〆 4 2 26 

50-59 24 1 7 4 2 11 4 4 2 2 1 8 5 

60--69 25 20 5 12 8 5 20 4 

70-- 33 24 5 5 2 27 5 2 30 

H 1 抗 体 {面

B/青森/ / I 7 1 

<1 :32 1 :32 1 :64 1 :128 1 :256 1 :512 1 :1024 1 :2048 

11 6 

15 5 4 2 

1 5 9 6 

5 1 2 2 

4 9 1 0 

9 2 

H3 4 2 

22 5 

1 7 4 2 

20 2 2 

23 6 2 
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ウイルスθ中和試験における

Niicro法とTUbe法の相関について

佐藤広康、佐藤充武

-3 1ー



近年積樹句にMicro法がウイルスの中和試験に用いられる工うに左り、昭和46年秋の第 19回

日本ウイルス学会会期中、予研と地研の関係者が集まり、との方面での研究会が行われた。

Gwa I t n e y .J Jf1) 、はW 1-38細胞を用いて Rhinovirusの中和試験を、またFucc-

2) 
i 1 10. D. A、は種々の細胞を用いウイルスの感染価をMicro法で測定しているO

本邦では鈴木dlzhms simpIexウイルスの中和試験をMicro法で行っているが、成績

の多くはPolioウイルスの中和抗体価測定を中心にしたものが多い。

私たちも人手不足の解消と、疫学の定量的測定の手段として、数年前よりMicro法を使用し、

PO 1 i 0ウイルい勿論Echo、Coxsackie 臨 Herper Simplexウイルス氏対する中
51 命、乃

和抗体保有状況を調査し、すでに報告したが、その基礎と左った資料をまとめて報告するo

材料及び実験方法

実験氏使用した器材を第 1表氏示すっ

ウイルス抗原はPO1 i 0 -1、E、皿型ウイルス、 Echo-9ウイルス各標準株とHerpes si 

mplexウイルスを使用し九

Micro法のための増殖液及び稀釈液、 Polioウイルスの中和氏はMEM氏10%の割合氏仔牛

血清と 7%のNaHCO・を添加したもの、 Herpes simplexウイルスの場合はPO1 i 0ウイル

スの稀釈液に更に1%Mgcfをt%氏含むものを使用し、細胞はいずれもHeLa-8sを用いた。

Echc-9型ウイルスの中和にはYLE培養液とMEMを等量混合したもの (YME培養液)に

1 0%の害IJ合氏仔牛血清と 7%NaHC03を加えたものを用い、細胞は J1 NET (サル骨由来〉を

使用した。

Tube法で‘のHe La一%の増殖KはMEMvc.仔牛血清を10 %に含むものを、維持液及び稀釈液

には仔牛血清を 1%含むMEMを使用した。

JINET細胞の埠殖にはYME培養液に仔牛血清を10%に含むものを、維持液及び稀釈被氏は

仔牛血清を含1左いMEMを使用した。

Mi cr 0法での中前l試験の大要は第1図氏示した通りでU型 p1 at e上で抗体とウイルス抗原を反

応させたのち細胞浮遊液の一定量を滴下する方法で行った。

Tube法での中和は、 37
0

Cフラン器中で60分間反応させた。

使用人血清は 19 7 0年、青森市内で採取した保存血清の中より任意に抽出したものであるコ

実 験 結 果

Po I i 0 - 1型ウイルス

Tubc法ではいずれも challengeウイルス量は 10 0 T C D 50 / o. 1 m~ を用い、 Micro

法制こ金ける chaIlengeウイルス量を 0.025 m~ 当り 1 0 0、50、25、10 TC D 50 と変

化させ両法の抗体の相関を示したのが第2図であるO

Mic ro法でchallcngeウイルス量が50 --1 0 0 T C D 50 / o. 0 2 5 msではTube法に

比し抗体価は低〈表現される傾向がある。とのととは抗原量が多いととを意味し、 Tube法と比較的

よ〈相関を示すためには10 --2 5 T C D 50 / o. 0 2 5 m~ が適当であった。

-33-



PO 1 i 0 - II型ウイルス

第 5図V亡示した通りでPO1 i 0 - 1型の場合と同様の成績であった。

Polioー皿型ウイノレス

第4図V亡示す如く Tube法とよく相関を示すのは50 T C Q， 0 / o. 0 2 5 msのchaIIengeウ

イルス量であった。 10 0 TCD50 /日目。 25 msのchaIIengeウイルス量では抗体価は低〈表

現され、また 10 T C Q，o / o. 0 25 msではTube法氏比L抗体価は高く表現された3

Echo-9型ウイルス

第 5図の示す如く Tube法では 10 0 T C D50 / 0. 1 msのchalIengeウイルス量を使用し、

Mi cr 0法で cha 1 1 eng eウイノレス量を増減させるととにより、 Tube法の 10 0 T C D50 /0.1 

msと比較的同じ抗体価を示すMicro法での cha 1 1 eng eウイルス量を検討した。

chaIIengeワイルス量が10 0 TC D50 / O. 0 2 5 msではTube法と比較的よく一致すん

しかし抗体価の低い人血清ではMicr 0法で高〈、また抗体価の高い人血清、特に抗体価25 6 f献

上氏左るとMicro法で低〈表現される傾向があった。

H e r p e s s i mp 1 e xワイルス

第 6図に示した如<Tube法の 0.1ms当りの chaIIengeウイルス量とMic ro法の 0.02 5 

mg当り οchaIlengeウイルス量はよく相関した。

ch a 11 eng eウイルス量が 100TCIしでは抗体価は 32-128倍まで分布し、 103TCIJo

ではいく分低めに表現きれるが 8--128倍まで相関を示しをがら広〈分布する。

104T C D50では抗体価 4-32倍と大部分のものが更に低〈表現された。とぐに同じ値の cha-

IIenge ウイルス量では抗体価t6-6 4倍の範囲で比較的よく一致した。

考 察

PO 1 i 0 - 1、E型ウイルスではlV1icro法がTube法と比較的よく相関を示すのは10 -2 5 T 

C D50/OD 25mdの chaIlengeウイルス量の場合であり、 PO1 i 0・曲型では challenge

ウイノレス量25 --1 0 0 T C D50 / O. 0 2 5 msの掛であうたっ

同じPO1 i 0 ウイルスでもその型によってい〈分相違があるらしく、三者の共通部分を求めると

cha llengeウイルス量25 T C Ds 0 / o. 0 2 5 msがTube法と比較的一致するMicro法での

抗原量というととに左ると考えられる。

す左わちMic ro法での10 0 T C II 0 / O. 1 m.eがTube法との challengeウイノレス量と一
致する。

ところがMicro法でEcho-9、He r p e s s i mp 1 e xウイルスの中和抗体価る測定すると、

Tube法で用いた4倍量のウイルス量で抗体価は比較的一致して表現される。とのととから Echoウ

イルス等の中和試験にはTube法と相関させるためKは1DDTC D50/0025mdのウイルス量

が適当と考えられた。
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またEch0-9型ウイルスの中和試験にみられたよう民抗体価25 6倍以上の人血清ではMicro

法では抗体価が低〈表現される傾向があるが、これはDiluterが抗体分子を運びきれ左いためと

考えられ、稀釈液中へvGe 1 a t i n添加の工夫等、抗体が最後空で運ばれ、抗体価が高〈表現され

るようにすべきであろう。

第6図氏示したようにHerpes simplexウイルスについては100TC D50で抗体価 32--

6 4倍氏集中するが、 10TCI1。では32倍前後氏、 04TCD50では 16倍前後民集積し、抗原

量が強く左るに従い抗体価は低〈左る傾向が認められた。

ウイノレスの種類、感受性細胞の程類、倍養液、 challengeウイルス量を変えるととにより、適

切左方法で手軽氏ウイルスの中和試験を行左うととが可能と思われる。

ま と め

596炭酸ガス培養器とU型リジタトトレイを用いMicr 0法による中和試験を行左い、 Tube法と

の相関を検討し、次の結果を得た。

1. PO 1 i 0ウイ JレスではMic ro法の 25 T C D50 / O. 0 2 5 m~ がTube法の 1 0 0 TC D50 

/0.1 m~ の ch a 1 1 e ng eウイルス量と同等の抗体価を示した。

2. Ech 0-9、Herpes simplexウイ JレスではMicro法の 10 0 T C D50 / O. 0 25m ~ 

とTube法の 10 0 T C D5 0 / o. 1 m ~が同等の抗体価を示した。

3. Ech 0-9型ウイルスでは25 6倍以上の抗体価はMicro法で表現されに((、 Tube法よ

り低〈表現される傾向があった。

文 献

1) GwaI tney.J.M、Mic r 0 -n e u t r a 1 i z a t i 0 n t e s t f 0 r i d e n t i f i c a t i 0 n 

o f r h i n 0 v i r u s s e r a t y p e s. P r 0 c . S 0 c . Ex p • B i 0 1 . M e d. 1 2 2 : 1 1 3 7-

1141，1966 

2) Fuccillo.D.A，et af.Minicultures of Manmafian ceIIs in a 

n ew p 1 a s t i 0 p 1 a t e ，Am e r . S 0 c • M i c r 0 b i 0 1. 1 7: 6 1 9 -6 2 2 ， 1 9 69 

3) 鈴木仁他、小児呼吸器疾患になけるへJレベスウイルス感染病について、小児科臨床、 22、

14 49-1 454、19 6 9 

4 ) 佐藤允武他、三地区ぐ青森、弘前、八戸)氏長けるポリオ中和抗体保有状況について、あすを

ひらく (衛生部職員研究発表会第5穿さ)、 36--39、19 7 1 

5) N.Sato，et aI，EcologicaI behavior of 6 Coxsackie B and 29 

Echo serotYpe as revealed by serologic survey of generaI 

population in Aomori，J.J.Med，scie & BioI，25:355-368，1972 
6) 佐藤宏康よ也、 Mic r 0 t i t erを用いたHerpes Simplex Virusの血清疫学からえら

れた2、5の知見¥第24回日本細菌学会東北支音除(山形市)発表。

7) Rinj.K， et aI，Distribution ofComplement-Requiring Neulraー

tizing Antibody against Herpes Simplex Virus in Human Po-

pulation，J.J.MicrobioI，VoI 16 447-449，1972 
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第 1表 Mi cr 0法の中和試験陀用いた器材

U plate RIMBROネ土の IS-MRC-96 

Dropper 富永製作所のガラス製

Diluter Cooke Engineering Company 

Mi c ro Mi x e r 大洋物産

C O2 1 n c u b a t 0 r 池本理化工瓢K

UV操置 1 0 w殺菌灯を取りつけた無菌箱
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第1図 Mi cro法による中和試験
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第2図 Micro法とTube法で測定した抗体価の相関 (Polio-Iの場合)
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Tube法 第 5図 Mi cro法と Tube法で測定した抗体価の相関 (Polio-TIの場合)
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Tube法 第4図 MiCro法とTube法で測定した抗体価の相関(Po1 i o--mの場合)
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Tube法
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第6図 Mi cro法と Tube法で測定した抗体価の相関 (Herpes S imp 1 e xの場合)
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自動車整備員の鉛汚染

小林英一 渡辺幸子

緒 Eコ

鉛中毒は最も古典的にして、かつ現在もなな問題になっている重金属中毒の一つである.それは、

鉛が金属としτの有用性が高〈、反面その毒性が強いことにある o 従ってその害が非常に広範かっ悲
惨である点にないて重要であ b、又職業病として示める位置も大きい。企業が労信膿境整備、健康診

等の鉛中毒予防手段を講じても毎年鉛による中毒の発生がなくならないのが実情である白闘に昭和

4 n年の労働省調査白品によると、鉛中毒として 57件の業務上疾病の発生数が挙げられている。

更に最近のモータリゼーションの発達で自動車。排気ガス中の鉛による人体汚染が急速に進み社会的
23.45.6.18虫1，0.11) 

問題となってなb、これについて多くの研究報告がなされている白しかし自動車の排気カPスに常に曝
J 2) 

露されながら作業している自動車整備員の鉛汚染を研究したものは少な凶白著者らは、とれら自動車

整備員は当然職業的に鉛によって汚染されているものと考え、その実態を調査研究したθで、その結

果を報告する口

(日群)
1. 調査対象 青森市内の二事業所の自動車整備工場玄館d作業員年令 21 '-"""3 4才の男子 1 5名及

び同事業所の事務員年令19.-....，，4 5才の男子153弘為に選んだ口 ハ

2. 調査項目 鈴木庄亮作成内容Kよるアンクート調室(表1参照)，全血比重(以下GBと略す〉

赤血球数(RBC ) ，血色素(Hb )，血中鉛(Pb-B ) ，尿中鉛(Pb-u)，尿中コプロポノレフィ

日
刊
ノ

庁h

7L 法 方

リン(Cp) ，尿蛋白，糖，ワロビリノーゲンo

3. 分析及び検査方法 血液はテノレモディスポーサブノレシリンジて採血、尿は皐朝尿を硝酸で脱鉛し

たポリ瓶に採尿し検査に用いた。

Pb-Bは血液10 m.eを侃硝酸・過塩素酸で湿式分解した後、蒸留水約40 m.eで分液ロートに
移し、アン午7ヱアz!くで pHろ.5VC制整した後、更に水を加えて全量50 m.eとした。乙れに 1%
AP DC 2 5 m.eを加え 5分間医位、とれK蒸留水飽和のM1 B K 5 rn.eを加え見VC5分間振送、
静分離Aした.M1 BKj蛍をNippori Jarrell-Ash鼠子政光分Jt分析装置AA-1型を用

い、操作条件、測定波長2833、ランプ電流値12 mA、燃料H20.3勾/rrfl、air1.0J¥.fj/dで

出Ij定したQ

Pb-Uは尿 o0 m.eを硝自主・過塩素酸で湿式分解後、以下Pb-Bと同様の操作で分析した.但
し1%APDCは3m.e加えた。 14) 
CPは尿25 msをと b Rimington-佐野法によ b3 2 3形日立自記分光光度計で測定した

GBv謝L酸宮司法、 RBCは血球計算盤法、 Hbはシアンメトヘモグロビン法、尿蛋白，糖はur is -

t i x，尿ワロピリノーゲンはEhrlich試薬でそれぞれ検査した口ななPb-B，Pb-u分析。

際θ試薬は、'析し酸，硝酸，過塩素酸はいずれも超特級(和光純薬)， APDC原子政党用(和光純

薬)，アンモニア水特級(和光純薬)を用いた口

成 績

Pb-Bの分布は図 1に示した口 A群は最低5μ?，最高 34μ?-，平均値18.3+虫 8μpでるった口
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これに対して、 B群は最低5μp、最高20μ人平均値10.8士4.2μFで、 A群はB群比比べて平

均値が高ぐ、 t検定をしたととろ有意水準1砂ぜあった。

Pb-uの分布は図 2(IC示した。 A群は最低5fJ.d". 最dLr，平均値25.7 ::t 2 1. 0 fJ.d"であった。
B群は最低5μp、最高80μd". 平均値21. 1土21.5μpで、 A群がB群に比較して平均値が多少高い

値を示しているが、有意差はなかっアし

CPの分布は図3(1[示した口 A群は最低25μれ・最高162μp、平均値75.9 ::t 4 O. 7μpであったロ

B群は最低21μP、最高78μp、平均値38.4::t13.9μpでA群がB群に比べて平均値が高〈、有意

水準1婦であった白

GB， RBC値はA群と B群との聞には全く差がみられず、両群とも正常値範園内にあった口尿蛋白

糖ではA群、 B群とも異常者がなく、尿ワロビリノーグンではA群5名、 B群2名に(十)が認めら

れた白

アンケートによる自覚症状の調査は質問事項が 29間る D、回答は「はい」、「いいえJV2通D

である白今回θ調査では「はい Jの内容に触れず「はいJの応答率のみで比較した。その結呆A群は

平均虫?、 B群では 5.6の「はい」応、答があ b、A群がB群氏比べて応、答率が高かった口

総 括

鉛中毒の主な症状として貧血、伸筋特に上肢の伸筋麻庫、関節痛等運動障害、版部の茄痛、便秘G

様な消化器管障害、不安、興奮等の中枢神経症状等が挙げられるが、その他CP増加、 Pb.ァB， Pb-u 

の増加、好塩基斑点赤血球の増加がある口昭和46年労働省労働基準局の鉛中毒の認定基主としては

種々の臨床症状以外に、 CP、 デノレタ・アミノレプリン酸(o-ALA)、 Pb四 B、 Pb -u. Hb. 
16) 

GIえnBC等の値の異常をあげている。 B.Ha Iger-AronseIlは 1ead workersの鉛曝露

の monìtor として ò-ALA 、 CP の損Ij定が最も良〈、 H~ RBCは補助的なものとしている。
17) 18) 19) 

そο他末中ら、松寺三も鉛検診時のCP測定の有意性についてのべている。更に堀内らは鉛中毒の判

別法としてRBC、Hb、CPの5測定値に基づき Z=X1十28.8 1 X2 -1 8.8 2 X s ( X1 : R B C ， x2 

: H b ， X 8 : c P)θ様な簡易判別函数式をあげてな人 750<Zご800は要精密検査者， Zご
750は要注意者ないし潜在性鉛中毒者であるとしてhるo この様に鉛中毒(鉛汚染〉の診断に必要

な測定値として、 Pb-B、 Pb-u~ RBC、 Hb、 CPの量が大きな役割をなすものとして知られて

いる。そこで著者らは自動車整備員C鉛による汚染の程度を調べるため、調査項目として、アンクー

ト自覚症状調査、 GB、RBC、H b~ Pb-B、 Pb-u~ C P、尿蛋白糖 ウロビリノーゲンを選

び、とれを調査及び測定した口乙の結果GB、 RBG. Hb、 Pb-u、尿蛋白糖、 ウロビリノーゲ

yはA群、 B群とも有意差がみられなかった。又アンクートの「ハイ」応答率ではA群がB群氏比べ

て高かった白

Pb申邸主A群がB群に比較して有意に高かった口 Pb-Bの正常値については多〈 θ研究者によって

9}.~~ 
報告されているが、その数値はまちまちであD、野牛らは東尽都在住健康人の平均値を 11. 9μFとし、
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又G0 1 d wa t e?DJ 1 7μp、 更に実占は 20μpであると報告しているロこれらの数値に比較してみ

ると、 A群の 18.3μ針-:tGoldwater，奥田らの数値K、又B群の 10.8μFは野中らの数値に近〈、

A群.B群ともいずれも正常値の範囲に入フている口しかしA群のPb-B分布は全般的に正常の上限

値に集中してま?白、特に経験年数の長h人程Pb-B(j直が高い傾向をしめしている(図4参照)

そとで経験年数と Pb-Bの相関々係をしらべた所、相関係数r= 0.7896、回帰式y=Z 1 9十

1.13 6X(Y:Pb-B、X 経験年数)であ b、有意水準1弼で有意であった。

CP値はA群がB群に比べて有郡高〈、特VC4例にないては正常値100μぷネより高かった白

尿CPの増加は、 Hem合成。過程にないて、 Coproponphyrinogen皿からProtopor-

Phyrinが作られる段階の醇素プロックが鉛によって起きれるととにあるとされ、 δ-ALAと同
23) 

じ〈鉛中毒のparameterとしてあげられていあ口 従ってA群のCP値の平均が高〈、 100 μp 

を越す例もみられたととによ b、Pb-Bが正常値範囲内に存在していてい鉛による汚染が普通よ b

大きいものと考えられるロ次いで Pb-B 、 CPの高 V)'~IJを鉛中毒の簡易判別函数式に従フて計算した

が、いずれも Zが 800 以上であb、鉛中毒とは考えられない。

更に著者らはPb-B、CP値が高かった例の中 2名が現業から事務に配置転換されたので、乙れを

鉛被曝停止と見倣し、 4ク月経過後再びとの2名についてPb-B、CPを測定したところ、表3VC示

した通D、いずれも Pb-B、CP値の低下がみられた。

今回の調査によって、自動車整備員が事務員に比較してPb-B、CP値が高〈‘又、 Pb-B値は

経験年数の長い程高くなる傾向をしめしている事、そして自動車整備の仕事よ b離れるとが04ク月程

度でPb-RCP値が低下する事等が判明したロとれらの事実よ b、自動車整備員は一般事務員K比

べて鉛による汚染む度合が高いが、特に中毒を起す程過度のものでなし労働環境を整備する事によ

って、職業的に生ずる鉛汚染を少くする事が出来るものと思われるロ

唱とと 三，.6.

加 」 ¥(隣ノ
1 自動車整備員。鉛汚染を調査するため、作業員15年河照として事務員15今季節、 Pb圃 B.

Pb-u、CP、 GB、RBC、Hb、尿蛋白、糖、ウロピリノーグン、及びアンクートによる自覚症

状調査を行い、比較検討した。

2. Pb-BはA群が平均18.3:t虫8μfI'/dfでB群の平均10.8:t4.2μfI'/dfVC比べて有意に高かっ

た又A群のPb-B値と経験年数との聞には正の有意。相闘々係がみられた白

3. CPはA群が平均75.9:t 40.7μfI'/f!でB群C平均38.4.:!:1 3.9μfI'/fに比べて高かった白

4. Pb-u、GB、RBC、Hb、尿蛋白、糖、ウロリノーグンはA群、 B群とも差がみられなかった.

5. アンクート調査に依る自覚症状の「ハイ」応答率は、 A群がB群に比較して高かった。

6. 以上の ζとよ D、自動車整備員は職業的に排気ガス中の鉛によって汚染されているものと思われ

るが、その程度は高いものでない。

付記 今度の調査に際して、採血に協力して下さった青森県血液センター職員及び御培導して下さ

った、当衛生研究所の橋本康孝技術次長に厚〈感謝hたします口
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表 1

@として扱し¥他には絶対に知られぬようにしますから、ほかの人K相談しないであ !'J(f)ままを答え

て下さい。

氏名

(経験年数 年

男
女
月)

昭
大
明

日
μ月年生 月年年令 日

1. ときどき便秘をしま才かローーーーーーーーーーーーーーーーーはい いいえ

2. ふだん胃腸のぐあいがわるいですかローーーーーー一ーーーーーはい いいえ

3. はきけを感じることる Dますかローーーーーーー-ーーーーーーはい いいえ

4. 痔でなやまされますかローー一一ー---ーーーーーーーーーーはい いいえ

5. ときどき脹痛の発作が起きること乃I~b ま士か。ーーーーーーーーはい いいえ

6. いつも食欲がわるいですか。ーーーー一一ーーーーーーーーーーはい いいえ

ス ときどき肩がと bま才かローーーーー-ーーーー-ーーーーーーはい いいえ

8. 背中や腰の痛むととがあDま才かロー一一ーーーー一ーーーーーはい いいえ

匁 よ〈、ふしぶしが痛みま才かローーー一一ーーーーーーーーーーはい いいえ

1 o. 指がふるえて困るととがあ Dますか。ーー一ーー一ーーーーーーはい いいえ

1 1. 指がしびれることがあ Dますか白ーーー『ーーーーーーーーーーはい いいえ

1 2. 夜、ねつきが悪いですか口一ーーーーーーーー一ー-ー-ーーーはい

1 3. 頭の痛いととがよくありますかローーーーーーーーーーーーーーはい

1 4. 頭の重いととがよくあ Dま才か。ーーーーーーーーーーーーーーはい

1 5. よ〈めまいがしますか。ーーーーーーーーーーーーーーーーーーはい

1 6 びどい寝汗をかくととが多いですかロー一ーーーーーーーーーーはい

1 7. 夜、小{更に行くことが多いでずかo ーーーーーーーーーーーーはい

1 8 あまい盆ムあう ζとがありますか。 ーーーーーーーーーーはい

1虫 体重がへDましたかロー一ーーーーーーーーーーーーーーーーーはい

2日. っかれて食欲のないととが多いで才かよーーーーーーー-ーはい

2 1. 朝、起きた時につかれている感じがしますか口一ーーーーーーーはい

2つ 仕事でしっかbっかれてしまいますかロ ーーーーーーーーーーーはい

23. いつも是がだるいで才か口 ー一ーーーーーーーーーーーーーーーはい

24. ほと Dで鼻の孔が黒くなbますか。 ーーーーーーーーーーーーーはい

2 5. たんが多いと思いま才か白 ー一ーーー-ーー一ーー一一一ーーーはい

26. せきが出ること多いで士か口 ーーーーーーーーーーーーーーーーはい

2 7. からだのことが気にな Dますかロ ーーーーーーーーーーーーーーはい

2 8. あなたは神経質のほうですかロ ーーーーーーーーーーーーーーーはい

2虫 他人のしていることが気になる方でナか。 ー一ーーーーーーーーはい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

(経験年数 年 月)は著者らの追加した項目

いいえ
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表2 検査成績

血 液 尿

群 N 
RBCx 1 0

4 Pb~/df CP 秒/包 Pbb/2  GB Hb g/dl! 

A 1 5 1. u 5:> 4 93.7 j: 5 2.少 t 5.5 j: 0.8 9 1 8.3士呪 8 75.9 j: 4 0.7 2 5.7 j: 2 1. 0 

B 1 5 1.056 4 9 4. 8 j: 4 O. 0 1 5.5:t 0.9 4 1 0.8 :t4.2 3 8.4 j:1 3.9 21.1:t21.5 

表 3 鉛被曝停止後の Pb-B及びCP

例
Pb-B 

前 4ク月後
CP  

Pb-B 2 9 1 3 
l.T.(23) 

CP  1 3 6 8 0 

Pb-B 3 4 1 3 
T.S. (2 4) 

CP  1 6 2 6 3 

PbーB:じ/de CP :室長/I!

図 Pb-B分布

% 

A B 

50 -l N=45 N=t5 

40岬

司直

iL 「γ一ーー
10-
I t 

L jI I J 1 多/de。 10 
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図2 Pb-u分布
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アンクートの「ハイJ応答率図4
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青森県の温泉について

緒 日

小林英一 渡辺幸子

小鹿 .IDl. 
目 田沢恵子

秋山由美子 古川章子

青森県の温泉は県の調査に依ると、昭和 47年5月31臼現在で 85温泉地、 43 5源泉数(時古

渇廃止19 9 )にのぼD、';:5出量28.9 2 1. 1 f/In i nと全国でも有数の温泉県であるロとれらの
温泉を分類すれば主に、(1)第四紀型温泉、 (2)第三紀型温泉、 (3)その他特殊な温泉の三つに分けられ、

(])に属するものとしては、八甲田火山地域、恐山、岩木火山地域周辺の温泉であD、(2)に属才るもの

としては、薬炉、馬門、浅虫、下湯、大鰐、碇ケ関、湯白沢、相乗、黒石温泉婦があ b、(3)に属才る
1 )2)3 ) 

ものとしては、葛川、唐竹等がある o これら温泉についての化学的分析値は康子、大泰ら氏、又その
4)5) 

他化学的特性は酒井らによって報告され、青森県の温泉はその銭高明らかにされつつある。更に最

近のポーリング技術の進歩はよ記以外の新しい地域にも温泉を開表包ぜる結果とな b、特にむつ小}11 

原湖闘発に刺戟されてか、こDj也方に温泉開発ブームをひき越しつつある現状であるロ

今回著者らは昭和46年 5月から昭和 47年 12月迄に中分析を行った 50泉源についての分析値

を掲げると共に、これについて検討を加えたので報告する。

分析方法
6) 

分析は主として鉱泉中分析法に従い、一部の項目については、他の試験法を採用した。

泉温、ゅう出量、 P!I(ゅう出時〉、遊離炭酸、ヒドロ炭酸は現地で測定、そり他のものは前処理

の上試験室で分析した白

1. PH 比色法ならびガラス電極PH計(目立堀場製)

2.泉温:水銀棒状温度計、サーミス3ー温度計

三C02:O. 1 N -水酸化ナトリウム液滴定による容量法

4.HCO'3 : 0.1 N -塩酸溶液滴定による容量法

5.比重:ライシヤウエノレ氏比重瓶を用い、 20Tで測定し、 4Tt=なける標準状態K換算、

6.Na K:炎光法(日立分光々電光度計炎光分析装置)

ZNH4 ネスラー該液による比色法

8.C注，M長:EDTA滴定法

虫Fe: 0ーフエナントロリンによる比色法

10. Af ~センダクロム AL法

11. M註:過ヨー素酸カリウムによる比色法

12.C U ジエテノレチオカルパミン酸ナトリウムによる酢酸エチノレ抽出法

13. C i :モーノレ法

1 4. 804， :重量法

15.82d:チオシアン酸アンモニウム試滴定による容量法

16HP01:モリブデン酸アンモニウム試薬による亘量法
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1ZAs o;:グーツアイツ法
1 8.H2Si03 :重量法

1呪HB02:クノレクミンエタノール試液による比色法

20.H2S:チオ硫酸ナトリウム液滴定による容量法

成 績

5 0泉源の分布地点は図 1VC示された通Dである口又とれらの泉源についての分祈成瀬は表1VC示

してある白これを泉質分布では(表2参照)食塩泉が23泉46婦で最も多〈、ついで単純泉の 20 

泉 40 婦であった口その他硫酸泉、イオウ泉が各々 5泉6%、重炭酸土類泉1泉2婦の!顕Kなってい

る白

又PH分布では(表5参照)弱アノレカリ性泉が30泉60婦で最も多〈、次いで中性泉20泉40 

%となってなb、その他のPH範囲K該当Tるものはなかったロ

泉温分布では(表4参照)4 2 "C以上C高温泉が 72婦で大多数を占め、これは温泉県の名に相応、

な数でbるロそり他は 34 oc___ 4 2 oC未満の温泉が6泉12婦、 25~ 3 4"未満の微温泉7泉 14%
2 5Q未満の冷鉱泉1泉 2婦であった。

固形物総量では(表5参照 )1 ?' /1匂未満は 21泉 42婦、ついで1---2?-/1 K9が 10泉20 

婦、 2---3 ?' /1l<!夕、 3---4 ?' / 1 K9が各々 5泉10婦、又 10?'/1K9以上の高張泉が 6泉12弼

であった口

今回の温泉中分析仲間、川11原湖町議脱が含まれている九とれらの分析成績をまとめ

てみた所、いずれ私固形物総量が 1!? / 1鴎の単純泉でる人 PHは大部分がス 5
---
8. 0の弱アノレカ

ノー
リ性であ D、泉温も 1泉源をのぞき 40Tから 48Tであった口化学的組成はカチオンではいずれも

ナトリウムイオンが主要成分であ b、又アニオンは1泉源になhてヒドロ炭酸イオンが主要成分でb

る以外は、士べて塩素イオンが主要成分であった口更に遊離成分では、メタクイ酸が 15 0 mg前後含

有しているととも共通点でる D、以上の諸点が類以しているととよ D考え、小川原湖周辺に湧出才る

温泉は、ほほ同じ地層よ D由来のものと考えられるが、これを断定するには、今回の分析成績むみで

は資料が少〈、今後更に多くの分析を行った上で結論ずける必要があろう白

ま とめ

昭和46年 5月から昭和 47年 12月までの聞に行った 50泉源についての中分析の成績をまとめ

たので報告する。

泉質別では、食塩泉、単純泉が多く、 PHでは弱アノレカリ性と中性の 2種類に分けられた口又泉温

では高温泉が全体の 72掃を占め圧倒的に多かった。

更に小川原湖周辺に最近ポーリングによる温泉開発が進められ、とれ迄VC9泉、拡について分析を行

ったが、その結果、これは大部分が泉温42。以上の弱アノレカリ性の単純泉であった口

文 献
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3 ) 太奏康光ほか:青森県の主要温泉の化学的組成について 青森県(1948)
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(心大 鰐 温 泉 ⑤ 大 仔川;[ヲiヲH 温 泉 (Q) 中

(石 原) (公 民 長官)

南津軽郡大鰐町 南津軽郡大鮮/町 五所川原市大字姥千五

字船橋 40 

4 6. 5. 2 8 4 6. 5.2 8 4 6 6. 1 4 

(気 6 8.5 (気 2 2 ) 5 3.0 (気 21) 6 O. 0 

2 0 0 1 5 0 6 0 

7. 3 6. 8 ス2
7. 1 6. 8 ス2

O. 9 9 9 7 1.0012 1.0080 

1 7 8 0.9 1 3 6 0 0.1 6 14276.50 

mv% 1躍す 刀lV mv'{u 71l7f 汁LV mv者 1ll7f ηlV rnv者

一 一 一 一 一 一 一 一 一
0.11 0.26 0.0144 0.0 5 1.16 0.0る43 0.1 1 435 0.2 411 0.1 0 

287 31.00 0.7 92 9 275 63.00 1. 611 4 2.71 124.00 3.1 71 7 1.32 

73.50 463.00 20.1331 6虫77 1000.00 43.4839 73.20 5200.0 0 226.1164 94.01 

21. 69 1 48.00 ス3852 25.59 256心。 12.7741 21. 50 1 48.4 8 ス4092 3.08 

1.72 6.07 0.4992 1.73 1ス01 1.3988 2.3 5 42.28 3.4 770 1.45 

0.04 0.53 0.0190 0.06 0.9 5 0.0340 0.06 2.72 0.0974 0.0 4 

一一 一 一 一 一 一 一
0.01 0.u13 0.0 015 0.01 0.04 0.0044 0.01 0.0 69 0.0.0 77 0.00 

0.06 0.31 .0..0 11 3 0.04 0.9 7 .0.0353 .0..06 0.145 0.0.0 53 0.00 

0.0 0 0.01 0 0.0 .0 03 0..00 .0.009 0.0 003 .0.00 0.032 .0.0 01 0 .0..0 .0 

100.00 64虫193 28.3569 100.0 0 133呪139 5虫4065 100.0 .0 5522D 76 24.0.5268 1 .0 0.0 0 

mv弼 沼F mv 771V76 7fIfj mv mv 96 i7lg ηLV mv% 

75.68 705.59 1虫8999 70.10 1 53883 43.400.0 73.7 2 8155.11 230.0000 95.62 

一 一 一 一 .0.09 0.0011 .0..0.0 0.09 0.0 0 11 0.0 0 

23.54 396.1 9 82483 2呪05 712.93 14.8426 25.21 270.21 5.6255 234 

一 一 一 一 一 一 一 一

0.7 8 14.64 0.2399 0.85 38.47 .0.63.0 5 1.07 29899 4.90.00 2.04 I 

一 一 一 一 一 一 一一
一 一 一 一 一 一 一 一一
一 一 一 一 一 一 一 一一
一 一 一 一 一 一 一一

0.0.0 0.028 0..0003 。。。 0.028 0.0003 0.00 0.01 9 0.0 002 .0.00 

100.0 0 111 6.448 283884 100.00 2290.348 58.8745 1 00..00 8724.419 240.5268 1 00.0 0 

mc，f m mo.e mr; 机 moe mg m mo.e 
86.70 1.1105 55.37 0.7092 74.61 0.9556 

14.70 0.3 354 20.1 9 0.4607 3436 0.7840 

虫68 0.2 200 41.81 0.9500 17.60 0.3999 

一 一一 一 2.556 0.0750 

111.013 1.6659 11 7.37 2.11 99 12虫126 22145 

1 8 7 6. 7 2 1 3 1 4 n. 8 5 7 1 4 3 7 5.6 2 

含石育食塩泉 含石膏食塩 泉 食、 塩 来
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(j) 草 津 温 泉 ⑧ ネ亘 士 病 院 ⑨太 陽温 泉
温 泉 名

場 月T 青森市栄町 1丁目 13-7 弘前市大字新里字東里見49 青森市大字野沢ヨ

) 11部 77 

年 月 日 4 6. 6. 1 4 4 6. ス 7 4 6. 6 2 4 

温 度 。C (気 19) 2 8.0 (気 2 6 ) 41.5 (気27) 3 8. 5 

ゅう出量f/m 130 5 0 0 1 0 0 

直 後 ス6 ス5 8. 7 
PH  試験 室 8. 0 8.3 呪4

比 重 20"/4
0

1.0071 0.9 9 8 3 0.9 9 9 5 

固形物総量n乱/e 1 51.8 0 2 5 3. 1 6 1 4 1 6.3 4 6 

Caton TfIf} ηLV mv婦 mg mv mv% mg mv 

H' 一 v- 一 一 一 一
Nff4 一 一 一 一 一 一 一

011511 K 4.3 0 0.1100 ス14 4.0 0.1023 3.98 45 

Na 20.50 0.8 91 4 57.85 1 2D 2.2612 8ス94 1 00.00 43484] 

Ca 6.40 0.3194 20.7 3 278 0.1 387 539 0.46 0.0 230 

M?" 228 0.1 875 1 2.1 7 0.7 3 0.0600 2.33 tr 一
Fe 0.66 0.0236 1. 53 0.07 0.0025 0.1 0 0.2 6 日目0093
-・.
Fe 一 一 一 一 一 一 一 一
Af 0.065 0.0 072 0.4 7 0.059 0.0 066 0.26 0.058 0.0065 

Mn 0.0 5 0.0018 0.11 一 一 一 一 一，. 

Cu 一 一 一 一 一 一 一 一
34.255 1. 5409 1 0000 5ワ~639 2.5 71 3 100.0 0 105278 4.5023 

An i on 7il'j ηLV mv% mg ηLV mv婦 mg. ηLV 

CE 1ス73 0.5000 32.4 5 1 7.02 0.4800 1ス19 2482 0.7 000 ， 
Br 一 一 一 一 一 一 一 一

HI1PcBOoO: 
3: 
} ・ 3.37 0.0702 456 tr 一 一 63.40 1.3199 

0.4 6 0.0096 0.62 0.05 0.001 0 0.4 0 0.27 0.0050 

5ス08 0.9 35 5 60.71 1 40.31 22995 8236 33.44 0.5480 

co ; 一 一 一 一 一 一
82 d's 一 一 一 一 一 一 一 一
OH' 0.01 7 0.0010 0.06 0.034 00020 0.0 7 0.425 0.0250 

HSiω 1.89 0.0246 1. 60 0.0 075 0.27 
!m6A92536 h 0.8091 

As d 0.004 0.0000 0.00 0.228 0.0 021 0.07 0.0000 

言十 80.551 1.5409 1 00.0 0 1 58222 27921 1 00.0 0 1 84.71 8 3.4070 

遊 高佐 成 分 WJ m mof 況伊 m moe Ill't m 7flof 

H2 8i 03 96.0 6 1.2304 1 44.86 1.8556 1 26.35 1.6183 

HB02 1.42 0.0324 一 一 一 一
C02 0.88 0.0200 一 一 一 一
H28 一 一 一 一 一 一
計 98.36 1.2828 1 44.86 1.8556 1 26.3 5 1. 6183 

ば 計 mg 2 1る.16 6 3 6 2.7 2 1 4 1 6.3 4 6 

泉 質 単 五自 泉 単 純 泉 単 純 泉、
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⑩ な b や 温 泉 ⑪ な b や 1JR. 泉 ⑫ 相 乗 温 泉
τ仁7コ 泉) ( 2 τ仁7コ 泉)

南関字津軽西(郡綻な碇ケ告関クげ山関ど肘国1大有号字林) 碇ク南津軽郡碇ケ関村大字碇ク関 南津軽郡碇ク関村大字碇ク

字西碇ケ関 関字西碇ケ関 2 2林班は班

4 6. ス 2 8 4 6. ス 2 8 4 6. Z 3 0 

(気 4 6 (気28.5 ) 5 1 (気 2 6 ) 7 1 

2 8.8 2 8. 8 4 5 

Z 0 スo Z4 

6.7 6.5 Z 8 

1.0060 1.0122 1.0032 

3 8 0 O. 0 0 1 3 0 5 O. 4 9 8 7虫 93 

mv% 1Tl{f mv 7見v% 7Tl'j mv mv% 7Tlg- mv 抗v%

一 一 一 一 一 一 一 一
一 3.70 0.2 051 0.28 2.00 0.1109 0.05 0.9 0 0.0499 0.39 

2.55 92.18 2.3578 3.2 5 375.0 0 呪5918 4.51 4.50 0.1 151 0.90 

9659 1 360.0 0 59.1381 81.44 3920.00 1 70.4570 S 0.1 7 136.16 59208 46.52 

0.51 1 2899 6.4366 887 589.28 29.4052 13.83 126.85 6.3298 49.7 4 

一 51.85 42640 5.8 7 33.12 27237 1. 28 3.71 0.3051 2.40 

0.21 3.40 0.1 21 8 0.17 0.40 0.01 43 0.01 0.026 0.0009 0.01 

一 一 一 一 一 一 一 一 一
0.1 4 0.15 0.0167 0.02 0.06 00067 0.01 0.0 4 0.0044 0.03 

一 2.024 0.0 737 0.1 0 8256 0.3006 0.14 0.0 18 0.0007 0.01 

一 0.005 0.0002 0.00 0.01 4 0.0 004 0.00 0.0 05 0.0002 0.00 

100.0 0 1 642.299 72.61 40 100.0 0 4928.13 21 261 06 1 00.00 272.209 12.7269 1 00.00 
mv婦 lWJ ηLV mv% mg ηlV mv婦 7TlfJ ηLV mv婦

20.55 212ス00 5虫9882 83.75 7090.00 199.9605 9421 131.16 3.6991 2呪14

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
3874 43.537 0.9 0 64 1.27 1 200 0.2 498 0.1 2 37呪48 スヲ004 6223 
0.15 0.1 5 0.0 031 0.00 0.0 8 0.001 7 0.00 tr 一 一
1 6.08 654.78 10.7309 1498 (証7あ3496 1 2.0 450 5.67 66.82 1.0951 8.63 

一 一 一 0.1 0 0.0030 0.00 一 一 一

一 一 一 一 0.076 0.0 0 14 0.00 一 一 一
0.7 3 一 一 一 一 一 0.01 0.0006 0.00 

23.75 一 一 一 一 一 一 一
0.00 tr 一 一 tr 一 一 0.01 0.0 0 01 0.00 

100.00 2825.467 71. 6286 100.00 783Z116 21 22614 100.00 57Z48 1 2.6953 100.00 

lllff m 7TID.f 7llff m mo.f 川伊 m mo.f 
123.8 67 1.5865 1 60.47 2.0553 8ス65 1.1226 

21.44 0.4891 46.06 1. 0509 1. 77 0.0 404 

1 06.0 99 2.41 08 16Z99 3.8171 一 一
一 一 34.05 0.9991 一 一
251.406 44864 408.57 スヲ224 8呪42 1.1630 
4 7 1虫172 1 3 1 7 3.8 1 6 939.109 

弱 食 塩 泉 食塩侃化水素泉 単 純 泉
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⑬ キ日 乗 温 泉 ，⑭ 西 海 温 泉 ⑬五所川| 原
温 泉 名

(むなげど 2号) τ仁ブコ

場 所 南津軽郡碇ケ関村大字碇ケl謁 西津軽部鯵ク沢町大字舞戸町 五所川市役所庁舎

字国碇ケ闘山匡府林22林害出立証 字東阿部野 12 5の 8 敷地内

年 月 日 4 6. ス 3 0 4 6 虫 6 4 6. 呪2 0 

温 度 。C (気 2 9 ) 5 2 (気 2 5 ) 3 8. 5 (気1虫 5)49.:

ゅう出量P/m 1 4 0 4 0 417 

PH直 後 ス4 スO ス4

試 験 室ー ス? ス1 Z 2 

比 主2U/4 O. 9 9 8 0 1.0087 1.0062 

固形城主i量7n7f/t 7 0 6. 2 0 2 9 7 3 2.2 0 1 1 1 5 6. 3 0 

Cation 沼タ mv '1lV労 Iil7f mv mv% 1n7f mv 

H 一 一 一 一 一 一
NH4 1.00 0.0 554 0.54 14.8 0 0.8204 0.1 6 226 0.1 253 

K 3.50 口0895 0.87 464.10 11.8708 2.31 1 75.0 0 4.4762 

Na 11 0.00 4.7 832 4 6.4 41 1 0661.0 0 463.5822 90.1 3 3999.00 1 73.8 922 

Ca 103.78 5.1 786 50.28 545.0 0 2Z1956 5.29 190.40 虫5010

M? 223 0.1 834 1.78 13036 1 0.7 20 4 2.08 25.27 2.0781 

Fe 0.0 5 0.0018 0.02 3.8 0 0.1361 0.03 2.90 日.1038

Fe 一 一 一 一 一 一 一
AP IJLO 6 0.0067 口.06 0.076 0.0085 0.00 0.08 0.0089 

Mn 0.036 0.0 013 0.01 0.0 21 0.0 000 0.00 0.0 43 0.0 01 6 

Cti 0.006 0.0 002 0.00 口.006 0.0002 0.00 0.01 0.0003 

言十 220.662 10.3001 1 00.0 0 118191.63 51 4五342 100.0 0 4394.963 190.1874 

An i on !'/;伊 ηLV mv婦 川伊 mv mv部 7n'j ηLV 

Cf 56.7 2 1. 5997 1 5.45 1 811呪50 ::>11.0274 9虫25 641 Z70 180.9995 ， 
ーBr 一 一 一 一 一 一

804 346.89 ス2219 6呪74 1 3.41 0.2792 0.06 281.80 5.8668 

H P0-4 e tr 一 一 一 一 一 0.02 0.0004 

HCo; 93.54 1.5330 14.80 21 Z83 3.5699 0.69 201.1 0 3.2957 

" C03 一 一 一 一 一 一 一
8203 一 一 一 0.0 7 0.0 0 1 2 0.00 一 一
OH 0.0 1 4 0.0008 0.01 一 一 一 一
H8i 0; 一 一 一 一 一 一 一 一
As O~ 0.013 0.0001 0.00 一 一 一 0.006 0.0 001 

計 49 Z 177 1 0.3555 100.0 0 1 8350.81 51 4.8777 100.0 0 6900626 190.1 625 

遊 離成 分 7nff m mof Inff m TT7Df mg. m mof 
高 8i03 76.29 0.9771 103.06 1.3200 1 86.26 2.3856 

日BU! 1. 49 0.0340 4252 0.9702 54.56 1.2449 

C02 一 3829 0.8 70 0 
(有械11物55.. 28 〉5 

0.3461 

H28 一 一 225 0.0 660 

言十 7Z78 1.0111 1 86.12 3.2262 271.85 3.9766 

i巾i公b、 きロ↓! 1ll7f 7 9 5.6 1ν 3 0 3 5 6.0 9 3 1156Z439 

泉 質 単 純 泉 強食塩硫化水素泉 |食 塩 泉
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@) 冷 水 温 泉 (⑤ ニニ ニL - 薬 研 ⑬ 清 滝 自宮

上北郡十和田町大字央瀬字 下北郡大畑町大字大畑字朝 下北郡大畑町大字大畑字朝

北向17 8 比奈岳 49林班に小班 比奈岳 49林班は小班

4 6. q 2 2 4 6. 1 O. 6 4 6. 1 O. 6 

(気 11.5 (気 1 5 ) 5スD (気 1 5 ) 5 5. 0 

5.0 2 0 0 2 0 0 

ス4 ス4 ス4
ス7 8. 0 8. 0 

0.9 9 8 2 O. 9 9 9 1 0.9 9 9 0 

1 6 4.6 0 7 2 8.3 6 6 9 4.3 4 

mv% 7Tl'j mv mv% 7Tlrt π2v mv% 7fiCJ 力2v mv弱

一 一 一 一 一 一 一 一 一
0.07 一 一 一 一 一 一 一 一 一
2.3 5 1.00 0.0256 1.1 0 240 0.061 4 0.58 2t.うO 0.0665 0.65 

91. 45 42.40 1.3437 7虫33 99.00 4.3049 40.98 96.00 4.1745 40.86 

5.0 0 6.9 0 0.3473 14.9 4 10680 5.3 29.3 50.7 3 104.40 5.2 0 96 50.9 9 

1.09 1.1 2 0.0921 3.9 6 虫72 0.7993 7. 61 呪22 0.7582 ス42

0.05 日11 0.0039 0.1 7 0.145 0.0 0 5 2 0.05 0.1 5 0.0054 0.051 

一 一 一 一 一 一 一 一 一
0.01 日10 0.0111 0.48 0.042 0.0047 0.04 0.0 3 0:0033 0.03 

0.0 0 0.006 0.0002 0.01 一 一 一 一 一
0.00 O.口07 0.0002 0.01 0.019 0.0006 0.01 0.008 0.0003 0.00 

100.0 0 51.703 23241 100.0 0 21 8.126 1 0.5054 100.00 212.408 1 0.1 278 1 00.00 

mv% 的9 行2V mv弼 'Tlff けLV mV弼 7fl'l TTLV mv婦

95.18 14.89 0.4199 18D7 5886 1.6600 15.7 7 58:1 5 1.6400 1 6.0 1 

一 一 一 一 一 一 一 一 一一
3.09 1 7.37 0.3616 15.56 .3 61. 71 ス5304 71. 52 348.9 5 ス2648 70.94 

0.0 0 0.1 0 0.0021 0.09 tr 一 一 一 一
1.73 93.97 1.5400 6626 80.44 1.3183 12.52 80.44 1.3183 1 287 

一 一 一 一 一 一 一 一
一 0.025 0.0004 0.02 一 一 一 一 一 一
一 一 一 0.1 7 0.0 100 0.09 0.17 0.0100 0.1 0 

一 一 一 一 一 一一 一 一 一
0.00 0.005 0.0000 0.00 1.14 0.0107 0.10 0.86 0.0080 0.0 8 

1 00.0 0 126.3 6 2.324日 10000 502.32 1 0.5294 1 00.00 488.57 1 0.2411 100.00 

71lCj m mof IllCj mmoP lllCj m mof 
40.33 0.5165 83.08 1. 0 641 6呪69 0.8926 

5.1 0 0.11 64 3.7 6 0.0858 4:1 8 0.0 954 

一 一 一 一 一 一
4.26 0.1250 一 一
49.69 0.7579 8684 1.1499 73.8 7 0.9880 .-
2 2 7. 7 5 3 8 0ス28 6 774848 

単純倣化水素泉 単 純 長 単 素直 泉
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⑬古 牧 温 泉 ⑫ 井 戸 沢 温 泉 ⑫ 小川原湖温泉
温 泉 名

場 所 三沢市大字犬落瀬堀切沢 南津軽郡平賀町大字切明字 上北郡上北町大手

1 8番地11号 上井戸87 上野宇南谷地262

年 月 日 4 6 1 [1 2 1 4 6. 1 O. 1 3 4 6. 1 0. 2 7 

温 度 。C (気21 ) 4 2. 0 (気14 ) 5 0.0 (気 15 ) 48.0 

ゅう出量t/m 1 200 7 2 900 

PH
l昆 後 8. 0 8. 0 8.0 

試験 室 8. 9 8.5 8.5 
口

比 重 20/4 O. 9 9 8 5 0.9 9 9 5 0.99 9 9 

間関娩泣言Zff/f 6 77.2 0 1 2 6 2.1 0 651.80 

Cation 7llIJ mv mv% m'J 行LV mv0/6 mff ηLV 

11 一 一 一 一 一 一 一 一
NH血 0.02 0.0 fJ 1 1 0.0 1 0.18 0.01 00 0.0 5 0.0 6 0.0 033 

K 8.40 0.21 49 222 6.80 0.1739 0.84 9.7 0 0.2481 

Na 1 95.2 0 8.4 881 87.44 440.00 1虫1329 92.58 235.00 1 0.2187 

Ca 虫96 0.4970 5.12 25.0 4 1.2495 6.05 0.92 0.0 459 

Mi' 3.40 02796 288 0.58 0.0477 0.23 0.7 0 0.0 576 

Fe 6.00 0.21 49 2.22 1.00 0.0358 0.17 0.50 日0179

Fe 一 一 一 一 一 一 一 一
AC 0.09 0.0 100 0.10 0.1 5 0.01 67 0.08 0.06 0.0067 

Mn 0.026 0.0009 日01 0.022 0.0 0 08 0.00 4.9 6 0.1806 

Cu 0.013 0.0 0 0 4 0.0 0 0.006 0.0002 0.00 0.1 0 0.0031 

計 223.109 虫7069 1 00.00 473.7 78 20.6675 100.00 252.00 10.7 819 

A ai 0 n m'J 汁LV ηLV 0/0 fllff mv mv~ó 7llff πLV 

ce 264.15 ス4499 76.5 8 425.48 11.9999 58.30 251.74 ス0999
Br、 一 一 一 一 一 一 一 一
SU4 24.11 0.501 9 5.16 284.7 6 5.9284 28.80 60.57 1. 261 0 

HPd~ 0.50 0.01 04 0.1 1 一 一 一 0.28 0.0058 

HC03 1 0ス25 1.7577 18.07 1 60.88 2.6366 12β1 134.06 2.1971 

cα 一 一 一 一 一 一 一 一
82 d'3 一 一 一 一 一 一 一 一
OH' 0.1 4 0.0082 0.08 0.0 54 0.0032 0.01 0.0 54 0.0032 

HSiO; 一 一 一 一 一 一 一 一
Asdz tr 一 一 1.72 0.01 61 0.08 0.009 0.0001 

計 396.1 5 虫7281 1 0000 872.894 20.5842 100.00 446.713 1 0.5671 

遊 離成 分 mff m mof lilf! m mot 尻伊 m mof 

H 2Si 03 178.67 22884 80.54 1. 031 6 13299 1.7033 

HBq 1.77 0.0404 2834 0.6446 3.5 4 0.0808 

C02 一 一 一 一 一
H2 S 一 一 0.45 0.01 32 一 一
計 180.44 2.3288 1 0呪33 1. 6914 1 3653 1. 7841 

総 言十 mc; 799.699 1 4 5 6.0 0 2 8 3 5.2 4 .5 

泉 質 単 事唱 泉 含でさ硝食塩泉 単 純 長/

-60-



⑫ 新 左ι.wゴ 木 温 泉 一正雨、， 黄金崎不老不死温泉 ⑫虹の湖温泉

中津軽郡岩木町大字百沢 西岸車至郡深浦町大字#作

宇高田 80 字情滝 5 宇山下 76 

4 6 1 1. 1 8 4 6. 1 1. 2 2 4 6. 1 2. 1 3 

(気17. 5 ) 5 0.0 (気 4 3.5 (気 -1) 5 5.0 

216 1 9 5 362 

6.6 7. 0 7. 6 

6.6 6.6 8. 4 

1.0009 1. 0 0 9 5 O. 9 9 8 7 

2 0 7 6. 5 0 1 4 4 6 O. 7 0 1 0 4 4. 5 9 

myq6 mg ηLV mv弼 mg mv mv婦 mg 7TLY mv婦

一 一 一 一 一 一 一
0.03 1.09 0.0604 0.20 0.71 0.0394 0.01 一 一 一
230 41. 20 1.0538 3.49 186.00 4.7 575 1.88 5.12 0.131 0 0.87 

94.7 8 405.00 17.6110 58.3 5 396500 172.4138 68.06 312.00 13.5670 90.06 

0.43 1 48.80 ス4251 24.60 542.00 27.0459 10.68 26.23 1. 3089 869 
0.53 1ち2:12 3.8 909 1 289 586.85 48.2607 19.05 日52 0.0428 0.28 

0.17 2.7 5 0.0985 0.33 20.50 0.7341 0.29 0.11 0.0039 0.03 

一 一 一 一 一 一 一
口06 0.29 0.0 323 0.11 0.55 0.061 2 0.02 0.0 88 0.0 0 9 8 0.07， 

1.67 0.21 0.0076 0.03 0.47 0.0 1 71 0.01 0.0 1 2 0.0004 0.00 

0.03 0.03 0.0009 0.00 0.018 0.0006 0.00 0.006 0.0002 0.0 0 

1 00.00 751. 4 9 30.1805 100.00 5302.098 253.3303 100.00 344.086 1 5.0640 1 00.0 0 

mv% 11lff ηLV mv婦 i，7ff ηLV 昨 '1:話 7llfj 刀LV mv価

6ス19 59虫22 1 6.8999 54.4 7 7870.00 221.9590 8ス45 341.25 9.6243 63.7 4 

一 一 一 一 一 一 一 一 一
11.93 30.04 0.6254 2.0 2 711.07 1 48 [) 38 5.83 20虫87 43693 28.9 4 

0.0 6 0.05 0.0 0 10 0.00 0.1 4 0.0 0 29 0.00 一 一 一
20.79 823.74 1 3.5000 43.51 1 03虫03 1 7.0283 6.71 6ス03 1.0985 ス28

一 一 一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一 一 一 一
~D3 一 一 一 一 0.043 0.0025 0.02 

一 一 一 一 一 一 一
0.00 tr 一 一 1.62 0.01 52 0.01 0.399 0.0 0 3 7 0.0 2 

1 G 0.0 0 1453.05 31. 0263 100.00 9621.86 253.8092 100.0 0 61 8.592 1 5.0 983 100.00 

mfj m mof! mg m mo，f 1ftタ m 7TlDf! 
327.74 4.1977 237.24 3.0386 1 30.42 1.6704 

虫78 0.2231 1 2.05 0.2 749 26.57 0.6062 

263.98 8.7979 1 62.45 3.691 2 一 一
一 一 tr 一 一
601.50 1 3.21 8 i 411.74 ス0047 1 56.99 22766 

2 8 0 6. 0 4 15335.698 1 1 1虫 668

含土類食塩来 食 塩 刀6z 含でき硝弱食塩泉
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⑧ 唐 竹 阿 蘇 ⑧ 平 賀 温 泉 ⑫森 田 温 泉
温 泉 名

場 所 南津軽郡平賀町大字唐竹字 南津軽郡平賀町大字町居字 西津軽郡森田村大

川|原 88- 5 南田 17 2 - 2 手森田字月見野110・

年 月 日 4 6‘ 1 2、 2 3 4 6 1 2. 2 3 4 Z 4 

温 度 。C (気 6 5. 5 (気 5 1 (気 4 1 

ゅう出量f/m 150 2 4 0 ス5

PH 直後 ス4 8. 5 6.6 

試験室 Z 7 8. 3 6.6 

比 重 20口/4
0

O. 9 9 9 8 O. 9 9 9 6 1.0021 

固聞記総量'nff/f 7 5スo0 1231.47 4 6 7 4.9 1 

Cation 7nff 刀IV mvoJo 7n<J mv mv婦 mg ηLV 

H 一 一 一 一 一 一 一 一
NH4 0.05 0.0028 0.0 2 一 一 一 0.84 0.0466 

K 8.87 0.2 269 1.98 24.50 0.6267 3.21 125.00 3.1973 

Na 18150 81532 70.9 8 430.00 18.6981 95.9 0 1680.00 73.0530 

Ca 61.92 3.0898 26.90 3.01 0.1502 0.7 7 48.16 2.4032 

M?' 0.1 0 0.0082 0.07 0.10 。目0082 0.04 28.99 2.3840 

Fe 0.08 0.0029 0.03 0.205 0.0073 0.04 3.25 0.11 64 

Fe 一 一 一 一 一 一 一 一
Af 0.025 0.0028 0.02 0.044 0.0 0 49 0.03 0.336 0.0374 

Mri 0.014 0.0005 0.00 0.024 0.0009 0.01 0.232 0.0 084 

Cu 0.004 0.0001 0.00 0.008 0.0 003 0.00 0.004 0.0001 

258.563 11.4872 1 00.0 0 457.891 1玖4966 1 00.00 1886.812 81.2464 

Anion 7n1j ηLV mV% 一 刀lV mvoJo mg 行LV
トーー
ce' 201.36 5.6790 48:1 6 545.40 15.3820 79.83 1 81虫28 51.3095 

Bl' 一 一 一 一 一 一 tr 
SQ'.よ 24089 5.0 1 51 4253 1.89 0.0393 0.20 0.25 0.0052 

HPd~ 一 一 一 一 一 一 0.48 0.01 00 

HC~ 6103 1.0985 虫31 234.62 3.8451 1虫96 1813.53 2虫7212 

CO'~ 一 一 一 一 一 一 一 一
82 0'3 一 一 一 一 一 一 一
OH' 一 一 一 0.034 0.0020 0.01 一 一
HS i ch 一 一 一 一 一 一 一 一
Asaz 0.0 23 0.0002 0.00 日.003 0.0 000 0.00 tr 一

509.303 11.7928 100.0 0 781.947 1 9.2684 1 00.0 0 3633.54 81. 0459 

遊 離成 分 liiff mmof 7!lg. m mDf 7ng m mof 

HzSi03 41.1 7 0.5273 1 73.03 22162 1 98.1 7 2.5382 

HBOz 5.1 7 0.1180 虫00 0.2 053 1523 0.3475 

COz 5.08 0.11 54 一 一 431.51 9.8048 

HzS 一 一 一 一 一 一
言十 51. 42 0.7 60 7 182.03 2421 5 644.9 1_1~.6905 

給; mg 819.286 421.868 61 6 5.2 62 

泉 質 ー単 品百 泉 弱 食 塩 泉 含主曹弱食塩泉
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一-
⑧ 大 鰐 温 泉 ⑮ 宮 ) 1I 温 泉 ⑨j ヘルスセンター

南津軽郡大鰐町大字大鰐字 弘前市大字堅田字宮)11348 青森市ニ内字沢部30 6 - 11 

湧の川原 54ー 1

4 7. 3. 8 4 7. 4. 2 4 4ス 5. 1 1 

(気 6 8. 5 (気13 ) 3 1 (気25) 4 6 

800 400 6 0 0 

ス2 7. 5 7.4 

ス16 8. 0 7. 4 5 

1.0001 1. 0 0 0 3 1. 0 0 8 6 

2589.08 2567.99 1 4 4 7 5. 1 1 

mv弱 nlg ηlV mv% mg mv mv% mg mv mv妬

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
0.0 6 0.7 5 0.0 41 6 0.10 1. 751 0.0970 0.23 4.45 0.2467 0.10 

3.9 4 4450 1.1382 2.79 45.00 1.1 51 0 之73 225.00 5.7 551 2.41 

89.91 670.0 0 29.1342 71.48 91 0.00 39.5704 92.86 4800.00 208.7229 87.58 

2.9 6 1 91.35 呪5484 23.43 22.3 6 1.11 58 2.65 241.66 12.0 589 5.0 6 

293 10.45 0.8 594 2.11 ス58 0.6234 1.48 159.89 11.5041 4.83 

0.1 4 0.42 日.0150 0.0 4 0.2 4 0.0086 fJ.O 2 0.38 0.0136 0.01 

一 一 一 一 一 一 一 一 一
0.05 一 一 一 0.1 3 0.0145 0.03 0.0 5 日.0056 0.00 

0.01 0.5 7 日0208 0.05 0.01 0.0-004 0.00 0.45 0.0142 0.01 

0.00 0.00 一 一 0.01 0.0003 0.00 0.00 一 一
100.0 0 91 8.04 40.7 576 1 00.0 0 987.08 42.5814 1 00.00 5411.88 2383211 100.0 0 
mv弼 Jng 行lV mv垢 沼伊 πlv mv% mg ηLV mv9ぁ

63.五1 974.99 27.4978 67.54 1 307.05 36.86301 86.75 7948.31 224.1676 94D3 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
0.0 1 503.6 7 1 0β859 2576 28.72 0.5979 1.41 395.20 8.2277 3.45 

0.01 0.01 0.0002 0.00 0.00 一 一 一 一
36.67 1 66.50 2.7287 6.7 0 306.37 5.021 0 11.82 36631 6.0033 2.52 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 01 7 0.01 00 0.02 tr 一 一
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一 0.0 2 0.0002 0.00 一 -ー.- 一 0.00 一 一
100.00 1645.1 9 40.71 28 100.0 0 1 64231 42.4919 100.00 870虫82 238.3 98 6 1 00.00 

1TtCj m mof ωy m mof mg. m mof 

5虫08 0.l567 120.29 1.5407 1 12.0 5 1. 4351 

23.03 05255 21.26 0.4851 12.47 0.2 84 5 

9.61 02184 一 一 33.64 0.7 644 

一 一 一 1.92 0.0563 

91.72 1 1.5006 1 41.55 2.0258 1 60.08 2.5403 

2 6 5 4.9 5 2 7 7 O. 9 4 14281.78 

含石;仕弱食塩泉 弱 食 右亘 泉 食 塩 泉
ー
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温

場

泉名i⑧長 成温

年月日

温度℃

ゅう出量f/m
直後
HP 
試験室

比重20/4
0
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OH 0.003 

HSiO~ 

AsO~ 0.003 

遊離成分

H2Si03 
HB02 
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H2S 

小
一
総
一
泉

言十

0.0002 

計 11142.38
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0.01 

1.73 
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0.30 

0.11 

0.03 

0.00 

100.00 

mv需

46.4 3 

⑬猿 σ】 湯

西津軽郡深浦町大字深浦字

南股 42 

4 7. 6. 

(気23)

7.'1/1 

tr 

0.09 

虫00

83.00 

260.00 

45.44 

7.50 

日

2 

31.5 

3 0 0 (推定)

6. 1 

6.2 8 

O. 9 9 9 7 

1 1 4 8目85 

mv mv% 

0.0 05 0 

0.2 302 

3.6092 

1 2.9741 

3.7 368 

0.2686 

0.0 1 31 
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20.2933 

m 7四t
26202 

0.0323 

1.31 23 

⑧小泊温泉

北津軽郡小泊村

字朝間25 

4ス 6. 5 

(気24 ) 3 9 

2 1 8 

7. 6 

ス98 

1.0036 

64 8 6.2 2 

I7lg mv 
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L
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0.06 0.120 

- I 0.006 

10 0.001 21 22B68 

mv弼|時

2.461 565213 

0.0516 

0.1 995 

71.7485 

22.9042 

0.4030 

0.0 040 

0.0044 

0.0 002 
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mg 
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1 8.7 78 
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189O. 3 5 7 

純重炭酸土類泉

O.リリ08

0

6
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含土類食塩泉
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7TLV% 

0.05 

0.21 

75.28 

24.0 3 

0.42 

O.Ll U 
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l⑭京王不動産

上北郡上北町大浦字沼端

8 9-1 

4ス 6. 7 

(気28) 4 3. 5 

500 

ス6

8. 3 8 

0.9 9 8 6 

53 1. 2 5 

時|祝V

4.00 

83.Llリ

O.U lJ 

0.00 

0.0 67 

0.1023 

3.6092 

0.0024 

mv% 

2.7 5 

97.17 

0.01 

1 00.0 0 

7{LV% 

46.63 

6.41 

0.24 

44.65 

1 00.00 

⑮松 。 湯

上北郡上北町大字上野字

南谷地32 - 4 9 

4 7. 7. 3 

(気25) 4 5 

900 

ス6

8.4 

O. 9 9 8 6 

45 7. 19 9 

mg mv 

0.0 7 

0.12 

6.0.0 

1 25.00 

0.14 

f).04 

0.1 65 

ODO 67 

0.1535 

5.4 3 55 
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0.0033 

0.0059 

0.0070 

0.0001 

0.0001 
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ηLv 
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0.3461 

0.0071 
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96.7 3 

0.13 

0.06 
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0.13 

0.00 
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1 00.00 

mv労
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6.08 

0.1 2 
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⑩箱根観光 1
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4 5 -1 3 
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⑧ 黒 石 温 泉 @ 呈三 石 温 泉 ⑩下北温泉
温 泉 名

(第一源泉) (混 合)

場 所 黒石市大字沖浦宇野神平 黒石市大字袋字富山 46 むつ苛汰字城夕、沢

1 5 - 1 字榔コ木11 -18 

年 月 日 4 7. ス 7 4ス ス 7 4ス ヌ 2 6 

温 度 。C (気 27.5) 71.5 (気 29 ) 5 9 (気25 ) 4 2.5 

ゅう出量e/m 300 7 5 0 (推定) 2000綻)

PH直 後 ヌ1 ス2 7.8 

試 験 室 7. 6 0 7. 6 5 8.25 

比 重 20'/4
0

0.9 9 9 8 0.9 9 9 5 1.0020 

固形防総量ng/e 116~665 1 1 1 4. 7 4 3 5267.656 

Cation lIlg mv mv% mg ηlV mv必 必9 刀lV

H 一 一 一 一 一 一 一 一
NH4 0.24 0.01 53 0.08 0.1 7 0.0094 0.06 0.34 日0188

K 5850 0.9848 5.85 2.5 0 0.0 65 9 0.41 82.5 0 2.11 02 

Na 31 0.00 1 3.4 800 80.日4 265.0口 11.5232 74.03 1 545.0 0 67.1827 

Ca 42.40 2.11 58 1 256 75.6口 3.7725 24.23 21 5.60 1 0.7 585 

M? 2.67 02196 1. 31 2.19 0.1 8 U 1 1.1 6 55.647 4.5762 

Fe 0.223 0.0080 0.05 0.066 0.0024 0.02 0.56 0.0201 

Fe 一 一 一 一 一 一 一
Af! 。口95 0.01 06 0.06 0.088 0.0098 0.06 0.11 3 0.0126 

Mn 0.2 38 0.0087 0.05 0.134 0.0049 0.03 1.744 0.0635 

Cu 0.005 0.0002 0.00 0.005 0.0002 。。。 0.01 0 0.0003 

言十 394.371 1 6.841日 1 00.0口 545.7 5 5 15.5664 100.00 1901.514 84.7 429 

Anion ITtg ηLV mv% mg ηLV mv% mタ 行lV

Ce' 57ス972 1 0.6600 6226 277.274 ス8200 48B 6 261 4.1 0 73.7 2 59 

Br' 一 一 一 一 一 一 一 一
80'~ 188.549 3.9254 22.9 2 301.63 6.2 79 6 5虫23 426.972 8B891 

HPd'4 一 0.047 0.001口 0.01 0.264 0.0 05 5 

HCO'3 154376 2.5300 1 4.7 8 1 15.9 34 1.9000 11.87 1 28.138 2.1 000 

CU3 一 一 一 一 一 一 一 一
826; 一 一 一 一 一 一 一 一
， 
OH 0.007 0.0004 0.00 0.007 0.0004 0.00 0.01 0 0.0006 
， 

H8i03 一 一 一 一 一 一 一 一
AsOi 0.7 2 0.0067 0.04 0.58 0.0054 0.03 0.028 0.0003 

言十 721.624 1ス1225 1 00.00 695.472 1 6.0064 1 00.0 0 5169.512 84.7 21 4 

遊 白並 成 分 m7j m TiLOe mg m moe 7Ilg m moe 

H28i03 128.274 1.6429 145.061 1.8579 18呪524 2.4274 

HB02 26.927 0.6144 虫708 0.221 5 1 0.346 0.2 361 

CQ2 一 一 一 一 一 一
H28 一 一 一 一 一 一
計 1 55.2 01 22573 1 54.7 69 之.0794 1 9虫870 26635 

総 計 1271.196 ゾ 5.S-. )' 4 5 2 7 0.8 9 6 

泉 含空雪崩食塩泉 含き耐食塩泉 5]~ 食 塩 長
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iθ 小川原湖温 泉 ⑩ 中 野F 国 太 郎 ⑧) 中 野 国太 良E

(第 一号) (第 二号)

三沢市大字二沢字平畑 中津軽郡岩木町大字百沢 中津軽郡岩木町大字百沢

65-3 5 字寺沢 28-2の内 宇寺沢 28-2の内

4 Z 8. 1 4 4ス 8. 1 6 4ス 8. 1 6 

(気27 ) 4 6 (気2虫 5) 4 9 (気 29 ) 5 0 

1 1 0 0 1 3 3 2 6 7 

ス8 6.6 6.6 

8.66 6.5 2 6. 4 2 

0.9 9 8 4 1.0011 1.0016 

7 7 3.1 2 8 3 4 2 5. 3 2 6 3 9 2 2. 4 9 8 

7nV'{fo nt，伊 7nV 附%I 7!l'f ηlV" 7nV婦 mg ηlV mv% 

一 一 一 一 一 一 一 一 一
0.02 0.04 00022 0.02 0.80 0.0443 0.08 0.89 0.0493 0.07 

2.49 8.00 0.2046 2.1 1 7250 1. 8544 3.16 70.00 1.7905 2.69 

79.29 205.00 89142 91.82 600.00 26.0904 44.39 61 5.00 26.7 426 40.21 

1 270 Z680 0.3832 3.9 5 228.00 11.3772 1 9.36 290.4日 14.491口 21.79 

5.40 1.944 0.1 599 1.65 234.0口9 19.2442 32.7 4 281.88 23.1809 34.86 

0.02 0.099 0.0035 0.04 3.1 00 0.11 1 0 0.1 9 5.350 0.191 6 0.29 I 

一 一 一 一 一 一 一 一
0.01 0.35 0.0389 0.40 日.178 0.0198 0.03 0.134 0.01 49 0.02 

0.07 0.036 0.001 3 0.01 0.824 0.0300 0.05 1.272 0.0463 0.07 

0.00 0.002 0.0001 0.00 0.036 0.0011 0.00 0.01 4 0.0004 0.00 

1 00.00 223.151 ヲ~7079 1 00.0 0 1239.447 58.7724 1 00.00 1264.940 66.5 075 1 00.00 

mv9る 7!lfl ηlV mv% 1昭 mv ηlVラあ 7!lfl ηlV mv% 

8ス02 24 Z49 0 6.9800 71.17 1288s60 36.3499 62.09 1 475.日10 41.6000 62.85 

一 一 一 一 一 一 一 一 一
10.49 42a67 0.8841 9.01 120.816 2.5153 430 124.685 2.5 958 3.92 

0.01 0.928 0.01 Q 3 020 0.062 0.0013 0.00 0.099 0.0021 0.01 

2.48 11 Zl 55 1.920日 1虫58 1 200.486 1虫6743 33.61 1341.713 21.9888 33.22 

一 一 一 一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
0.00 0.068 0.0040 0.04 一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一 一 一
0.00 0.004 0.0000 0.00 0.02 0.00口2 0.00 0.02日 0.0002 0.00 

1 00.00 408.112 9.8074 1 00.0 0 2610.244 58.5410 1 00.0 0 2941.527 66.1869 1 00.00 

7ng m mof mfl mmof Inff m 7T/1)f 

1 82758 2.3408 214.506 27474 206.889 26498 

2.622 0.0598 23.809 0.5432 24.659 0.5 626 

一 一 51 5.11 2 ス1600 283.521 6.4422 

一 一 一 一 一
185.380 2.4006 553.427 1 0.4506 515.069 虫6546

816.643 4 4 0 3: 1 1 8 4721.556 

単 示唱 長 含土 類食塩泉 ノ己弘、 土 業員 食 塩 泉
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湿

場

長
名ー⑩大浦山温泉|ゆサニーランド

年月日

温度℃

ゅう出量e/m
直後
PH 
試験室

比重 20/4

固7砂防総量ng/e
C ation 
H' 

NH4 
K 

Na 

Ca 

M? 

Fe 

Fe 

Ae 
Mn 

Cu 

An i on 

ce' 
Br' 

804' 
HPO'4 
HCO'3 

CO"3 

8203 

00' 

H8iO~ 
AS02 

小計

遊離成分|

H2Si03 

HB02 

C02 

H2S 

小計

上北郡上北町大字大浦字大

浦山 3- 2 4 4 

4ス 8. 1 8 

(気27) 4 O. 7 

240 

7. 5 

8.9 0 

0.9 9 8 3 

2 3 6.4 7 1 

万一寸 ηlV 

所

0.01 

1.50 

5ス50
0.00 

0.5 0 

0.074 

言十

0.40 

0.00 

0.001 

5虫985

rr.if 

7.446 

0.0006 

0日384

1.6306 

0.0411 

0.0026 

0.0445 

0.0000 

1.7578 

1凡V

0.21 00 

0.2 03 9 

0.0195 

1.3164 

0.0080 

0.0000 

1.7578 

市石夜

2.2880 

0.0081 

22961 

mv婦

0.03 

2.1 9 

92] 6 

234 

0.1 5 

2.53 

0.00 

1 00.00 

mv% 
11.95 

11.60 

1.11 

74‘89 

0.45 

黒石市大字袋字富岡

1 82ー 1，1 82-2地内
4 7. 8. 2 1 

(気 26) 5 4 

4 8 0 

ス2

7. 3 0 

1.0002 

2 2 0虫31 8 

五五一丁 η 

0.35 

14.00 

350.00 

322.40 

5.3 46 

0.47 

0.153 

0252 

0.006 

6y2.977 

TrlS< 

390.028 

936.4 92 

0.00 

109.137 

0.003 

0.00 [ 0.2 0 

1 00.00 11 435.860 

Illfl 

73.1 30 

1呪699

21. 002 

tr 

11 3.831 

0.0194 

0.3 581 

15.2194 

16.0878 

0.4396 

0.0168 

8.0170 

0.0092 

0.0002 

32.1675 

行lV

11.0000 

1呪4968

1. 7886 

0.0002 

0.001 9 

322875 

市石面否

0.9367 

0.44タ5

0.4772 

1.8634 

mv% 

0.06 

1.1 2 

47.31 

50.01 

1. 37 

0.05 

0.05 

0.03 

⑥上北町立福祉

センター

上北郡上北町大字

上野字上野191 

4 7. 1 0 1 6. 

(気18 ) 4 4 

6 0 0 

ス5

8. 7 

0.9 9 8 6 

4 2 4.7 2 9 

刃一一|一一五v

0.00 

5.00 

1 1 3.00 

0.440 

0.656 

0.202 

0.136 

0.00 

0.00 I 0.002 

100.001 11虫436

7け偽| 時

3 4.0 7 I 1 1 27 5 3 

60.38 

0.00 

0.01 

1 00.00 

5.54 

1虫570

0.5 05 

9虫459

0.1279 

49137 

0.0220 

0.0539 

0.0072 

0.0151 

0.0001 

5.1399 

ηlV 

3.1800 

0.4074 

0.01 05 

1.6300 

0.0050 

5.2 329 

五石夜

1.6709 

0.0194 

1.6903 

総計

泉

虫794

0.9 3 7 

80.324 

0.136 

0.003 

98.640 

Trlfl 

1 78.639 

0.354 

178.993 

時
一
質

51ス61 8 

単純泉

22 4 2.6 6 8 

含食塩石膏泉

0.085 

0.00 

232.572 

{flff 

130.459 

0.850 

1 31.309 

泉

1

一純

Z
J

一

Q
U

一単
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⑩ 社会福祉老人ホーム ⑩ モヨト 手口 楽温泉 ⑩ 十二湖キャニオン

五所川原市大字金山字盛山 八戸市大字櫛引字大吹張 西津軽郡岩崎村大字松神字

4 2-8 7-1 松神山固有林83ヨ小班

4 7. 1 0 1 9 4ス 1 1. 1 5 4ス 1 1. 2 0 

(気19 ) 5 2 (気 2 7 (気1ス5) 2 6 

170 21.5 1 2 0 

スヲ 8. 0 ス2

ス? 8.64 ス75 

1.0002 0.9 9 9口 0.9 9 8 5 

2 4 7 5. 0 3 3 7 7 4.4 7 231.35 

mvφ Jn'f ηLV mv弛| 7n7f ηLV mv係 tn7f mv ηLV% 

一 一 一 一 一 一 一 一
一 1.13 0.0626 0.16 0.29 0.01 61 0.14 0.00 一 一
2.49 1 3.50 0.3453 085 3.5 0 0.0895 0.77 1.90 0.0486 2.41 

95.60 89虫00 39.0921 96.61 255.00 11.0884 95る5 42.00 1. 8263 90.44 

0.43 1 1. 60 0 0.5 7 88 1.43 3.864 0.1928 1. 66 0.01 0.0005 0.02 

1.05 4.18 0.3438 0.85 1.045 0.0859 0.7 4 1.04 0.0855 4.2 3 

0.14 。目81 0.0290 0.07 0.91 0 0.0326 0.28 0.985 0.0353 1.75 

一 一 一 一 一 一 一 一
0.29 0.122 0.0136 0.03 0.362 0.0403 0.55 0.182 0.0202 1. 00 

一 日日2 0.0007 0.00 0.012 。.0004 0.00 0.028 0.001 0 0.05 

0.00 0.003 0.0001 0.00 2.64 0.0831 0.71 0.064 0.0020 0.1 0 

1 00.0 0 930.365 40.4660 1 00.00 267.623 11.6291 100.00 46.2 09 2.0194 1 00.00 

πLV% Jng mV mvC!t 71lff mv mv妬| Wf mv mv% 

60.77 799.91 0 225600 55.7 0 1 64.7 60 4.6468 39.04 33.394 0.9418 46.50 

一 一 一 一 一 一 一 一 一
7.78 437.253 虫1032 22.48 1 03.11 6 2.1 468 1 8.04 16.976 0.3534 1ス45

0.20 0.004 0.0001 0.00 0.05 0.001 0 0.01 0.389 0.0081 0.40 

31.1 5 53虫252 8.8376 21.82 311.466 5.1 045 4288 44.018 0.7214 35.62 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
0.1 0 一 一 一 0.068 0.0040 0.03 0.01口 0.0006 0.03 

一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一

一 0.002 0.0000 0.00 0.011 0.0001 0.00 0.011 0.0001 0.01 

1 00.00 1776.421 40.5009 100.00 579.471 1 1.9032 100.00 94.798 2.0254 1 00.00 

Jn'f m mof 7n7f m mof Jn'f m 塑~

28.993 0.371 3 58.198 0.7 4 54 141.144 1.8078 

1 6.9 21 0.3861 1 2.755 0.291 0 0.64 0.0146 

一 一 一 一 5.629 0.1279 

一 一 一 一 一 一
45914 0.7 57 4 70.9 53 1.0364 147.413 1.9503 

2 7 5 2. 7 0 0 9 4 8. 5 5 6 2 7 8.4 2 0 

含を硝藍曹食塩泉 メ己弘、 銅 単 純 泉 単 純 泉
一一
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温 泉 名
⑩ 田 代 平 温 泉 (捗 ーノ」ー、・ 戸 温 泉

場 所 青森市大字駒込字深沢90 9 上北郡六戸町大字犬落瀬字

押込93-4 

年 月 日 4 Z 1 1. 2 4 4 7. 1 2. 1 1 

温 度 。C (気ス 5) 5 8. 5 (気12) 3 3.8 

ゅう出量f/m 600 600 

PH百 後 ス7 7. 3 

試験 室 8.1 8.5 6 

比 重 20/4
D

O. 9 9 9 2 O. 9 9 8 5 

固形物総量抑/f 9 4 6.2 0 5 3 9 1. 0 1 

Ca t i 0 n lTlff ηlV 汁lV婦 i71ff ηlV ηLV% 

H 一 一 一 一 一 一

NH4 1.口10 0.0560 0.42 0.21 0 0.011 6 021 

K ヌ:40 0.1 893 1.43 4.63 0.1184 2.18 

Na 153.00 6.6530 50.1 9 11 6.00 5.0441 。2.75 
Ca 120.288 6.0024 45.28 3.4 3 7 0.1 71 5 3.15 

M? 3.915 0.3220 2.43 0.7 8 3 0.0644 1.1 9 

Fe 0.355 日日127 0.1 0 0.058 0.0021 0.04 

Fe 一 一 一 一 一 一
Af 0.140 0.01 56 0.12 0.21 6 0.0240 0.44 

Mii 0.030 日0011 0.01 0.014 O口口05 0.01 

Cu 0.080 0.0025 0.02 0.056 0.0018 0.03 

286.21 8 1 3.2546 1 00.00 1 25.404 5.4384 1 00.0 0 

Ani on 1TlCj 汁W mv婦 ITlCj mv mv% 

cl 23.9 5 4 0.6756 5.09 133.380 3.7 61 7 68.67 

Br' 一 一 一 一 一
80 519.271 10.8107 81.49 1 4.5 33 0.3026 5.52 

HP04 0.00 一 一 0.538 0.011 2 0.21 

HCO'3 1 08.3 4 4 1.7756 13.39 85.31 5 1. 3982 25.53 

C03 一 一 一 一 一 一
s2ds 一 一 一 一 一 一
OH' 0.022 0.0013 0.01 0.068 0.0040 0.07 

HSi03 一 一 一 一 一 一
ASOJ'2 0.285 0.0027 0.02 0.001 0.0000 0.00 

計 651.876 13.2659 1 00.00 233.835 5.4 777 1 00.0 0 

遊 離成 分 mg m mo.e }児F m mof 
H2Si03 68.7 9 9 0.8809 105.421 1.3502 

HBOz 4.11 0 0.0938 1.91 3 0.0436 

C02 一 一 一 一
H2S tr 一 tr 一
計 72.889 0.9747 107.334 1.3938 

土*fJ 三口↓: 

時質 | | 
1 0 1 0.9 8 3 4 6 6.5 7 3 

泉 単 純 泉 l土純一泉
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布分温泉表 4布分資泉表 2

百分率
(%) 

分率
(%) 
百 数泉温(・C)泉数泉質泉

2 
満
泉

末
鉱

2 5 
冷

2 5 
徴

4 0 2 0 泉高唱単

1 4 7 34 
泉

~
温

。。単純炭酸泉

1 2 6 2
泉

上

泉

4. 

以
温

n斗5
温

っι4
-ロ向

2 重炭酸土類泉

72 3 6 。O 泉苗
日重

5 0 1 0 0 言十4 6 2 3 泉塩食

6 5 泉塩酸、硫

固形物総量分布

固形物紙、量
(? / s) 

百分率
似)

に

υ表
。。泉

ワパン泉

鉄

数泉。D ヨ
、、、

4 2 2 1 満末6 3 泉ウオイ

2 0 D 2 。O 泉生酸

1 0 民
J
)5 2 。。泉

.J..、卜勺

日E射放

1 0 に
J

d司

勾5 円

U
円

U
A
1

・
25 0 計

2 6 4 

PH分布 2 6 5 表 5

百分率
(%) 2 7 6 数

。O 8 7 
。。

。。9 8 。。
満
性

4
性

6
性

泉PH 

末
酸

2 
強

2 
酸

。D 円

U
4
1

，
 

9 。C 

1 2 6 上以1 0 4 0 2 0 

100 5 0 言十6 0 3 0 

6 7. 5 
中性

7. 5 9 
弱アルカリ性

以上
ノレカリ性

酸
4 

~~ 

。D 
9 

7 

1 0 0 
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図1 源泉分布地点

/¥ 
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-青森県産しじみ貝と関連河川、湖沼のCd分布一

白
広四泉4

寸雄

昭

睦沢

子
西

原

iま じ めに

重金属類は広く自然界に分布してお‘り、古来から直接・間接托J恩恵を受けてきたととろであるが、

一方では人為的左環境汚染が社会問題化しつ込あり、早急左対策が遂行されなければ左ら左い事例も

数多い。 Cbは、富山県Kがけるいわゆるイタイイタイ病の原因物質としてとりあげられて以来、環

境との関連でもっとも重視されるように在ったととは周知のとなりである。か〉る情勢の推移下氏、

厚生省は鉱山、製錬所周辺の Cb環境汚染緊急総点検を全国的陀実施した(昭和45年6--1 2月)。

魚介類中 Cb濃度は、全国調査地域7、試料数10 4で、最高値は青森県小川原湖産しじみ貝の3.98

ppm と公表された(昭和 46年 4月)0 

青森県産しじみ貝は、主として小川原湖と十三湖氏色息してなり、年間 3，0 0 0 tの水揚げがあっ

て、県内消費はもとより県外氏も移出きれている。従来魚介類を含めて重金属分析資料は少左〈、分

布の詳細や因果関係は、畜積されてゆく今後の調査結果に侯つところが大きい。しじみ貝が生息する

小川原湖、十三湖は、青森県内の湖沼を代表する 2大湖で、小川原湖は坪川、十三湖は岩木川の県内

主要河川を擁している。坪川、岩木J11が青森県の生活環境陀輿える影響は大きく、両河川|の上流氏ぞ

れぞれ上北鉱山、尾太鉱山がある点でも互の環境が類似しているといえそうである。

との報告は、生活環境に骨ける重金属類宇、 Cdの全国総点検を契機K前後して行ったしじみ貝中

のCb濃度追跡と、関連河川、湖沼氏卦ける Cd分布の調査結果をまとめたものである。

h
ハ
ν
4
1
1
1

日

宅つ

むつ湾 太

本

海

図1 位置図
/ 

~_/ ' D 10 20 
L一一一一一」

KM 
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調査・分析方法

1. 1. 調査対象・地点

緊急総点検にあたって、八戸沖、十三湖、小川原明から得た魚介類9種についてCd濃度をみた。

八戸沖は海域を代表し、内陸部は坪川流域の小川原湖と岩木川流域の十三湖を選んだものであるo ( 

図1)。総点検の結果から、貝類については他の魚類とは別に追跡調査を行左いつつある。

しじみ貝は小川原湖、十三湖を主生息地として生産されるととろから、両湖V1 1地点から得た具

についてCd濃度を観察し、同地点で底質試料も得た。 ζの中氏はしじみ貝以外のかき貝、からす貝

も含まれている。

しじみ貝中のCdが湖水や底質由来のものであるかをみる一手段として、小川原湖の 20地点につ

いて底質中Cd濃度をも観察した。

坪川、岩木川氏つW ては、上流鉱山地域の水質を含めて2ヶ年間のCd濃度の推移をとらえた。坪

川流域6地点、岩木川流域8地点である。

2. 分析方法

MIBKoAPDC系抽出、原子政光光度法により Cdを定量した。底質は、王水処理ののち同様

に操作した。

成

1. 総点検時にお、ける魚介類中のCd濃度

9種の魚介類中、魚類は 7種で、 Cd濃度はO.0 1 --O. 0 3 5 ppmであった。しじみ貝は、小川

原湖、十三湖から各1検体づっ採捕したが、小川原湖産が3.98 ppm、十三湖産が 0.88 ppmで

魚類と比べて高濃度の感があり、当時の成績では魚介類中全国最高であった俵 1) 0 

水産物としてのしじみ貝は、十三湖と小)11原湖で総漁獲高の99%以上を占める(表2)。

表 1 魚貝類中のCd 表 2. しじみ貝の漁獲量侶和 46ヂ

採取地点種別 Cd ppm 備 考 採梅地魚獲量 t

八戸沖かれい O. 0 1 4 5. 1 1. 1 2 十三湖 2，9 1 5 
採.可食部

十三湖ぼら O. 0 1 2 新鮮物中 小川|原湖 155  

ふ左 0.0 3 5 ぞの他 1 6 

績

うぐい O. 0 1 1 

Lじみ貝 0.8 8 5 

小川原湖ぼ ら O. 0 1 2 

うぐい 0.02 0 

かれい 0.02 3 

しじみ貝 3. 9 8 

計 3，08 6 

2. 貝類と底質中の Cd濃度

しじみ貝を主体に貝類中のCd濃度を観察したととろ、小川原湖では最高4.01、十三湖ではO.1 
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ppm、平均値は小川原湖が2.69、十三湖が D.76 ppmであり、対照として採った鷹架沼のしじ

み貝は 2.2p pmであった飼 2、表 5、表3-1 ) 0 

貝採捕表点の底質中Cd濃度は、小川原湖で最高2.2、十三湖で0.77 ppm、平均値が小川|原湖

0.8 0 、十三湖 0.45ppmであった。水質、底質共 Kζ の調査時点では小川原治初2より高い値の

ようであるo (表 3-2) 0 

¥¥¥¥、

~ 

--J 

図2. 小川原湖の貝類。底質採取地点
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表 5 貝類と底質中のCd

採取 地点
Cd ppm 

備 考
貝 類 底質

湖 畔橋 2.2 4 6. 7採

)原11 2. 坪川河口 からす貝 1. 3 1. 0 H 

湖 3. 野 目前[ しじみ貝 4. 0 1 o. 1 7 5 " 

坪
4. 居ぷ』 内前 しじみ貝 2.7 1 4 6. 4採

J 11 5. H しじみ貝 1. 3 2 0.4 7 5 4 6 7採
下
5. 高瀬川 しじみ貝 2.2 0.1 7 5 H 

流
6. 鷹 架沼 しじみ貝 1. 0 o. 1 F 

十 十 =湖 しじみ貝 0.64 0.2 7 5 4 6， 8採

湖 2. s カ込 き 1. 0 O. 3 H 

) 下流高岩

3. 相内村前 しじみ貝 0.3 o. 4 5 H 

4. 11 しじみ貝 4 6.1 2採

5. 津軽大橋 0.775 4 6，8採

表 3-1 しじみ貝中の Cd

地 域 n 
max  m 1 n 

R S 
Cxi2 w}  

x 

小川|原湖 4 4.0 1 1. 3 2 2. 6 9 2.6 9 0.9 5 

十 三湖 5 1. 0 0.3 o. 7 o. 7 6 0.3 3 
(ppn合

表 3-2 底質中のCd

地 域
ロ1&X ロ11 n 

R 一 S n 
(x i) (Xi) 

x 

小川原湖 5 2.2 0.1 7 5 2.025 0.8 0 5 O. 7 5 

十 三湖 4 O. 7 7 5 0.2 7 5 0.5 0 0 O. 4 5 0 0.1 9 

(ppm) 

3. 小川原湖とAA河川のCd濃度

小川原湖の 20地点にないて水質と底質中のCd濃度をみたととろ、水質では年間 5回実施した 60

試料のどれからも検出し左かった。底質氏づいてみると、最高3.46 ppnで地点聞の差があり、均一

で在かった。

小川原湖周辺河川の水質を 7河川の河口近くでみたところ、 Cdはどの地点でも弓積出であった。

小川原湖下流の高瀬川底質はCd濃度0.08 6 ppnで、近くの小川原湖底質と相似した値であった

(図 5、表4、表4-1 )。

4. 坪J11と岩木川|のCd濃度

小川原湖にもっとも大きく関興する坪川は、その上流氏上北鉱山地帯をか込えているととろから、

鉱山周辺の河川水と中流以下で 2・5の地点を選んでCd濃度の推移をみた。鉱山排水が坪川氏もっ
とも関係していると思われる立石沢地点で最高O.0 3、平均0.011ppmであった。立石沢の合流点で

ある鉱山終地点は、いわば鉱山排水の終末地点であるが、同地点のCd濃度は不検出--0.04 ppm.で

あった。坪)11の中流から下流氏従い次第に低濃度氏、天間舘橋地点で平均O.0 0 0、榎林橋地点では
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不検出と左る(図4、表5)0 

ヒフ

九。
19 18 

信 β97

J 11 

11 

10km 
' 
E E ・ 2

図3. 小川I原湖と流入河川の担Ij点
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表4 小川原湖:j;.，.よび流入河川の河)11水と底質中の Cd

Cd ppm 
視リ J点 水深 m 備 考

河川 水 底 質

不検 出 2. 1 3 6.5 河川水は年5巨庚施

2 F 3.22 8. 0 

5 H 3. 4 6 1 1 底質は年1回実施

4 H 2.2 5 1 4 

5 H 2. 1 2 1 4 

6 ， 1. 6 3 1 5 

7 H 2.75 1 4 

8 11 1. 8 4 1 6 

J 11 9 ， 1. 3 0 1 8 

1 0 H 0.4 4 1 1 

1 1 11 2 1 

原 1 2 ， 0.9 2 2 2 

1 3 H 3.1 2 2 '2 

1 4 If 1. 6 2 1 3 

湖 1 5 M o. 1 1 1 9 

1 6 ， o. 2 5 2 0 

1 7 11 1 5 

1 8 ， O. 3 7 

1 9 11 1 1 

2 0 ， 0.0 8 1 0 

B 1 京市 沼 不検 出

流 B2 京市 沼川| H 

B3 I司仁コ 瀬 ) 11 H O. 0 8 5 
入

B4 赤 J 11 H 

河
B5 中 野川 11 

) 11 B6 土 場 J 11 
1I 

B7 砂土路川 6 

表 4-1 村 11原湖底質中のCd

ma  x ロ11n 
流 域 n R X S 。d) (xi) 

小川原湖 1 7 3. 4 6 o. 0 8 3. 3 8 1， 6 2 4 1. 0 9 

(PPIゆ

-78-



ヤ!
鷹X75J

4おιー」

4ダム下

坪

5鉱山三ギ/小HJJ

1~~立石沢

図4 坪川配置図 。 5 1D 15km 

表 5 坪川卜河川水中の Cd

年度 ロ1a x m 1 X 
担IJ J点

(sffi 
n 。d) (XO 

R X S 

1立石沢 4 7 1 6 0.0 0 1 ND 0.0 0 1 o. 0 0 0 1 o. 0 0 0 

2松ク沢 4 7 7 0.0 3 0.0 0 5 0.0 2 5 0.0 1 1 O. 0 0 8 

5鉱山終 4 6 1 2 o. 0 4 1 ND 0.0 4 1 O. 0 1 3 O. 0 1 7 3 

4 7 7 O. 0 0 4 O. 0 0 1 0.0 0 3 0.0 0 1 7 O. 0 0 1 0 

4 s"ム下 4 6 3 2 0.0 0 6 ND 0.0 0 6 O. 0 0 1 8 o. 0 0 2 

5天間舘橋 4 6 3 2 O. 0 0 4 ND 0.0 0 4 O. 0 0 0 9 0.0 0 1 0 

6榎林橋 4 6 8 ND 

ぐpprr主

一方岩木川上流の対照地点では、どの測定時点でも Cdは検出され左い。尾太鉱山が関興する湯の

沢下流、木戸ケ沢地点では、 Cd濃度の最高値がそれぞれ 0.03、0.02 ppmで、上北鉱山の濃度と

類似した。美山湖は、鉱山由来θ排水が湯の沢川Iと共に流入する直近の人工湖であるが、湖水のCd

濃度を中央部の砂子瀬橋でみたととろ、 2ク年間 42回で最高値が0.00 2 ppm、平均値は 0.00 0 

であったO 岩木川|中流の五所川原市民在る車捕地点では、極微量の 0.00 1 ppmを超え左かった(図

5、表 6)0 
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表6 岩木川河川水中のCd

点年度 ma  x ロ11 n 
調1] n 

(xi) 
R X S 

(昭) (xi) 

上 1湯の沢上流 4 6 3 6 ND 

流 2暗 F守 ) 11 4 7 3 ND 

る湯(滝のの沢沢下坑流) 
4 6 3 6 0.0 3 ND 0.0 3 0.00 5 0.0 0 5 0 

鉱

4湯(湯のの沢沢下橋)流
4 7 8 O. 0 0 6 0.0 0 1 0.0 0 5 O. 0 0 3 O. 0 0 1 4 

山

5木(木戸戸クケ侭橋沢〉
4 6 3 6 O. 0 0 2 ND 0.0 0 2 O. 0 0 1 O. 0 0 0 7 

周 H 4 7 8 0.0 0 3 ND O. 0 0 3 O. 0 0 1 O. 0 0 1 0 

6美(砂子山瀬橋〉湖
4 6 3 4 O. 0 0 2 ND 0.0 0 2 O. 0 0 0 0.0 0 0 7 

辺

s 4 7 8 O. 0 0 1 ND O. 0 0 1 O. 0 0 0 O. 0 0 0 4 

中 7乾 橋 4 6 8 0.0 0 1 ND O. 0 0 1 O. 0 0 0 
下
流 8十 一 橋 4 7 4 ND 

(ppm) 

1. しじみ貝中のCd

食品中のCd含量は過去によく調べられてきたが、大半が農作物で水産物についてはあまりない。

魚類中のCdは部分的には差があろうが概して 0.1ppm以下のようで、魚相互間での差異は今のとと

ろ見出されてい左い。しじみ貝と魚類の Cd濃度を比較するつもりで、総点検時の例を(表 1)で挙

げたが、との時点での最高が0.03 PfII1で 0.1PfII1を超えたものはない。当時のしじみ貝中Cd濃度

3. 9 8 ppm;ó~全国最高ということではあったが、しじみ貝氏関した資料も劣しく、貝類氏は多いであ

ろうというものの比較するととができ左かった。しじみ貝中のCd濃度が高いとして、貝本来のcd

であるのか、水質・底質の影響か、或いは環境汚染氏関連があるのかなどについて考えるととは、し

じみ貝を水産品としてみた場合も加えて一層必要であった。続いて行った追跡調査では、十三湖の

0.3 ppmを最低に4.0 1 pprnD間で検出され、総点検時の3.98 ppmを裏付けた。一般的左しじみ貝

中Cd濃度はぐ最近の資料によると平均0.4ppn程度のようで、しじみ具に類似した具、f7iJえばかき

貝、あさり貝左どのCd濃度も 1ppmを超えてい左い。広島、岡山両県では、海洋汚染との関連から

瀬戸内海のかきについては特によく調べたようである(表 7)• 
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小川原湖産と十三湖震では、本資料の限りでは小川原湖のCd濃度が数倍高い。底質中Cd濃度も

しじみ貝と同様の結果を得

た。環境汚染と関併、左い土壌、底質COCd濃度は、一般的氏1P関前後のようである。

Cd濃度が数倍、数十倍高いとか低いとかいうことは、確か民数値上の差異はある。

〈宝:0.8 0 ppm)が十三湖損IJ ぐ宝:0.4 5 ppn)より高〈、小川原湖側

しかし左がら

との差異から直ちに衛生学上の判断をするとか、環境濃度との比例関係を論ずるととはは左はだ危険

であるO 一定以上のオーダーの場合は、数値上の差異だけで充分意味の生ずる場合もあるけれども、

ある程度以下での差異は殆んど意味が左い。

しじみ貝中のCd濃度は概して底質の濃度工り高く、小川原湖氏関して、しじみ貝と採補地点の底

質Cd濃度は今のととろ関f号、が左い。

貝中のCdはしじみ貝のみ左らず、貝本来の生理作用と関係があるかも知れ左い。たとえば動物血

液のヘモクロビン生成になける銅の役割り、酵素活性とマy ガン左どの如〈である。従って単にしじ

み貝中のCd濃度が高い、或いは小J11原湖産が十三湖産と比べて一時点でのCd濃度が高いというこ

とから、直ちに環境汚染と関連があるということでは左〈、データーを積み重ね左がら慎重に検討す

ることが肝要である。

湖水と底質中のCd

しじみ貝採補地点での底質中 Cd 濃度は、小川版記~Jがよりバラツキがあり平均値も高かった。小J11 

原湖内20地点、の湖水と底質中の cd濃度を観察すると、湖水はどの地点でも年間 5回の試料中氏Cd

2. 

を検出し左かったーまた小川原湖に流入する中小、何J1 ¥水中にもCdは含まれていなかった。底質中の

Cd濃度は、 O.0 8 --3. 4 6 P pn的範囲でちらばりの度合が大きい。小川原湖の底質は、厚さ氏差具
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はあるけれども殆んど推積泥児被われてなり、流入河川の坪川河口は運搬砂泥を約1km湖底に張出し、

流出側の高瀬川|入口は海岸の影響を受けて、湖内約2km主で砂泥、 1kmからは砂礁が覆っている。

い1仮りに、小)11原湖の湖流が坪川河口を流入側に大体湖の形伏どかり流下して高瀬川氏至ると考

え、坪川卜河口を原点に湖の中央部を通る線を流向基練とするO 底質の採取地点をな〉むねとの流向綜

沿いに整理してみると、流下距離とCd濃度との問でか左り密左負の相関があった (r= -0.7 6) 0 

す左わち流入側に近い程高濃度で、流下E鴎世に従って低〈左り海岸寄りの高瀬川氏至る(図 6)0 か

かる相関は、坪川氏よる運搬推積作用が流入側に顕著で流下距離に応じているということと、小川原

Cd 

p4mLa -坪川l河口
川 11原湖 O高瀬川入口

3LZ.S • 7 13 • 

ト?¥ハ r=-0.76 

• 6 

宅
守2¥¥

守口 話15。|
品

5 10 流下距離 20km 

図6 小川原湖底質中のCdと流下距離

湖が海洋の影響を受けて、流出側からのはく理運搬作用が距離に対応して行われているという両面が

考えられるO 底質本来のCd分布では左いかという点については、底質全体が洪積推積泥もしくは砂

泥であることで否定されるつ

小川原湖の湖流は、湖の形状、風向。風速左どの気象条件による吹送流、潮汐の変化、個所用探度

、自然対流、流入河川の流速・流量等多くの地形地理的、水理的要素が関係して、その現象は非常に
6)カ 8)が

複雑であるととが予想されるO 流向流速分布の解明については、いま訟でいくつかの調査

行われているが、総じて 1)表層附近 (0-4 m)と下層の流れが逆左場合が多<2 )流速は0-25

側、平均2-3cm/sec 3)流速流聞は複雑で推定の域を出てい左い部分が多く、詳細はまだよく

判ってい左いのが現状のようである。

これまでの流向流速調査では、湖水を対象に湖流板が単位時間で動いた情況や、塩分濃度の分布が

検討された。底質のCd濃度が位置によって異左り、流向氏関係があるのでは左いかという結果は、

まだ未解決の点が多い流向流速解明の手掛りとして底質の状態をも対象にする可能性を提起している O

一層綿密左地点の選定や、化学成分の特性を考慮、した底質の地化学的追求は、流向の一面をか左り明

瞭に示唆できるかも女ぽ1左い。

3. 河川|水中のCd

坪川、岩木川|共氏、上流の一定区域を除いて河川水中氏殆んどCdを検出し左い。 河川|水中のCd

濃度は、通常の場合0.001 ppm以下で、これを超えるとより高濃度の寄りに溶出源、排出源がある

とみてよい。坪川は上北鉱山を、岩木川|は尾太鉱山をそれぞれか〉えているところから、本来の水質
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は互に#ド水の影響を受けている。 Cd濃度の最高値は上北鉱山終地点の 0.04 1、尾太鉱山滝の沢地

点の 0.03 ppmであるが、偏差が 0.01 7でバラツキが大きく、排水処理(石灰沈澱、 pH調整)の

条件によって左右されるようである。両鉱山共下流に人工湖を擁し最終沈澱池の殺目を果しているが

との地点では別の河川水が多量に混合するとともあってCd濃度は極〈低〈在る。坪川について、松

ク沢、立右沢附近を原点として流下距離に対するCd濃度の消長をみる氏、 30km流下した榎林橋点

で支川の中野川を合流するとともあって殆んど検出し左〈在る(図 7)0 一方の岩木川lでは、湯の沢

上流を原点として 8--9 km流下した美山湖下流に至り殆んど影響が左い。

Cd 2立石沢
ppmぷ
10-2ト午、¥ 3鉱山終

4 jl:ム下

10-3 

1松ケ沢

10-4 

D 10 20 30 40 50 

流下距離 km

図7 坪川河川i水と小川原湖水中の Cd (宝)消長

現行、水質にはいくつかのCd基準値があって、 11f水基準の 0.1PpnlOミら環境基準の 0.01 p:prr0 

範囲で定めがある(表8)0 両鉱山周辺では環境基準を超える伊ょがあったが、なLむね同基準以内で

推移するo j非水量を含めて、河川流量が濃度以上氏重要左因子であることはいうまでも左い。#ド7.K基

準の 0.1ppnrで#拙されたとして、直近の河川水が直ちに環境基準の 0.01 ppniつレベルに在るかど

うかは河川流量や排出量で左右されるO 河川流量は気象条件で大巾左変動があり、たとえば湯の沢川

表8 水質の Cd基準値

種 類 Cd基準匂PrrV

環境基準 0.0 1 

排水基準 O. 1 

水産用基準

鉱山保安法

0.0 3 

O. 1 

市首 考

日初k産資源保護協会

水産汚濁防止法に準ず

下流の美山湖への流入量をとってみても、昭和45年1-5月の月平均値は3.2 --5 8 m/ s e c と

広いちらばりがある。分析調査時点での流量測定はそれ左りの意味があるけれども、河川流量を代表し

て長らず総量算出は困難であるo環境汚染対策を遂行するには、排出源周辺氏対するきめ細かい流量

測定が是非必要である。坪川上流の立石沢、鉱山終地点では、河川水のCd濃度が少例ではあるけれ

ども環境基準を超える場合があり、濃度のちらばりも大であるととろから、河川流量や排出量の因子

氏加えて、実施されう〉ある廃水処理にも充分注意が向けられるべきである。
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む す び

1. しじみ貝中のCd濃度を観察した。一般に魚類より高濃度に含まれる。濃度範囲から、生息地

域との関連を考究する余地を残した。

2. 溜沼のCd分布を観察し、流下方向と沖積情況について若干の知見を得た。

3. 河川水中のCd濃度と消長について観察し、排出源との関連について検討した。

文 献

1 ) 東ヰt叢政局:青森農林水産統計年報水産編、 19 (1 9 7 1 ) 

2 ) 石崎有信他:生体内の Cd分布について〈算2報)食品のCdなよびZn分布量、自衛誌、

25、2、20 7 (1 9 70) 

3 ) 岡山県資料:山陽新聞、 48. 3. 7 (1 9 7 3 ) 

4) 広岡美津江他:養殖かきの重金属含有調査成績、広島県衛生新究所年報、 85(1971)

5 ) 広岡美津江他:広西大川l河口のあさりの重金属含有量調査成綜、広島県衛生研究所年報、 87 

-88 (1971) 

6) 三沢高校小川原湖沼群研究グループ:小川原湖の湖沼学的研究、中間報告書、 32-3 5、青

森県むつ小川原開発室編 (19 7 2 ) 

7) 建設省土木研究所:小川原湖淡水化調査報告書、 63 ---8 4 (1 9 7 2 ) 

8) 建設省青森工事事務所:昭和47年度小川原湖塩分濃度、流向流速分布調査報告書、日本技術

開発紛 (19 72) 

積分球式濁度計による硫酸イオンの定量

関 格奈良玖子林 良子

緒日

硫酸イオンの定量氏は重量進、吸必七湯島、クロラニル酸バリウムによる呈色比叡与が、応用さ

れているO とれら定量法Kは一長一短があり、試料や目的氏よって使いわけられているO

近時、公害問題に関連して、河川の調査左どでは、大量の検体をすみやかに処理することが要求さ

れる。

硫酸イオンの実用的左定量法として、濁度計を用いた最長も報告されているが、主に河11水中の硫

酸イオンを目的として、積分球式濁度計氏よる方法を携すした。

1 硫酸バリウムの沈澱生成条件
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a 、硫酸バリウムの懸濁液の安定性

一定濃度の硫酸塩標準溶液氏、 10 N塩酸 tmp， と塩化バリウム粉末約0.3?を添加し、充分

撹持したのち静置して、濁度を経時的民測定したところ、図 1VC示すよう左曲線を得た。懸濁液

: 2 )を使用した場合は、債枠氏の安定剤として用いられてW るグリセリン:アルコール液 (1

3 0分以内の静置では濁度が極めて不安定であり、 40分ぐらよって生ずる気泡が消えにくく、

いの静置が必要であった。安定剤を使用し左い場合も、同様に 20--30分の静置が必要であっ

た。また、 40 --6 0分の長時間放置後でも濁度はか左り安定する。

20 

O 

光

学

的

濁

度

指

数

ω
0一安定剤使用

未使用11 A一一

日 60

経時むlin) 
40 30 20 

。
10 

安定剤による影響図1

b 、捜非時間の撫す

(4 0 0 rpm )を水平に振壷させ、沈澱生成に必要左振濫時間を検討してKM式シェーカー

(図2)。長時間の振揮は、いたずらに気泡を作らせるみたところ、 60秒振揮で充分であったm

だけ左ので、できるだけ短時間ですませるのがよい。

O 
Q 

ノジー
20 

」

100 10 20 30 

1 0ト

。
180 

経時 (sec) 
50 

撹持時聞による影響

量線

振塗時間1分、放置時間40分と定め、検量線を作成してみたところ、安定刻を使用した場合と
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使用し左い場とで、検量線の直線性は殆んど変ら左かった(図 5、4)。

正確左定量には、安定剤を添加すべきであろうが、測定時K2点以上の検量線を抽〈左らば、安

定斉11;ましでも、か左り正確な測定が可能であるように思われるO

検量綜の直線性が保たれる濃度範囲は、図5、4、5に示す如く、 2.5 p pm (0. 0 5 m$f /2 0 

m~ ) --7 5 ppm (1. 5 rWJ /2 0 mp )であったO しかし、試料中の微量不純物や気泡ο影響を

考慮する左らば、下限濃度は5ppmが適当と思われる。

光
井斗ι
寸一

的

濁

度

8 

指 5
数

ω 

光

学20
的

濁

度

指

数10

ω 

主

ム
光
戸ふ4

でf一

的

80 

安定剤未使用

濁

度

指
数 50

ω 

0.5 1.0 1.5 2D 25 3.0 8 0:-~fì/2 Omの
図 4 検量線ー 2

Q 

0.2 03 0.4 _05 so;ーeゅ

図5 検量線-3
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05 

安定剤使用

グリセリYアノレコーノレ (1: 2) 

1.0 1.5 20 25-3 
80!-f!!1J/2 0 mp) 

図5 検量線一1



3 定量法

装 置積分球式濁度計(精密光学、 8EP-TW型)

イワキKM式張醤器 (40 0 r pm ) 

試薬:塩化パリワム('20 --3 0 me sh) 

塩酸10 N溶液

グリセリン、アルコーJレ液 (1 : 2 ) 

操 作;濁度計はグリーンのフェルターで白色板を使用。

試料〈浮遊物がある場合は、あらかじめ漏過をする)の適量(含叫-o. 1 --1. 5 /llg) を雑試

験管にとり、グリセリン、アノレコール溶液を 4mp， 加え、 20 mp， とするO 次氏 10 N塩酸 1ms 

塩化バリワム O.3 --0.4 ftを加え、直ちに振塗器で 1分間振還し、 40分間放置後、積分球式濁度

計で測定する。同時氏、蒸留水を用いて同様に操作し、対照とする。別に既安司農度の標準液で作成

した検量線と比較し、硫酸イオン濃度を求めるO

結 三五
ロロ

1. 硫酸イオンの定量を目的として、積分球式濁度討による比濁法を検討した。

2. 河川17.k左ど大量の検体を処理する氏あたり、本法は充分実用性があると認められる。濃度範囲は

5 --7 5 ppmがもっとも有効であるO

文 献

1 ) 工場排水試験方法 J18 K 0102、10 1 (1 9 7 1 ) 

2) 吉田仁志他:水の分析、 34--40、日本分析化学会北海道支部 (1972) 

3) .b.k試験法:243、日本水道協会 (1970)

4 ) 三宅泰雄他:水質イ昨分析法、 12 6、地人書館 (1964)

5) 工場排水試験方法、 JlS K 0102、 t0 2 (1. 9 71) 

6) 岩崎岩次他:日化誌、 79、 32--38 (1958) 

7) 工場排水試験方法 :J18 K 0102、100 (1971) 

8) 長沢佳熊他:ポイタク積分球式立萄度計による硫酸イオンの定量、日本精密工学データ集 (1) 

25-27 (1969) 
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昭和47年度青森県下(三八、上北地区を除
く)の大気汚染の現況

梅原 茂関 格

工藤憲治林 良子

!ま じ め

衛生研究所の公害に関係する担当地域は、三八、上北地区を除〈県下全域で、とれら地域民全ける

汚染大気についての測定のうち、降下ばいじんと pbo
2
は、青森市2ク所、弘前市2ク所、浮遊粉じ

んは、青森市、弘前市、五所川原市、むつ市の 4市を年4回、各市内2ク所に測定点を設けて計測を

実施している。

青森県は、八戸市を除き地域は農業が主体である関係上、大気の汚染は比較的清浄であるととは言

を侠うまでも左いが、清浄左大気の中の各種汚染の現況につき、昭和47年度の実担IJ値を基氏本県む

実態を報告する。

分析方法

1 -1 降下ばいじん

デポジァトゲージ(イギリス規格に準ず〉を地上10 --15m托設置し、月の初め捕集を開始、 1

ク月間採集した捕集内容物を試料とするO
2+ :!-

分析頃目は、 PH、不溶解性物質、溶解性物質、 b よびCa 、 So~ 、CI を実施している。

1 -2 二酸化鉛法

二酸化鉛法は一般化されている方式を採用し、二酸化鉛円筒は百葉箱氏収納の上、地上5--10m

k設置して計測を行左ってwる。

1 -3  浮遊粉じん

ハイボリュームサンプラーにサイズ、 30.3 x 2 5.4仰の東洋誼紙製ガラス繊維フィノレターを用W

地上5-10m地点で24時関連続採集し、試料とするO 試料は硫酸イオン、硝酸イオン、ベンゼン

抽出物、むよび重金属類。分析用氏使用している。

2. 成樹:の検討

2ー1 降下ばいじん量と Pb02濃度

(1) 降下ばいじん

青森市に設置しているデポジァトゲージによる降下ばいじん量の年間平均値は表1ー(1)-(2)で、と

の表から青森市街折、 8.6t on/kV月、青森明の星短大、川 4t oIVkV月、弘前市、東北女子大、

6. 7 5 t on/kffv伺、東北女子短大、ス 84tonAV月、で、降下ばいじんの汚染指標値、 10 t on/ 

kv'月を下廻っている。しかし、 ζれらを各月別に検討すると青森市役所の4月、 6月、 12月、 5

月、青森明の星九吠、 12月、 5月、弘前布、東北女子大、 6月、東北女子短大、 6月12月、 5月

時氏汚染指標値を超過している。特氏留意すべきことは、 12月--3月期は暖房用燃料の使用期でも

あるので、汚染の原因は明白であるが、。月時の汚染指標値超過については、さらにぞの原因を究明

寸る必要があるO
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(2) Pb02濃度

Pbqと溶液電導法との相関性については、溶液電導法による測定データ不足のため、比較検討する

ことが不可能左ので、後日改めて報告する OPbO2法(表1ー(3)参照)では、 2月、 5月時の明の昼短

大の 3.08、3.0 0 S 03 mdt /1 0 0 cn1/ d a y の高濃度汚染が注目されるが、しかし、年聞の

Pbop平均値は、青森市役所、 0.33、明の星短大、1.0 2、弘前市、東北女子大、 O.1 2、東北女

子短大、 0.16 S 03W/100d/d ay で、明の星短大を除〈、多測定点は表2の汚染度の判

定標準表を参照に比較しでも非常に清浄で、自然環境値K近いものと考えて差支え左い。ただ、明の

星短大の1.0 2 S 0
3 
mg /1 0 0 cn1/ d a y は、台そらく冬期間の暖房用燃料の使用と、測定器の

設置位置との関係が大き左因子と左フているも Dと推測されるので、地域代表性のある測定点を選定

する必要があるものと考える。

左台、図 1 ー(1) 、 (2) に青森市と~J，.前市の月別の降下ばいじん量と Pb02 濃度を参考古でに図示した。
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2-2 浮遊粉じんとその中氏含全れる重金属類(表5ー(1) (2)参照)

(1) 浮遊粉じん濃度

4市VCi>--ける浮遊粉じん濃度の四季の平均値は、青森市役所、 5ス8μ?/i成明の星短大、 63.3 

μ?/:ぱ弘前市役所、 5 呪 9μ?/m~， 東北女子大、 7 6. 4μ?-/iば五所川原小学校、 4呪9μ?/杭

全市中三デパート、 8O. 0μ?/ぱむつ市むつ保健所、 92.4μ?/'礼金市ショッピングセンタ一、

8 4. 3μ?/η'L~川崎市(商業地区)平均 539μ?/m~ 和歌山市(農業地区)平均 8 3μpパ瓜全市

(商業地区) 1 2 5 fJ.?' /:ばに比べ、和歌山市佳業地区)の約1/2、川崎市の約1/5と、汚染

大気の状態は清浄であった。とD ょう左清浄左環境の中にあって、むつ市の 2担Ij点の汚染度が若干他

の測点氏比し高いことは、全地域の企業の立地条件を考慮、L充分留意する必要がある。

(2) 重金属類

重金属類中、 Fe，Mn、 Zn、Cu の4種類については、和歌山市の農村地区と商業地区を対照地域

として撫すしてみると、むう市の γ.ッピングセンターの Znを除き、いづれも汚染度は低く、重金

属類による各測点の汚染は軽微である o しかるにむつ市のシ冒ツピングセンターの ZnVC関しては、

本邦の各工業地区の汚染度左みの濃度であるO とれは、なぞら〈気象条件等により某製煉所からの影

響によるものと推測するo Pb、Cdは、各地域の汚染濃度と比較しでもその汚染は、平均値下で、特

氏Cdは、重金属類の汚染に著しい工業地区台工び滑浄左農業地区の両地区とも本県 4市のそれと比

較したが、各地区ともその汚染度比差が左〈、とDことは Cdが微細粒子として拡域的民浮遊拡散し

ているものと類推するO

表 3 Ii(~ avy -met8.1 s j口七11弓 dustpartj_cles inωx areas・
μ?/m-

Tota 1 

suspending Fe Mn Zn Pb Cd Cu 

AOMOR 1 ci ty 
d ust 

AVG 57.8 1. 1 0 0.001 0.092 0，1 1 0 0.002 0.057 

municpaI ロHtx 81.9 2，25 0，002 0.240 0.21 7 0.004 0.085 

mln 33.7 0.05 D 0，001 0.042 0.001 0.021 

AVG 63.3 0.65 0.001 0.038 0.052 0.003 0.035 

akenohoshi 
ロlax 1 31. 6 1. 39 0.003 0.088 0.1 08 0.008 0.057 

ロlln 20.9 0.01 。 0.00 1 0.0 1 0 0.001 0.01 4 

HIROSAKI AVG 59.9 0.58 0.001 0.11 6 0.099 0.002 0.0 6 t 

city max 1 1 3.6 1.08 0.003 0.262 0.1 58 0.003 0.089 

municpaI ロ11n 36，2 0.21 0.001 0.028 0.036 0.' 00 0.024 

AVG 76.4 0.73 0.002 0.308 0.124 0.002 0.064 

可cVO OII I1e I n eg e s ロ1ax 1 36. 4 1. 31 0.00 3 0.971 0.1 95 0.004 0.1 02 

ロlln 46.4 0.1 9 。 0.076 0.050 。 0.042 

GOSHOGAWAー AVG 499 0.90 0.006 0.1 9 6 0.0 39 0.001 0.052 
RA city ロ1ax 84.9 1. 68 0.0 1 5 0.655 0.059 0.001 0.066 
D horh IIO I1a O rIy - ロlln 1 9.6 0.03 O. 0.0 1 9 0.01-4 0.000 0.0 1 9 

NAKASAN 
AVG 80.0 1.57 0.01 0 0.1 63 0.358 0.005 0.2 66 

d epar tmen t ロ1ax 145.6 3.04 0.030 0.326 0.939 0.007 0.590 

illln 1 3.7 0.1 3 O 1.01 5 0.0 1 5 0.00 1 0.045 

MUTU city AVG 92.4 1.1 7 0.0 31 0.400 0.063 0.001 0.045 

H.C 
立lax 1 345 1. 9 6 0.047 0.1 59 0.1 22 0.002 0.054 

ロl1X 5 O. 5 0.30 0.008 0.01 3 0.025 。 0.032 

AVG 84.3 1.93 0.018 1 2.80 0.079 0.001 0.0 71 

s s h E O O r pp e i ng ロ1ax 91. 6 3.24 0.026 38，1 5 0.1 0 6 0.001 0.1 39 

mlll 78.6 0.51 0.002 0.055 0.038 0.001 0.0 1 8 
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(2) 

ー，‘'

TotaI 

suspending Fe Mn Zn Pb Cd Cu 
dust 

WAKAYAMA AVG 83 2.51 0.07 0.4 9 0.20 0.006 0.1 1 3 
city 

ロlax 11 6 3.51 0.11 0.69 0.26 0.01 0 0.1 82 
ag e r i c U I t u-
re area ml n 47 1.87 0.0 5 0.30 0.14 0.072 0.1 02 

AVG 1 25 4.5 6 O.t 2 0.52 0.32 0.007 0.309 

ロIaX 263 1虫40 0.4 2 1.07 0.54 0.015 1.040 
c oI IIETIe r c i a I 
place ロlln 52 1. 72 0.03 0.08 0.0 6 0.002 0.019 

KA"¥VASAKI AVG 359 
city 

max 607 1虫00 1. 3 0 9.00 3.00 0.1 80 0.39 0 

ロl1ll 243 1 0.00 0.4 5 2.9 0 1. 4 0 0.001 0.230 

む す び

本県(三八、上北地区を除<)に台ける、 Pbo~、降下ばいじん、浮遊粉じんなよび浮遊粉じλ仲の

重金属類陀ついふら各地域の用途別の汚染強度と比較し左がら本県の汚染度を評価してみたが、本県

は非常に汚捺j(気は清浄である。 しかし、一部氏局所的の汚染が散見されるので、今後さらに発生源

の調査台よびとれに対する対策樹立が肝要と考えるO

1. 寺部本次:大気汚染測定法の実際

技報堂 31--811968 

2. 及川l紀久雄:重金属の分析

講談社 32--70 1971 

号| 用 文 献

3. 厚生省環境衛生局:大気汚染防止法氏基ずくばい煙(有害物質)の排出基準について 1 9 7 1 

4. 坂本明弘他和歌山市民j白ける浮遊粉じんの実態調査研究結果について

和歌山県衛生研究所年報 4o.19 31--381970 
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昭和 45 046年度放射能測定調査

原子 昭工藤憲治

和泉四郎

1. まえがき

昭和20年米国がはじめて核爆発実験に成功して以来、我が広島・長崎氏原爆が投下されるという

悲惨左経験を経て、昭和 29年以降主として米。ソ間で本格的左核爆発競争がはじまった。福龍丸事

件、原爆マグロ事件左どが起きたのもとの頃である。昭和 38年に至って、年々畜積される 90Srや

~3む円左どの長半減晃明亥種の実態や優に 200 回を起えた核爆発実験が、一次汚染を脱して動植物の

内部的左汚染、つまり二次汚染をも危倶される環境に在ったためか、ょうやく米・ソ間vc部分的核実

験停止協定が成立した。しかし在がら他方にかいては、昭和 35年フランスがサワラ沙漠で第1回の

核爆発を行い、昭和 39年には中国もまたロプノーノレ湖で、はじめての核実験に成功した。 爾来

科学者の警告と市民の祈りをよそに現在陀至るも実験停止の気配をみせてい左い。

我が国では、内閣の放射制す策本部(昭 36)氏よる放射能対策暫定指標に従って、全8搬す能レ

ベルと 90Sr、 137CS の積算量に応じ段階的左対策がとられるように左った。

自国の国威発場を目的とし、大規模な地球汚染が前提と左る核爆発実験が全世界からひ難されてい

る一方では、原子力の平和刺用もまた急速民進められてなり、各種トレーサ一実験、工業化学、医療

生物、発電、船舶の開莞左ど多彩であるO 青森県は我が国初の原子力船定係港の設置県と左り、米国

の貨客船サバンナ号、ソ連の砕氷船レーニン号そして西ドイツの鉱石運搬船オグトハーン号K続く世

界4番目の貨物兼訓練船「むつ」が、熱出力 36，0 0 0 kwの国産原子炉によっ!て昭和48年 5月を

目標に試験航海に入らんとする段階にあるO また、むつ小川原巨大開発氏関連して原子力発電所の構

想も進められつ込ある。

こうした情勢の推移下氏、本県では昭和36年以降放射能測定調査を行い、現在民至っているO こ

の報告は、とれまで継続的に行ってきた雨水、働kなよび各種食品左どの放射能測定調査によって待

た成績1)2) 3)に続いて、昭45、 46年度の結果をまとめたもので、科学技術庁D委託によって実

施したものが中心である。

Z 調査方法

2 ・1 試料と方法

調査試料の採取場所、試料数は表1、図1氏示すとなりで、試料の調整や測定は「放射能測定法」

(科学技術庁、 19 6 3)に従った。シンチレーションサーベメーター左らび氏モニタリングポスト

による空間線量測定は、搬す能調査委託計画書 (1970)によフた。

全放射能は 30分間計測し、自然言十数率は試料調IJ定の前後30分間の平均値である。

科学技術庁の委託内容は全0槻す能測定、核種分析試料(90S r 、 1
3
7Cs)の送付、空間線量測定

であるが、核種分析用試料は前処理の上、日本分析化学研究所へ送付、同研究所で分析した。
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2・2 全8放射能測定条件

言十数装置 日本無線 TDC-1型

マイカ窓の厚さ 1. 9 7ng / ~ 

窓、からの距離 1段目(約 10捌)

比較試験 U
3 
0
8 
5 0 0 d p s (雨水、雨水・ちり、陸水、海水〉

空間線量測定条件

言十数装置

シンチレーター

標準線源

誤Ij定条件

KC  1 500時 (農畜闘初、魚類、土壌、海底土)

日本無線製TCS-121型シンチレーシ冒ン・サーベ・メーター〉

広 1 (T 1) 1"! X 1" 

RI協会製 1
3
7C s 1 0μc i 

地上1m時定数 10秒

モニタリング・ポストによる空間 γ線測定条件

検 出 器 γンチレーション。グロープ富士通psー 532

レートメータ

校正線源チェック

地上 1呪 6m

リニアノレメータ富士通11T011-2

レンジ 1 0 0 cps 

時定数 10 0 sec 

デスクリレベル 3 0 kev 

137C S 線源 5μCi 

線源、と検出器問の距離1.7.8m

記 録 計 横河電機製 257，腕/hr

表 1 鵬ず能担Ij定調査部ヰ

手亘
4 5 4 6 

全 8 放射能

雨 水 庁舎屋上 62 92154  

雨 水・ち り " (大型水盤1ク月毎) I 12 12 24 

上 水 青森市、むつ市 6 7 1 3 

米 (精 米) 弘前市、三戸町、むつ市 5 5 1 0 

果実 (りんご) 弘前、黒石、五所川原、三戸 1 0 9 1 9 

牛乳 〈原手。 青森市、むつ市 347  

魚類(いか、かれい、ほたて) 八戸市、鯵ケ沢町、むつ湾 1 2 1 4 2 6 

土 壌 青森市、むつ市 2 . 810  

海 水 八戸港、大湊湾 1 6 1 6 

海 底 土 八戸港、大湊湾 1 2 1 2 
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種 別
年 度

計
4 5 4 6 

核 程 分 析

雨 水・ち り 庁舎屋上 1 2 1 2 2 4 

上 水 青森市 6 4 1 0 

牛乳 (原乳〉 青森市 6 4 1 0 

日 戸吊L<， 食 農村部都市部、 5グループ5人あて 6 6 1 2 

野菜 C大限) 青森市 2 2 

魚類 (かれい) 大湊湾 2 4 4 

土 壊 青森市 2 4 

海 水 八戸港、大湊湾 8 8 

海 底 土 八戸港、大湊湾 8 8 

ク包
ニコ二.

モニタリング・ポスト

サーベメータ

間 線

庁舎屋上

青森市、むつ市

言十

巨とA

A 

1 2 1 2 2 4 

12 3 5 4 7 

168 276 444 

図1 試料採取地点

1 4ぴ 141030' 141030' 

410 30〆

41 
c:::プ
〈ご〉

U 

""--"，¥一一人、/ ¥" 
¥J)(司ぺ

三戸久米、果実

f ‘ 
fい

ノ
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a 調査成績の概要
5・1 陸水等の全8放射能

5・1・1 雨水

本調査期間中、核爆発実験が行われたのは次のようであるO

中国昭 45. t 0.1 4 ロプノール湖 3Mt 第11回

米国昭46 ス 7 7"ムチトカ島 20Mt 地下

中 国 1 1. 1 8 ロプノール湖 2 0 K t 第t2回

11 日召47. 1. 7 N ， 第 13回
11 3. 1 8 11 2 0 --2 0 0 K t 第 14回

従来核爆発実験のあとには、特に雨水やちりで高い測定値を示して平常値との聞にか左りの差がみ

られたのであるが、次第に影響は少左〈在った。中国の第8回実験(昭43. 1 2.2 7)は3Mtの規

模であったが、雨水。降下じん氏ついては平常値と同様であり、高空でも放射性じんの空中濃度が大

きく左かったようであるO 続いて行われた第?回 (BB4 4.虫23)、第10回(昭 44.虫29) につ

いても地表への影響lは殆んど左かったO

雨水の月間降下量についてみると、降水量の増減によってバラツキがあるものの、ピーク時に幸子け

る1O'mCiAcA オーダーから漸滅し、昭和 40年頃からは1Ol.mCiAc~、昭和 44 年前後に左って

1 OOmC i/Ja.~と減少している。本調査期間中の昭 4 5. 4 6両年にないても前年度同様横ばいの状態で

殆んど 103nciAdォーターκあり、中国にむける一連の核爆発実験による影響は顕著で左かった。

第t3回(昭47. 1. 7)の損|足値だけが雨水月間降下量48.4 rnC iAdlを示し、地表への影響を思わ

せた俵 2、図2)0 

5・1・2 雨水・ちり

大型水盤的 5，00 0 cm) を1ク月間放置して得た結果は、雨量との関係もあって相当バラツキが

ある。総じて前年度と同じく横ばいの状態で、な込むね 10に 1O~mc i /延長の範囲内にあるo 0 核爆

発実験の影響は顧著で左かったく表 5、図 3)0 

5・1・5
青森市〈横内浄水坊について行い、昭46年度はむつ市...b.kも加えた。すべての測定値で 5pCi，A

を超えたものが左く、むつ市と青森市との問。数値には差が左い〈表4、図4)0 また、両市とも具

常値も示さ左かった0

5・2 農産物等の全8瑚ナ能

5・2・1 牛乳
一般に低レベルで、{11存どなり 1PCi/?":生以下である。牛乳には核爆発実験後数ク月たって影響

が現われるというが、その気配はなかった絞り O

5・2・2 果実(りんご)

試料によってバラツキはあるが、漸減もしくは横ばいの情況で概して低レベノレにあるO 果肉部につ

いては O.0 3 --O. 8 4 P C i/?"生であった(表5)0 

5・20 3 米
試料によって測栢直氏バラツキがあるものの概して低レベノレで、日.0 3 --0.4 5 pC i/?"生であっ

たo近鳳認のもo.1 --O. 2 P C i /性で類似する。

-99ー



， I I ~ '-'.  I ，司-‘n 、J 司' ・品F ・唱 『園Fー
県衛生研究所屋上

採取期間 陣下量採取時間 昨下量 採取期間 降下量 採取期間 降下董

年月
陛株量 6時間

年 月
階墨 6時間

年月
附く墨 6時間

年月
防d<.量 6時間

日 更I日直
日 日

日 更正値更正値 更正値

9 :00--9 :00 mm rrIC/k1/ a 9 :00~9 ~O ロ1m mgL km ヲ:00-9:00 mπ1 叩kLan 9 :0Q-.9 :00 
mm 
m9km 〈

24hr 24hr 2 4h r 24hr 

45. 4. 7 6.2 0.31 45.1 1. 8 5.7 0.43 46 4. 8 3.6 1.08 46.11.30 8.6 0.2 

4.1 2 1 5.2 0.88 11. 1 0 4.0 0.82 4. 9 8.6 2.90 1 1. 1 5 5.8 4.0 

4.20 3.5 0.26 1 1. 1 3 1 2.0 0.96 4.14 4.1 0.57 11. 2 4 7.9 1.3 

4.2 6 3.8 0.45 1 1.1 5 4.7 0.68 4.24 1 5.7 1. 8 1 1 1. 2 8 1 O. 8 O. 7 

4.28 5.9 0.1 2 1 1. 1 9 1. 4 0.1 1 5. 3 ス0 1.05 1 1. 2 9 2.2 0.1 

4.2 9 1. 7 0.0 5 1 1. 2 0 35.0 1.50 5. 4 1 3.8 0.74 11. 3 0 3.2 0.2 

5. 7 2.0 0.20 11. 2 4 2.5 0.0 6 5. 6 5.0 0.25 1 2. 1 1 0.0 0.6 

5.2 0 虫2 2.22 1 1. 27 3.2 0.59 5.2 4 7.5 1.99 1 2. 5 12.0 1.0 

5.21 1.4 0.L11 1 1. 28 1虫711.15 6. 1 1 1. 4 0.1 8 1 2. 6 1 2.2 O. 7 

5.26 3.2 2.1 1 1 2. 1 1. 4 0.05 6. 3 3.1 0.40 1 2. 7 ス2 1.3 

6 1 1. 6 0.51 1 2. 2 1 4.2 0.37 6.1 1 1 6.4 1.4 1 1 2. 8 1 1. 5 O. 9 : 

6.1 7 4.1 1.0 1 2. 3 5.3 0.3 3 6.1 7 5.1 0.71 1 2.1 1 呪8 0.2 

6.1 9 1 7. 1 0.45 1 2. 4 1 0.0 1.67 6.2 7 1 1.4 0.88 1 2.1 6 2.2 0.0 

6.25 2.1 0.64 1 2. 8 6.8 0.62 ス 2 1 2.4 0.29 1 2.1 7 2.2 0.0 

6.26 6.4 0.1 6 1 2. 9 1 5.1 0.54 ス 6 4.2 0.35 1 2.21 8.6 1.8 

ス11 3.2 0.76 1 21 0 1 3.4 0.1 6 ス8 4.0 0.1 5 1 22 2 4.3 0.1 . 

71727.1 1.02 1 2.1 4 2.0 0.06 ス11 1 8.5 0.27 1 2.2 9 1 2.9 O. 7 
718 4.4 0.1 9 1 2.1 7 3.1 0.45 ス17 1 5.0 2.5 7 1 2.31 2.2 0.0 

731 38.5 2'.0 1 2.22 9.1 0.53 7. 2 3 3 1. 4 3.8 9 47 1. 2 2.6 0.0 I 

8. 1 1 0.0 1. 71 1 2.2 3 5.0 0.1 2 729 22 0.45 1. 11 1. 4 11.1 天哨~1~り

8. 3 1 0.0 0.4 6 1 2.24 2.7 0.31 8.1 1 78 1. 1 7 1. 1 2 2 2.1 23.]: 

8. 4 1 6.2 2.07 1 2.28 3.7 0.1 5 8.1 2 5.7 0.0 0 1.1 3 5.0 6白6(

8.1 3 1 6.7 1. 8 6 1 2.31 1 0.5 0.33 8.1 5 1 1. 4 O. 64 1. 2 1 50.0 3.6 ~ 

8.1 7 1 6 1. 2 3 46 1. 2 ス1 0.1 8 8.1 7 1 1. 4 0.27 1.22 2.9 0.5 

8.2 5 21. 5 0.48 1. 5 2.0 0.0 9 8.2 0 4 6. 0 4. 1 0 1.2 5 272 2.4. 

8.31 7.9 0.0 6 6 7.0 0.58 呪12 1 4.2 0.09 1. 2 6 4.3 0.1 

虫 2 1 7. 5 0.1 4 1.21 6.5 0.2 7 玖27 1 6. 6 0.71 2. 1 5.8 0.0， 

虫99 20.5 0.50 1. 2 4 7.1 0.25 9.28 t 2.1 0.74 2. 8 1. 5 O. 0 ~ 

虫21 3.2 0.1 7 1. 3 1 20.0 0.43 玖29 6.4 0.0 1 2.20 ス2 1.1< 

虫25 9.4 0.32 2. 2 6.4 0.82 1 o. 2 1 0.0 0.0 8 2.21 2.9 0.1 ' 
呪29 虫o0.38 2. 7 1 1. 8 0.61 1 O. 6 1. 4 0.0 6 2.23 5.8 0.9 

1 O. 1 2.8 0.1 9 2.1 5 1 8.0 0.34 1 l'l. 7 1.4 0.1 1 2.2 7 27.9 1. 6: 

1 0.1 2 2.3 0.31 2.1 8 3.2 0.0 1 1 0.1 1 5.8 0.34 3.12 ス2 0.1' 

1 0.1 9 2.5 0.1 3 2.2 5 6.0 0.2 1 10.2 2 ス8 0.65 3.1 9 5.0 5.5: 守国14)

1 0.22 6.5 0.70 2.28 4.5 0.37 1 0.2 4 1 0.0 O. 6 6 3.2 0 25.8 1.2 

1 O. 2 5 2 O. 0 O. 5 7 3. 5 1 0.0 0.1 3 1 0.2 6 4.3 2.3 3 3.2 9 11.5 0.1 I 

1 0.29 2.0 5.2 2 3. 6 1 1. 8 O. 4 9 1 0.2 7 1 2.9 0.2 5 3.30 28.6 0.4 ( 

1 0.30 64 0.72 3. 8 ス8 0.58 1 0.31 6.9 0.1 3 

1 1. 5 2.1 0.1 0 3. 9 1. 7 0.02 11. 7 11.5 0.28 
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表 5 雨水・ちり中の放射能月別推移

降水量 ノニt〉• 。降下量 降水量 全 8 降下量
年 月

pS400mo PCYk~ 
年 月 P9イOOmO pCi/主婦rn;m rmTl 

4 5. 4 4 8 5. 0 2.4 4 6. 4 4 9 4. 9 2.4 

5 4 2 6. 4 2. 6 5 4 6. 5 4. 6 2.1 

6 1 0 4.5 1 3. 3 1 3.8 6 7 4 2.2 1. 6 

7 6 4.5 1 3. 7 8.8 7 119 4. 7 5.5 

8 1 6 2.5 O. 6 1. 0 8 8.6 7. 0 6.0 

タ 9 8 1. 8 i 7 少 1 0 4.5 1. 3 1. 3 

1 1 1 5 7 ス2 1 1. 3 1 0 1 97.6 4. 9 虫6

1 2 1 7 9.5 4.3 ス7 1 1 7 7. 5 4. 7 3.6 

4 6. 1 3 9 O. 8 1. 1 1 2 1 9 8 2. 6 5. 1 

2 8 5 2.8 2. 3 4 7. 1 1 3 4.5 6.4 1 2.4 

5 1 0 3.5 4. 2 4.3 5 109 1. 4 1. 5 

採取場所衛生研究所屋上

表 4 勘k中の揃す能

採 水 地 点
水 温 蒸残

発 強放 射 能度
採水年月日 pH 留物

。C mtj / o pCi/O 

育 移つに司王 市 4 5. 4. 5 5. 0 6 6 2.79 

(横内浄水場原水) 6 1 0.5 2 5 2.4 7 

q 2 1 6. 0 6 3 3.0 1 

1 2. 5 6. 0 1 0 0.79 

4 6. 1. 1 2 O. 0 5 5 1. 4 1 

3. 2 0.0 2 1 3.0 7 

6. 5 1 O. 0 7. 0 6 3 1. 6 9 

呪13 1 4.0 6. 9 6 7 1. 6 9 

1 2. 5 6. 0 ス2 7 3 2.87 

4 7. 3. 3. 6 ス4 6 0 2.3 7 

む つ ー市 4 6 6白 11 11.0 6. 7 4 2. 1 3.0 3 

(小刻|駒rJç!嘉助~) 7. 1 9 7. 0 5 3.2 2.5 7 

1 1. 1 0 7. 1 5 5. 3 1. 3 1 
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表 5 農産物中の搬す能

放射能強度〈除K)

程 類 部位 採取場所 採取年月日 灰分F当り 生体F当り

p Ci pCi 

牛 手L 原 手L 青森市二内 4 5. 4.1 0 -60 -0.04 

6 1 5.1 0.1 0 

8. 5 4. t O. 0 2 

1 O. 2 2 9. 5 0.2 2 

1 O. 9 2 2.6 0.1 6 

4 6. 2.1 2 2 1. 6 0.1 6 

4. 2 4 5. 3 0.0 3 

8. 2 1 9. 1 0.1 3 

む つ 市 6.1 1 8.2 O. 0 5 

4 7. 2. 1玖 7 O. 1 3 

り ん と 皮 黒 石 市 45. 9. 5 呪9 0.05 

芯 1 6.4 O. 0 9 

果 肉 2 2.0 0.0 6 

皮 一 戸 町 4 5. 役 4 154 0.0 8 

一t，ILv、 1 8.7 0.1 1 

果 肉 5 O. 1 O. 1 4 

皮 ~L 前 市 4 5. 反 5 4. 0 O. 0 2 

→dじ←、 5 5.5 63 1 

果 肉 2 3.1 0.0 6 

皮 五所川原布 4 5. 9. 3 3.4 O. 0 2 

→Jじ+ー、- 3. 9 0.0 2 

果 肉 t 3.5 O. O. 3 

皮 1 1 6 2 61 0.1 4 

→IC← D 2 8.6 0.22 

果 肉 7. 3 0.0 4 

皮 ~L 前 市 4 5. 1 1. 6 1 7. 6 0.0 8 

11じt+、- 2.8 0.0 2 

果 肉 1 2.0 0.08 

皮 黒、 石市 4 5. 1 1. 6 6 7. 8 0.3 7 

J闘E争+Da 2 7. 7 0.2 1 

果 肉 167 O. 1 0 

皮 ~L 前 市 4 5.1 1. 6 1 7. 6 O. 0 8 

ーJE'+J、a 2.8 0.0 2 

果 肉 1 2.0 0.08 

皮 黒石 市 4 5. 1 1. 6 6 7. 8 0.3 7 

芯 2 7. 7 O. 2 1 

果 肉 1 6.7 0.1 ，0 

皮 一 戸 町 4 5. 1 1. 1 2 1 4. 4 O. 0 5 

寸I(こ+jF・ 51.1 0.2 6 
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搬す能強度般的

種 類 部 位 採取場所 採取年月日 灰分F当り 生体P当り

pCi pCi 

果 肉 1 7. 4 O. 0 8 

り ん ど 皮 一 戸 町 4 6 8.1 6 7 2.5 0.3 4 

→Jじ←、 6 5. 8 。‘ 72 
果 肉 1 1 1. 8 0.4 4 

皮 fJT. 前 市 4 6， 8.2 6 8 0.0 0.5 3 

J→e，← 、 8 1. 5 0.5 7 

果 肉 1 4 0.2 O. 3 9 

皮 黒 石市 4 6. 8. 2 6 5 2.1 0.2 6 

J+じ←A、 66.5 U.6 3 

果 肉 5呪5 0.1 4 

皮 五所川原市 4 6， 8. 2 9 5 3. 5 0.2 6 

11じt.... 、 74.5 O. 7 0 

果 肉 8 7. 8 。‘ 21 
皮 一 戸 町 4 6 1 2. 4 2 0 9.8 0.8 6 

Jーじ争+」、4 3 0 3.4 2.2 7 

呆 肉 1 8 4.3 O. 5 8 

皮 fjT. 前市 4 61 2. 2 6 5. 9 1. 0 1 

寸It十J、 1 4 O. 6 0， 9 1 

果 肉 1 8 0.0 O. 6 4 

皮 黒 石 市 4 6.1 2. 2 7 7. 0 1. 6盛

ーjl':+JaF 1 4 1. 5 1. 0 4 

果 肉 9 2.6 0.4 3 

艮 五所川原市 4 61 2. 2 8. 3 0.0 3 

ーJI'J+dA、 1 4 4.4 O. 9 1 

果 肉 1 6 0.4 0.5 6 

果 肉 む つ 市 4 6. 1 2. 5 1 4 8.7 O. 5 6 

果 肉 1 8 O. 6 0.84 

米 fJT. 前 市 4 5.1 O. 2 0 5.5 0.4 5 

1 1. 5 0.5 0.0 3 

4 6. 1. 2 5 9 7. 2 0.35 

1 2. 2 1 0 6.2 O. 3 8 

一 戸 町 4 5.1 O. 2 3 2.9 0.2 3 

1 1. 1 2 0.5 0.0 3 

4 61 2. 2 9 4.3 0.39 

1 2. 5 9 6.7 0.4 1 

む つ 市 1 2.2 4 7 O. 3 0.34 

1 2.2 4 6 1. 6 0.2 6 
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5・2・4 魚類
青森県はむつ湾、太平洋、日本海の 5海域氏通じてなり、この海域でとれたかれい、いかの全8値

を測定した。な〉むね 1PCi/?生以下で、高いレベルにあるとは思われ左い(表 6)0 

5・2 ・5 食品の放射能レベル

農産物、魚貝類等の食品全般氏ついて、全8放射能の推移と年間最高値、平均値をみる K表 8、

図5、図 6のよう陀在った。一般にパラツキが多く、同じ程類でも測定時期で変動があるo .!Jんどの

測定値は、昭 45、46両年度の間で差が左い。また皮、芯、果肉の部位相互間でも差が左い。魚類

についても年度で差が左く、むつ湾、太平洋、日本海の採取個知町でも差が左い。骨、肉、内臓の部

位別には、骨が若干高い傾向があるものの、総じて互の間に差を見受け左い。

5・2・6 土壌、海底土

フォールアウトの蓄債結果が測定値に反映すると思われるが、試料数が少左いので明確で左い。ま

表 6 魚貝類中の胸3能

採取場所|採取年月日

八戸 I4 5. 5. 1 5 

(太平洋)

鯵ク沢

(日本海)

1 1. 1 2 

4 6. 5.2 0 

4 5. 5.1 8 

1 1. 6 

程類及分分

かれい e 骨

肉

内臓

いか。肉

内臓

かれい。 骨

肉

内臓

いか・肉

内臓

かれい。 骨

ν古 か。

かれい。

ν') iJミ。

かれい@

ν') iJ泊。

肉

内臓

肉

内臓

A 円

肉

内臓

肉

内 臓

j同E. 

肉

内臓

肉

内 臓
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放射能強度(除K)

灰分F当り 生体p'当り

pCi pCl 

-3.6 -0.27 

1 2.8 0.1 5 

6白 8 0.0 7 

ス8 o. 1 1 

2.3 o. 0 3 

1 o. 6 0.71 

-4.5 -0.06 

1 1. 0 o. 1 6 

4. 8 0.0 3 

1ス0 0.2 6 

11.2 1. 0 4 

4 9.6 0.82 

4 6.7 0.77 

1.2 0.0 1 

2 4.1 o. 3 3 

1 2.9 1. 2 2 

1 3. 3 0.1 7 

4. 5 0.0 7 

5 2.8 O. 6 8 

2.4 0.0 3 

3.3 0.2 6 

-7.8 - 0.09 

3 2.5 O. 3 9 

27.0 0.4 0 

6 8. 0 0.88 



放射能強度(除K)

採取場所 採取年月日 種類及部分 灰分P当り 生体F当り

pCi pC1 

鯵 ク 沢 4 6. 5. 2 0 かれい・ 骨 1 0.8 1. 0 1 

(日本海〉 肉 2 6.4 0.3 6 

内 臓 5ス1 0.5 8 

ν") iJミ・ 肉 2.5 O. 0 3 

内 臓 1. 4 0.0 2 

1 2.1 1 かれい@ 骨 1 1. 3 0.5 0 

肉 6 8. 3 0.75 

内 臓 1 0呪1 1. 2 4 

鯵 ク沢 4 6. 1 2.1 1 νョ か・ 肉 6 Z 9 O. 9 1 

内臓 2 4.8 O. 3 2 

青森 、再 4 5. 5.1 4 かれい・ 骨 6白 2 O. 4 7 

肉 4.5 0.0 5 

レ3 か・内 臓 6. 4 O. 0 8 

νョ か・ 肉 1 2.9 0.1 8 

内 臓 6. 6 0.0 1 

1 1. 6 かれい。 骨 -3.2 -0.26 

肉 1 O. 6 0.1 2 

内 臓 1 9. 7 O. 6 1 

ν、か・ 肉 1 4.9 0.1 4 

内 臓 34.2 0.71 

4 6 5. 2 3 かれい。 ，よ円?. 4.7 0.3 7 

肉 一夜 2 -0.1 4 

内臓 -9.1 -0.1 3 

ν3 か・ 肉 1呪6 0.4 1 

内 腸: 7 O. 6 1. 2 2 

1 2. 1 1 ヌうミオlν、. F円. 1虫5 1. 2 8 

肉 8 7. 1 1. 0 4 

内 厚長 71.0 1. 2 4 

レヨ か・ 肉 6 Z 8 0.4 6 

内 臓 4 1. 1 0.9 3 

大 湊 湾、 6. 1 1 かれい。 メ円ヨヂ 1 2.4 1 1. 0 3 

肉 5.3 1 O. 0 7 

内 臓 2.4 7 O. 0 5 

ほたて・ 肉 -1 9.3 -0.30 

内 臓 2 6.8 0.4 9 

t 2.2 4 かれい。 骨 1 7. 3 1. 1 4 

肉 8虫 2 1. 0 4 

内 臓 2 Z 5 0.48 

νョ ?が・ rJ 6 8.1 0.4 7 

内 臓 2 1. 5 0.49 
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表 8 食品中の放射能年間値

試 料
単 位

pCi/ 
りんど・ 民 ?' -a sh 

?-fresh 
J→じ←、 ?，.ash 

?' .. f r e sh 
果 肉 ?-ash 

y.fresh 
牛 乳(原乳) ? ash 

?fresh 
かれい・ 骨 ?，.ash 

p--fresh 
肉 ?，oash 

?，.fresh 
内 臓 ? a sh 

F.fresh 
ν、か・ 肉 Foash 

米)臓l| 1F  ・fre回h内?，-ash
?，-fresh 

米 (精 P・fre sh 

2卜
図5 食品の蹴f能レベル(生)

61一

41-

2ト

6~ 

4ト

-2 
10 

pCi/自己F

金

D 

会

ロ

Q 

Y 

金

K 当ま

.x Q 
ムピ 〉イ

。f f 
金
ヴケ

0i改ア

GCす

ヴ

ヴ
.X-)(' 

最 『仁司コ

1 9 7 0 

67.8 

0.37 

5 5.5 

6.31 

50.1 

0.14 

1 5.1 

0.1 0 

12.9 

1.22 

1 3.3 

0.1 7 

32.5 

0.39 

52.8 

0.68 

68.0 

0.88 

0.4 5 

会

口

(1 9 71) 
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値 平 均 値

1 9 7 1 1 9 7 0 1 9 7 1 

209.8 22.0 77.3 

0.86 0.1 0 0.61 

303.4 2 2.5 1 27.2 

2.27 0.90 0.96 

1 8 4.3 20.2 1 32.5 

0.84 0.07 0.4 7 

1呪7 4.5 1 3.07 

0.1 3 0.0 2 0.08 

1虫5 4.3 1 2.4 

1.28 0.47 1.00 

87.2 4.8 45.2 

1.04 0.04 0.68 

1 09.1 13.4 40.6 

1.24 0.1 5 0.72 

68.1 23.0 5ス8
0.9 1 0.34 0.3 7 

41.1 22.7 30.5 

0.93 0.23 0.4 1 

0.4 1 0.1 8 0.35 

ロ牛乳(原手。

ゲりんど俣ゆ

土〈 米 G割と)
f いか C魚肉)

合会 Qかれい魚肉)

6r 

σ 
(す0J

(5 ペ，ます
Cず オ〈

)<.x 

6ア

σ 
日

金

日

(1 9 72) 



ロ牛乳(勝。

を5 d ぐうりんご(果肉)

21 図6 食品の繍す能レベル(灰〉

6 (5 
ポ米 (精米)

(5 2いか(内蔵)
6 

〈、決チた <;;>かれい約蔵)
pCi/灰分F 、メノ 6 0vまたて納蔵)-~ 

づ('
、糸、

(ぢ 金E 
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企占
(プ

全

6 ぐず t e t金
2卜

27 口
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d' 
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、Xノ ロ
4ト会 G 
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2卜れ 金

を、t
12 2 
(1 971) 

-:l--'、， ー.Lo'::Il実主 1~1声~" 、/J J I.JL-: 
放射能強度(除K)

採取地 点 採取年月日 種種類 深 C訓 乾 試 料

F当りpCi mC i / kffz 
青 森 市 Ll 5. 8. 6 草地 0- 5 3.7 0 5 6， 4 

τ局zコき〈 谷 。-20 2.8 0 5 4. 1 

4 6， 8. 3 1 。~5 3. 8 5 1 2 5. 0 。-20 3. 6 3 7 5 5. 7 

八 戸 港 5. 1 7 海底土 500 1. 6 2 

8.1 6 5 0 0 1. 0 7 

1 1. 8 5 0 0 2.0 5 

4 7. 1. 3 1 5 0 0 1. 0 4 

む つ 湾 4 6 5.1 7 5 0 0 0.5 9 

(大湊湾A) 8.1 0 1 3 0 0 4.5 8 

1 1. 1 0 1 3 0 0 1. 0 2 

4 7. 2. 1 3 0 0 1. 3 6 

む つ 湾 4 6 5. 1 7 1 3 0 0 口59
(大湊湾 B ) 8.1 0 1 3 0 0 4.58 

1 1. 1 0 1 3 0 0 1. 0 2 
4 7. 2. 1 3 0 0 1. 3 6 

む 三〉 市 4 6 6， 1 1 粘土質 0- 5 0.8 4 4 3.4 

6， 1 1 砂、 質 0- 5 1. 3 0 6 5.0 

611 火山灰 。~5 O. 7 7 3 5.4 

ス19 粘土質 。~5 O. 3 1 1 6. 6 

ス19 砂 質 口~5 0.3 1 1 6 3 

火山灰 0- 5 1. 6 2 6 6.8 
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た土壌、海底土の放射能強度は、地負の状態とも関係があってか16 --7 5 5 mC i/kAと大き左バラ

ツキがあった。海底土は太平洋(八戸〉とむつ湾(大湊湾)の試料で、 0.5--2.0 pCi /:r乾であ

った〈表 7)0 

3・3 90S r、1.37CS 

送付試料氏ついて日本分析研究所が分析した結果 7)8)(1""(よると、雨水・ちりの分析値は昭和3少年

頃をピークに漸滅の傾向をたどって、 90Sr、 137CS 共な〉むね0.1mC i/kAを上下し左がら横ば

いの状態、が続いている(表9、図 7)0 1.31 C S は全国平均より低い (1~塩水準) 0 
陸水は、 90Srが0.1pCi/sを上下して全国平均より低( (1 %水準)、 131C8が O.0 5pCi~ 

以下で推移して全国レベルとの間に差が左円分析値が常時0.1pCi/匂を超えた時期は 90Srが昭

和 43 年頃まで、 13(~ Sが昭和41年頃までで、以後は漸次減衰傾向をたどっているようである俵 1

1 0) 0 

図7 雨水・ちり中の 90Sr、1.31CS 

1
31C8 mCi/説4 4 r 90 S r mC i ..A1Ii 

青森←→
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図8 牛乳(原乳)中の 90Sr、131C8 
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国

日常食中の 90Sr、1.31CS 

90
Sr 

137C S 

PCi/?Ca pCi/?Ca 
月iJ
全国

青森 青森
(3 7話料 (3 7ð鵡~

表 12 

種

雨水・ちり中の 90Sr、1.37C 8 

自OSIffiCiノ鋭 sumoAd 
全国 全国

月青森勺7青森G;7
試料) 芳、料

0.1 5 0.07 0.22 

表 9

年

5.6 5.5 9.3 

5.8 

7
一
)

6
一所一究一研一学

1

研
8
一本

Z
一日

1 0.3 1 66 ス2

9. 7 

(1 970) 

都市成人 14.1 

農村成人

農村幼児

0.0 6 d (19 70) 

0.2 7 0.1 3 0.1 2 0.05 5 

0.39 

0.23 

0.0 7 

0.20 

0.23 

0.1 4 

0.0 7 

0.1 3 

る

7 

0.1 2 0.20 0.08 0.1 2 8 

0.1 8 0.04 0.06 0.5 3 9 

0.08 0.0 7 0.04 0.0 3 1 0 

土壌中の ~OS r 、
90
Sr 

表 13 0.09 0.08 0.06 0.0 6 1 1 

ロlCi /k#t mc i A#. 
月深
全国全国

青森 青森
(1 3誠事 (1 3試粉

0.1 0 

0.09 

0.0 8 

0.05 

0.0 6 

0.0 6 

0.04 

0.02 

1 2 

1 (1 9 71) 
年

0.11 

0.1 9 

0.04 
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口
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一/
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、

0.0 5 0.62 2 

5 

(1 970) 

古事、水中の 90Sr、137CS 
90門 137円ー。且
pCi/s V口pCi/s
全国 全国

丹青森(227青森G27
試料 試粉

0.1 8 

0.2 5 

34.7 

58. 8 9 8.2 9 3.0 

(日本分析化学研究所)

21.1 2 6.4 21.4 

73.7 

5 

。-20。~8 表 10 

年

0.0 6 0.04 0.1 6 4 (1 970) 

0.0 6 0.04 0.0 7 9 

0.04 

0.1 0 0.1ν0.0 3 0.0 3 

(日本分析化学研究所)

0.04 0.1 4 0.0 7 1 2 

5 (1 9 71 ) 
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131C8 

月 pCi /t rC i/?Ca pCi/spCi/?Ca 

青森も~1dl青森全国青森全国青森全国
年

呪61 6.3 1 3.2 23.2 5.4 1 4.9 (19 70) 44 

1 2.7 1 0.8 1 9.2 1 8.0 4.7 ス05.1 5.1 8.4 66 

1 2.6 2 0.5 20.5 30.9 6ι4 1 4.4 6.6 6.6 1 3.5 8 

呪7

4
4
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2 2.9 

1 3.7 
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牛乳の分析{直(也、昭和45年になける 5回測定の平均が、 Srで青森 14.7、全国5.9pCi/s 

Csで青森23.8、全国16.2 pCi/13といずれも全国平均より高かった(表 11.、図 8)0 牛乳

中の Sr、cs は、一般的には昭和 39年以降横ばいもしくは漸滅の傾向にあるけれども、青森県は
どの年次 VC :j:，~ いても全面平均を上拘った分析値を得て有意の差がみられた (8 r 1. %、 Cs 5%水準)

日常食、土壌についてはバラツキがみられるけれども異常値を示さず、全国平均との間氏差が左い

(表12、表13) 0 

以上のように、各試料。分析値は昭和39--41年をピークに漸減してなり、 SrとCsではCs 

の滅り方が比較的顕著で、陸水や牛乳にこうした傾向がうか Yわれるつ

表14 サーベメータ一氏よる空間線量
担:J 定調IJ 定 空間線 担IJ 定担iJ 定 空間線 ~IJ 定損IJ 定 空間線

時 量 率 時 量 率 量率

場 所年月日 μiVhr 場 所年月日 μ:1Vhr 場 所年月日 μ1V'hr
青森市 46. 1.18 15 ~OO 3.64 青森市 4610.13 10:00 6.83 46. 6.11 556 

コ厘Z骨3、- ータレ」ミ 121 14:30 3.57 雲谷谷 11. 4 10 :30 693 ス.19 5.37 
128 11:-00 3.50 47. 1. 8 10 :20 5.85 11.10 5.60 

1.30 9 ~50 3.66 1.19 10お0 5.72 4ス2.1 6.03 
2.3 10:30 3.61 126 15 :00 5.78 46. 611 529 

2.4 10:30 3.66 3. 7 11 :00 653 7.19 527 

2.6 10 :30 3.60 3. 8 14 :00 6.36 11.1 (} 5.63 

2.9 11:00 3.65 330 10:00 699 47. 2.1 5.4 5 

220 1 0:30 3.46 むつ市 46 611 5.75 46. 6.11 5.78 

3.3 1 4~40 3.63 (市営グ ス19 5.02 ;9 5.23 

311 11 :30 3.63 
ランド)

11.1 0 5.44 1!.10 5.24 

3:1 2 10:30 3.52 47. 2.1 5.82 47. 2.1 528 

529 10:00 6.4 5 (浄小水荒j場11)46 611 6.61 46. 611 559 

6. 3 10:30 5.72 ス.19 ス15 ス19 598 

ス20 13 :00 4B6 11.10 ス19 11.1 0 5.98 

831 10:30 6.21 47. 2.1 5β7 
L--

表1S モニタリ Yグポストによる空芭平糧均笠値準年旦別推移

年 月
上限値月下限値月月 上限値月 下限値月 月平均値

平均 cps 平均 cps c p s 月平均 eps 平均 cps c ps 

4月.4 呪 33 スo9 8.0 6 46.4 1 0.4 5 8.2 2 9. 1 2 

5 1 0.3 3 8. 0 5 スo8 5 1 O. 6ろ 8. 4 3 9. 3 6 

6 1 0.4 1 8.32 9. 3 2 6 1 O. 8 1 8. 6 7 9.4 9 

7 1 O. 5 5 8. 4 7 呪36 7 1 1. 2 3 呪 21 呪75 

8 1 O. 8 3 8.5 1 9.4 7 8 t O. 6 1 9.2 8 虫72 

9 1 0.0 0 8.6 1 玖56 9 1 0.9 8 9. 1 2 9. 7 0 

1 0 1 0.5 5 8.4 7 合 36 1 0 1 0.9 8 呪17 役 75 

1 1 1 1. 2 2 8.1 9 呪27 1 1 1 1. 6 0 9. 1 0 虫81 

1 2 1 O. 7 5 ~. 4 1 7. 9 4 1 2 1 1. 3 4 8.3 6 9. 3 5 

4 6. 1 1 0.1 0 6. 3 6 7. 6 7 4 7. 1 1 1. 9 2 9. 3 1 1 0.0 0 

2 8.9 5 61 7 7. 3 6 2 1 0.6 9 8.4 8 9. 1 8 

5 9.9 1 69 5 8.0 3 5 1 0.0 9 8.8 0 9. 1 9 
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図ヲ サーベメーターによる空間線量月別推移
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5・4

5 ・4 ・1サーベメータによる空間線量率制定結呆は、損Ij定時期Kよって変動があるけれども地形、

地質、動定位巌3影挫す受け易し核県発実蹴Kよる異常値とは言語、められない白〈表14、図 9) 

3 • 4・2 モエタリングポストによる空間線量計数値

測定時期で変動があるけれども、核爆発実験。影響は明確でない。期間中異常値は計測しなかった口

(表15、図10 ) 

4 まとめ

放射能測定値は、昭和 37...........4 0年をピークとして漸減の傾向をたどム横ばいの状態を続けなが

ら推移しているo

詰査期間中核爆発による彰響は殆んどなかった。

mCi 
全8放射能値を雨水についてみると、 1O"C"''-'/v_2 のオーダーで横ばhを続け、中国第 13 

r出

回実験時にないてのみ月間降下町48.4 mCi/Km
2を示して核実験の影響問、わせた。雨水 ."t.!Jは

月間降下量13~101mci412で、核爆発実験の影響は懸著でなかった。上水、最蓄産物、魚類。

放射能は、低レベルで異常値を示さない口土壌・ i毎底土θ浜IJ定値は、地質由来。左手主主があってか試料

によってバラツキがあるD
90 137 
Srと Cs の分析値は持~減の傾向で推移し、 c sの波少がよ b明らかである白雨水・ち b、源

水、日常食の
90Sr、137CSは、全国水準あるいはそれ以下であったが、牛乳は全風水準よ b高かっ

た。

現今、核爆発実験が引続き警戒される一方で、青森県が初の ~ERヤ力船定係港として位する意義は大

きく、放射能miJ定は一層重要である。

試料の採取にあたっては、中南地方農林事務所、北地方農林事務所、 Dんど試験場、三戸保健所

むつ市開発室のど協力をいただいたっ r:R示力船開発事業函には船舶利用面でもど尽力いただいたロ
記して感謝の意を表する。
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8 ) Rad i 0 a c t i v i t y S u r v e y Da t a i n J a p a九 -%.3'1、Nat i ona i 

Institute of Radioiogicai ScienceS(1971) 

H佐和 47年度放射能調査の概要

工藤憲治 原子 昭

調査万法

前年度に引続き雨水・ち b、陸水宏よび各種食品等について実施した。科学技術庁委託の調査と、

原子力船「むつ」定係港に関連した、むつ市を中心とするパックグランド調査であるo

本年度から 13].1分析を牛乳について行なった。測定機器は前年度ど$'J?である白].3].1損Ij定には、

日立製、 RAH-403形、検出器NaI(Ti)3Xごを使用した口

調査結果

1 雨水・上水，海水

測定回数は 89回(前年度76回)、総降下量は 56. 1 mC i /KJn2 (前年度10 3. 8 mc i /Kn12 ) 

であった。測定値はバラツキがあるものの、漸減の傾向に推移する臼上水、海水について異常値は

認められず、青森、むつ両地域聞の平均値vr差がない(危険率5弼)。

2 海底土・土壌

海底土は、八戸港と大湊で調べ大湊港がよ D高い値であったけれども、地域差の言及にはななデ

ータの積み重ねが必要と思われる口土壌り測定値にはバラツキがあ D、海底土同様今後の資料を得

た上で検討したい。

5 各種食品

魚類、牛乳、米、 bんど、大根などの測定値について特記すべきととはない。牛手」米、 Dんどは

前年度と比べて差異がなかった(危険率 5% )。

4 空間線量

青森市とむつ市内 5ク所で実施したが、前年度と比べて特記すべき推移はなかった。両市聞での地

域差もない〈危険率 1弼〉。

5 1 

青森市の牛乳 6試料についてエネノレギー測定を行ったが、 2.0 2 "'-' 1 O. 2 1 pC i / eの範囲で平
常値を示した。

昭和47年度搬手能調査測定値は、各試料を通じて具常値を示さず、全体として横ばいまたは漸減

の傾向に推移した。

文献

1 ) 科学技術庁:放射性ヨウ素分析法(1967)
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(1968) 他:昭和 45・46年度胸椛調査、青森県衛生研究所報

雨水中の放射能

昭原子

表 1

aB 4 7 

計5 2 12 1 1 1 0 9 8 7 6 5 4月
値定調リ

89 4 7 13 15 1 2 6 5 4 5 8 7 5 数定調Ij

656 720 45.6 51.8 54D 32.6 349 527 25~ 86.3 538 64.3 214.3 平均値pCi/ぞ

10虫6622270ろ105!1 150] 49.7 171.5 82.3 539 ム，22217虫8174:1 8虫5最高値pCi.A

26 39.1 166 52 18.8 2.6 e1.6 334 5.3 27.6 18.8 7.7 23.3 最低値pCi/ぞ
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局所型じん挨物質による大気汚染機序と

その汚染物質に含まれる重金属類について

一一一じん挨に含まれる重金属類

橋本康孝



結言

環境大気K存在する徴粒子状物質Kは多種類の汚染物質が含まれて沿b、とれら浮遊性粒子状物質

。健康への影響は有害性ガス状物質との相加、相柴作用と相{突って、極めて亘要左ととである。特に

環境大気中の微粒子状物質の濃度、内容戚分、企よび粒度分布等を把握する ζとは、その有害性を評

価する上で必要である。そこで著者は‘じん壊の発生諒から距離}jljvc測定機を設置して、各測定点の

浮遊性じん壌を採取し‘その濃陸、内容成分身よび粧度分布の分折を行左ョた。その結果、届所型じ

ん壌による環境伶染について、若干の知見を待たので考察を加え報告する口

1 測定方法

1 - 1 測定械器の位量

測定機器の設置個所とその機種は歯 1のどとぐである口

1-2 渦定機器の航要

(1) Hi gh-Vo 1 ume Samper 

Hi-

1 2  

V H 

C{ 

5 

i-V Hi-V 

~P CCP c
 

o
 

) 
B 

."，--ー---¥、

¥ 
2 3 

Hi-V Hi-V Hi-V 
¥ 、、、

h、、

一

Hi-V Hi-V 

。…

A S Lo-V 

Cy Hi-V 

日 1 0 0 0 m 

図 1 Sketch Map of Measured Point 
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Hi gh-Vo 1 ume Samp 1 cr (Ame r i c an Comme r c-i a 1 製)は、シェノレタ一千jで、 と

れにGe lmanA型のGlass.FiberFilterをセットし、 24時間約 2000.，.の空気を吸引

して、 5日間行左い意料を得た。

~ Cascade Centri P&ter 

Cascade Centri Peter(紀本電子社製)vcは‘ Wha tma n G 1 a s s F i b e r F i 1 

terをセットし、 24時間約 501sBの空気を吸引して試料を得た。

(3) Low-Vo 1 ume Samp 1 e r 

Low-volume Sampler (新宅社製F.K.S型)vcは、 GeImanA型のGlass Fiber 
Filterをセ y トし、 5日間連続して来090勿防空気を吸引して試料を得た口

~) Anderson SamPler 

And e r s 0 n s amp 1 e r (紅本電子社製〉は8段より左り‘ 1O. 3 u払上の粒経をもっ粒子

よれ O.1 u以下の粒子経をもっ粒子まで、各々の粒子経によって8群K分類する白そして!由経 8.2 

cmのAlum i n i um f 0 i 1を各ステージ上に量き、来、140仰の空気を 24時間吸引して、 5日間行

左い試料を得た白

(5) Cy c ] 0 n e H i g h-V 0 1 ume S amp 1 e r 

Cyclone High-VoIume Sampler (紀本電子社製)にChe ImanA型のGlass Fi 

1 t e rをセットし‘ 24時間約 20 0 0仰の空気を吸引して、これを 5自由J行い誌料を待た。

1 -3 分折方法

(1) じん填濃度の計量

捕集したじん壌の各試料は 24に湿度 50%の恒温、恒湿の秤量室vc2 4時同J放量した後、重量
訟で言十糊した。

(2) 亘金属類の分折

採じんしたGlass Fi lterを22%に分割し、低温灰化装量 (International Plas 

ma Corporation)でJV(化後、試料を細片して、内容 30 0 mfのトーノレビーカー中で硝酸‘

過塩酸によ b、金属を抽出、左らびK有機物を分館し、水浴上で蒸発乾画した後、 10%硝酸を加え、

水浴上で 15分間加熱する。とれを冷却したのち‘水を加えて定容にして検散とした。原子政光分:7t

分折には、， Jarrell-Ash製AA-l~型原子政光分光光度計を使用し、 Pb， Mn. C r.， Cd、Fe、Z

~ Caの7種の金属類を主として測定した。

2 実験結果とその考察

2 -1 Hi gh-Vo 1 ume S amp 1 e rによる紙、浮遊じん量とデジタノレ粉じん計の日変化

発生源から、 10 0 0、30 0 0 mVC既設されているデジタル粉じん言Tによる 5日間の平均濃度の

時間変化は図 2......函5で、 ζの図によると 10 0 0 m地点、では午前中と午後の2固にピークが誌めら

れ、産業都市型と同様左傾向を示すが‘ 30 0 0 mでは、その傾向は明らかでは左かった口さらVCH

igh-Vo 1 ume Samp 1 e rによる 500‘ 1 0 0 0 、30 0 0 mの各拠点の経若手遊じん量は弟 1

報で述べたどとし 70 0 --1 0 0 0 mVCピークを示した。の齢、風向の日変化と厨誌の強弱によれ

各調l点のじん挨量は左右ざれるロデジタノレ粉じん言十とHigh-Volume Samplerの浮遊じん濃度

には図4VC示すどとき相闘がみられた。
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2 -2 浮遊じんの濃度と粒庫分布

浮遊じんの粒度分布を調査するため、 10 0 0 mの渦定点~Anderson Samplerを設置し.

5日間実験をむと左った結臭は、表 1どと〈であり、企棋による捕集総浮遊じん量の 86--91%が

1 0μ以下の粒子であった。微粒子の呼吸器内の侵入率止よび沈着率は微粒子の粒佐、形状、比重、

潮解性等によって異在るが、一般的Kは 10 μ以下と云われる口実験KよるAnderson Sampl 

erの 10μ以下のRes p i r a b 1 e S u s p e n d P a r t i c u 1 a t e (以下RSPと略記)は、 7

7 ........ 1 2 0μg/mBで、積算重量のMas s 1Vled i a n Di ame t e r (以下MMDと略記)は、 0.6--
5-1 

0.9 6μであった口(図 5-2参服)そこで、他都市と対比するため、わが国の代表的都市のMMD

{直を調査してみたが、資料は皆無であったので、 197 0年 1月米匡!のNASAで測定したCHIC

AGO 、CINCINNATI、DENVER、PHLLADELPHIA、ST. LOUIS 、w
ASH、D、Cの資料(表 3s;点〉を基K‘全上各都市のMMDを吟昧したところ、 0.40'""-' o. 8 3μ 

と著者の実験した地域より比較的小さい数値であった。よって、実験した地域のMlVlDのO.9 6μは

比較的大きいと云は左ければ左ら左い口 RSPと総浮遊じん量の比は一般都市Kむいては‘ 80%前

後とRSPが舵;浮遊じん量K近い値を示すが、実験した地域では 20--47%とそのよじは小さかョた白

しかし、全地域の紙、浮遊じん量は一般都市よ D高いので、 RSPの絶対濃度もやや高〈在る傾向にあ

る口 300 OmV<::設置した Cascde Centri Peterによる粧展分布は表 2で、全地点のHig

h-Volume Samplerとの比は 75.8 --8 1 %であb、MIVlDは0.8--1. 9μであった白との数

値はAnderson S田nplerより若干大きいが‘これは機器の機桔の相違Kよるものと考える。一

方、 500と10 0 0 mの両地点に設量した Cyclone High-Volume Sampler (RSPの

採じん験)V<::よる採じん量は図 6上部表で‘ High-Volume Samplerとの同Kは図 6の相蘭医

係がある。以上から全地域のRSPは総浮遊じん量と村勘信担保にあるが、実験E手KむいてはRSPは

5 5.2 --1 3 0μg/加‘ MMDv-l0.6........1. 9μである o これは米屈の産業者IS市ST、LuUISのR

S P <1 4. 5 --8 1. 2μg/1仰が‘ MMD、o.5 3'""-' 1. 0 2μK比し大きい。したがって、全地域は局所型

汚染の傾向が強いとむもわれるが‘わが白の産業都市との比較資料不是のため断定することができな

い。
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表 1
CU'11ulati ve size distribution of 七he dust measured 
'¥:/i th c8.scade centri peter. 

2 5 

CSDCSD  CSDCSD  CSDCSD  

Size I Weight Weight Weight WE:!Ight Weight Weight Weight Weight.Weight 

(μ) (ug) (ug) % 

under 

O. 1 1. 1 0 1. 1 0 3 2 

0.3 0.2 3 1. 3 3 3 9 

1. 0 0.4 3 1. 7 6 5 1 

2. 1 O. 3 6 2.1 2 6 1 

3.2 0.2 2 2. 3 4 6 8 

6.2 O. 2 7 2.6 1 7 6 

10.3 O. 3 3 2. 9 4 8 6 

above 

1 0.3 I 0.5 1 3.4 5 1 0 0 

TotaI In-hoI 3 Z8伊

R S P 

MMD  

undre 1 0μ 

Remark 

7 7μg/m8 

0.9 0μ 

8 6 ~出

(Ug) 

1. 2 4 

0.6 3 

O. 6 6 

0.5 1 

O. 3 4 

O. 3 2 

0.56 

0.5 9 

(Ug) F話

1. 2 4 2 6 

1. 8 7 3 9 

2.52 5 2 

3. 0 3 6 3 

3.3 7 7 0 

3.6 9 7 6 

4.2 5 8 8 

4. 8 4 100 

41.8ms 

1 0 1μg/初B

0.6 7μ 

8 8 ~話

(Ug) 

1. 6 0 

0.8 5 

1. 1 5 

O. 5 3 

0.34 

0.3 7 

0.4 8 

O. 5 8 

(ug) 5お

1. 6 0 2 8 

2.4 5 4 2 

3.6 0 6 1 

4.1 3 7 0 

4.4 7 7 6 

4. 8 4 8 2 

5.32 9 1 

5.9 0 1 0 0 

42.4w 

1 2 0μg/ms 

0.6 0μ 

9 1 ~話

C S D ・・・・・・・・ Cumulative Size Distribution 
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表 2 Cumulative Size Distribution by Cascade Centri Peter 

at 300 Om. 

NO  of 
2 5 

Stage Samples 

underμg/，伽 1 2. 0 2.8 4.4 
I 
1 8 u /。O/ 反 2 5.0 7. 3 

μg/711s 6 0.0 1 3. 0 2 O. 5 
1 1 8 u 

% 4 6. 0 2 3.6 3 3. 8 

μg/ma 2 6. 8 8. 0 虫8
111 2 u 

A A' 1 4. 6 1 6. 7 1 6. 1 

μgパIlB 36.7 3 1. 4 2 6.0 
1 V 1 u 

f弘 2 8. 1 5 6. 8 4 2.8 

Total 
5 5. 2 μg/1仰 1 3 O. 5 6 O. 7 

Dust 

Hi-Vo 1 μg/I仰 1 7 2. 0 6 8. 0 7 6. 0 

Ration of Hi-Vol 
O. 7 5 O. 8 1 O. 7 9 

to C.C-P 

1司lind Diraction NE--NNE WNW--NNW NE........ENE 

Wind Speed m/s 3.3 5. 7 3.2 

表 3 Annu月1distributi.on of the du.s七 sizein U.S.A (19'(0) 

OHIOAGO OINOINNAT DENVER PHILADELPHIA ST.LOUTS 抗日¥.SH.D.O

AVG.OONO (J1.gバが) 8 6. 5 7 4.3 5虫 7 5 8. 5 7 3. 1 5 6. 3 

AVG. MMD (u) O. 7 6 O. 7 0 0.4 0 0.4 7 0.8 3 0.4 6 
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2 -3 環境大気中VL;t'ける重金属繋

(1) 汚染地域(工業地区)と非拘染地域の比較

汚染地域にむいて、発生源から距離足Uvc環境大気中のじん挨をHigh-Volume Samplerで

採取し、その中K含まれる重金属類を分がーした結呆l昔、表 4と図7であるが発生保の近傍では、 Fe

Ca. Mn耕が多く‘ Znは析、浮遊じん量と相対的に変車iし、 Cdは汚染地域全よび非汚染地域にむい

ても明らか左差が左〈、広域的に:微粒子として存在するものと推察される。そζで‘汚染地域と坂
。)
本らが測定した農業、化学、住居の非汚染地域とを比較したのが表8で、 ζの表からも浮遊じん畳

は丙染地域の工業地区に最も多ぐ、 20 5 ---6 0 4μg斤九平均、 407μg/7llJlで、次いで化学工

場地区の75---216μg/初九平均、 15 2μg/句ヘ一般住居地長は 52--212μg斤凡平均、

125μg/m3‘最後が農業地区の 60 ---1 1 4 /1.g/7lls、平均、 83μg/初8である。さらに重金属類

の成分は工業地区が最も多〈、 Cd以外はその差が明らかである白 Pbは工業地区τ、O.2 6 ---O. 5 9 

表4 i: e七九l concentr在tion in the dust particles 

ui [:， tance s 

Distance Me t.a 1 

from source 

AVG 
I 

lV1 ax 
( 5 00 m) 

Mi n 

M. C/T . D x 1 0 0 0 

(μg/mg) 

1 1 
AVG 

Max 
(1 00 Om) 

Mi n 

M.Cノr.D 玄 1 000 

(μg/mg) 

AVG 
1 11 

Max 
(3000m) 

Min 

M.C/T.D x 1000 

(μg/mg) 

Remark 

from a source. 

Fe Mn Zn Ca Pb Cr Cd 

13.6 5 0.84 4.5 7 1 2. 9 3 0.4 4 0.1 0 0.0 04 

29.54 1. 1 7 Z 8 3 1 9.66 0.8 6 0.1 5 0.0 0 5 

4. 9 7 0.55 2.7ヲ 6.1 9 0.25 0.0 3 0.003 

4 4.2 0 1. 7 1 1 4，8 0 4 1. 8 0 1. Ll 3 0.3 2 O. 0 1 3 

1 n. 1 5 0.54 1 4.28 1 0.3 3 0.3 9 0.0 8 0.00 8 

1ヌ90 0.74 30.25 1 2.35 0.5 9 0.1 3 0.010 . 
3.06 0.3 3 2.04 8.3 1 0.2 6 0.0 5 0.006 

24.9 0 1. 3 1 35，1 0 254 0 0.96 0.1 9 0.02 0 

4.70 0.4 6 4.77 6.76 0.33 0.04 0.004 

6. 3 0 0.8 7 8.8 0 6，8 6 0.6 1 0.0 5 0.004 

2.8 0 O. 1 9 1. 3 3 6.6 5 O. 1 0 0.02 0.003 

2 5. 7 0 2.4 9 2 6. 1 0 3 6. 9 0 1. 7 9 0.2 0 O. 0 2 0 

M.C o....Metal Concentration 

T. D •• e • • To t a 1 Du s t C on c e n t r a t i 0 n 
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表 8I<etっ工 concentration of the dust particles in four aref 

(μg片的

Me t a 1 TotaI 
Fe  Mn  Zn Pb Cr Cd Ca  

dust concentraion ~ 

Area 

Agri cul- AVG 2.5 1 0.07 0.4 9 0.2 0 O. 0 0 6 8 3 

ture Max 3.51 O. 1 1 0.6 9 0.26 0.0 1 0 1 1 6 

area M i n 1. 8 7 0.05 0.3 0 0.1 4 0.003 4 7 

MCノrDx 1 0 00 
3 0.0 0 0.8 0 5.9 0 1.60 0.0 7 2 

μg/mg 

Re s iー AVG 4.56 0.1 2 0.5 2 0.3 2 0.0 2 0.007 125 

dence Max 1 9. 4 0 0.42 1. 0 7 0.54 0.0 6 0.0 1 5 263 

area Mi n 1.72 0.03 0.0 8 0.06 0.008 0.0 02 52 

MC/TD x 1000 
36.4 0 0.9 0 4.1 0 2.5 9 0.064 O. 1 0 0 

μg/mg 

Ch emi c a 1 AVG 4.1 5 0.1 4 0.7 1 0.3 0 0.02 0.009 152 

industry Max  8.99 0.2 7 1. 0 1 0.4 5 0.04 (1.014 224 

area M i n 2.22 O. 0 7 O. 1 1 0.0 9 0.0 2 O. 0 0 3 7 5 

MC/TD x 1000 
2 Z 3 0 0.9 0 4.6 0 1. 9 0 O. 1 0 0.0 59 

μg/mg 

Indus- AVG 1 O. 1 5 0.54 1 4..2 8 0.3 9 0.0 8 O. 0 0 8 6.76 4 0 7 

trial Max 1虫90 0.74 3 0.2 5 0.59 O. 1 3 0.0 1 0 6.86 604 

area Min  3. 0 6 0.33 2.04 0.2 6 0.0 5 0.0 06 6.6 5 205 

MC/TD x 1000 24.90 1. 3 1 3 5.1 0 0.9 6 O. 1 9 0.02 0 25.4 0 

μg/mg 

Remar k 

Indus七rial 弓reais 1UUU m from t凡esour<.:e. 
l\~C Hetal concentra七ion TD Total dust 
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μgβ人平均、 0.39μg/mB.、 ζれは農業地区の約2倍‘一般住居地区の1.2倍、化学工場地区の

1. 3倍、1¥1nは0.33 --0.7 4μg/加、平均、 0.54μg/wで農業地亙の 8倍、一般住居地区の 4.

3倍、化学工場地区の 3.9倍、 Feは3.0 6 --1虫90μg/mB、平均、 1O. 1 5μg/m5で農業地区

の4.0倍、一般住居地区の 2.2倍、化学工場地区の2.4倍、 Znは2.0 4 --3 O. 2 5μg斤ヘ平均‘

1 4.2 8μg〆moで農業地区の 2Z 1倍、一般住居地区の 27. 5倍、化学工場地区の20.1倍で、浮
遊じんの内容成分中特に大き左値を示した。 CrはO.0 5 "-O. 1 3μg斤ヘ平均、 O.0 8μg/初Bで

住居地区の4倍、化学工場地区の 3.4倍である。

以上の結果、浮遊じん総量中のCdは非汚染地域会よびイ也の都市と比較し、明らかにその差を認める

ととができ左かョた。 丙染地域では、東京、大阪、名古屋(表?参照)むよび実験地域の非拘染地

域と比べ、 Mn.Fe、Zn.Cr、Caが白立って多く、局所的性格を表はし、そのうち、Mn、 Fe. Ca. 

Crは発生源から主主〈走るKしたがい翫少する。 Znは詳遊じん総量と相対的に誠小するが、その繰

表夕 、Me七a1 conce~tration in atmosphere in 
three ci七ies(1969). 

μg/m8 

MetaI TotaI 
Fe Mn Zn Pb Cr Cd 

concent- Dust 

Ci t y 

OSAKA 6. 5 0.37 2.2 3 1. 9 4 O. 0 3 3 334 

TOKYO 3. 4 O. 1 5 1. 5 0 1. 0 4 0.0 4 4 1 7 1 

NAGOYA 2.8 0.1 6 1. 9 2 0.7 5 O. 0 1 8 1 4 0 

度は、いづれの非拘染地域なよび者I~市よりも高濃度であるため、局所型汚染である ζ とが明白である。

Pbは一般都市と比較しても、それほど高濃度では左い、しかし、発生器、から 3Km地点まで他の重金

属と同様減少するが、それ以遠で若干多〈左る傾向にあった。 ζれは発生訴からの汚梁範囲が3Km程

度で、それ以遠は他の発生軒、との複合によるものと推測される。
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(21 カドミウム、鉛の環境指標濃度値案)と局所型じん壌中のカドミワムなよび釦との比較

浮遊粉じん環境基準専門委員会による環境大気中の有害'性金属業自の濃度と人間への影響の許容濃度

の勧告をず謀に、 i汚染訴査地域のカドミワムと鉛晶一度を比較し、吟昧した結呆は、次のどと〈である。

(a) カドミウム

大気中のカドミウム最度は昭和44年段、わが国の国設大気お染調j定締HN.A.S.N)9測定点の

測定で、最高 0.52μg/，'7ZB (東京)であり、出定点毎の年平均値は東京の U.0 4 4 μg/m~が最大であ

る。 9長Ij定点の絞:平均は O.0 2μg/初~3である。日本の重金属的染地域の大気中のカドミウム蜂屋ーは、

最高 O.1μg斤仰を大き〈こえ、 1μg/初Bをζえるデータもみとめられるが、厚生省では産業の場vc.:j己、
ける空気中のカドミウムの基準をACGIHの暫定値、 CdOフュームで 0.1mg/知、可溶性のカド

ミワム塩の粉じんで 0.2mg/m3と定めたロまた‘日本産業衛生協会による「許容住度等の勧告」のC

dO 0.1 mg/wで、 ζれは、ソ連、テェコ、西独、ポーランド等の最大許容法度でも同じであるが、

土屋は Cdとして、 0.05mg斤7s以下とすべきことを提唱している。そこで全委員会では労働環境の

基準(O. 1 mg/ma )の 1/30~~1/1 00の口.88 ~ 2. 9 3μgノ加を暫定値とした白著者の的染調査

地域のカドミクムは最大値、 O.0 0 8μg/m3、平均、 0.00 6μg/mBで、暫定指標値。 1/150 ~ 1/ 

500であb、全地域のカドミウムは現在のところ、自然界K存在する程度である。

(b) 鉛

園設大気汚染測定仲」で測定した鉛量は昭和44年度は0.12 ~4. 3 0μg/1!'八平均、 O.9μg斤zti

であるが、しかし、微量繰肢の釦vc2 0年、 30年と長期同暴露した場合の鉛による健康への影響、
特に蓄桔Kついては不明であるD 鉛に係る環境基準専門委員会の報告呆Kよれば、体内に主Jが残留し

左い程度の政入空気中の鉛量は、腸管からの鉛の政入空気中の鉛量は、腸官からの鉛の政収率を 5--

1 0 %と想、定すると 2-5μgβZH以下であると論じている口 ζれを詰置を地域の鉛量と比較すると、同

地域の最高値‘ 0.86μg~冊、平均、 0.4 4μ g/m3で、全匡j平均値の 1/2 、指標値集り 1/5~1/

1 0‘東京大原交又点、 4.06μg/みがの 1/10である。したがって.現時点。全地域の鉛汚染に刻し

ては、問題を提起するまでにはいたら左いものと考える口

(3) その他の亘金属類

浮遊じん中に含まれるFe.Zn、Ca"Mn. Crが他の地域よ b‘目立って多いととは‘汚染地域が

重金属類K対し、局所的である ζとが明白である白これら重金属類には労働環境の許容濃度値も規制さ

れてbらず、まして、人体の健康被害に対する急性、慢性中毒に関する汚染強度の定説も確立されて

い左い白しかし、 ζれら牧I賃が直接人体の健康K有害を与へ左いとしてい二次的汚染、即ち存曜の

悪化、日射量の減少止よび物理酌要函による疾病等間接的位農被害の影響因子も充分考庫する必要が

ある白

給論

1 汚染地域(工業地区)のRSPとMMD

汚染地域にむける浮遊じん中のRSPは‘その絶対濃度が 55.2--1 3 0μg/moで、 ζれは米国 6

大都市の 41. 1 -.9 8. 3μg/切に比し、若干高い。 MMDは全者1:1市の O.1 9 --1. 0 2μは比較的大き

い。とれらのRSPとMMDは

(1) R S Pは浮遊じん量と良好左相関があり、全地域を米国の産業都市と比較したととろでは、
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局所的じん挨汚染の要素が強いが、断定するととができ左い。

(2) MMDには局所的の特長がみられ、産業都市K比し、粒経が大きい。しかし、健康K及ぼす

影響粒度量としては、一般者E市よか、やや濃度が高いが、人体の健康影響については、 RSPの絶対

濃度なよびその内容成分の議等の問題が重要諒題と在るものと考える白

2 汚染却誠(工業地区)のじん;壊物質K含まれる重金属類

浮遊じんに含まれる重金属中、 Fe、Mn、Cr，Ca、Znは発生涯;に近い程、目立って多ぐ、遠佐離
言I

K左るKしたがい減少する。 Caは汚染地域、非汚染地域とも縫度毒が認められ左い。 Pbは発生器、

近傍でも、それほど高濃度汚染では左いが、距離が遠〈左るにしたがい減少する白し;かし‘ 3Km以遠

で‘また増加の傾向を示すが、これは‘他の発生源との複合Kよるものと推損jナる口

5 カドミワム、鉛、その他の重金属類

(1) カドミワム

汚梁弛域の浮遊じん中のCaの最大操度O.1μg/知、平均、 0.00 8μg/伽、他の非汚染地域で最

大口.00 9μgA仰、平均‘ 0.0 0 7 5μgβ'18と佐度差は明ら対・で左いo Cdの暫定指標値が 0.88--

2. 9 3μg/msであるから、とれと対比しでも 1/150"， 1/500であるo ζの現状からも Cdは広域

的に微細粒子として存在するものと考えるo

(2) 鉛

鉛は長期間慕露の蓄積データが左いため不明であるが専門委員会は疾学上からの規制目株値として、

2--5μg/伽以下を提唱している口汚染地域の浮遊じん中の鉛量は最大0.86μg/'<側、平均、 0.44

μg/みがで、目標値の 1/5--1/10であるから、一段見時点では鉛汚染K刻する閥抗提起する数値

では左いものと考える口

(3) その他の重金属類

Fe. Mn‘Zn.. Caが汚染地域K多いことは‘全地域が金属類K封し‘局所的汚染であるととは、

全地域が金属類に対し、局所的汚染であるととが明白である o 有害性金属類の直接的人体の健康への

影響以外に、 ζれらの重金属類が‘大気中の視程の悪化、日射量の減少、またわ、物王量的要因による

疾病等二次的左健康被害を起す要因に左るととも充分考慮する必要がある。

以上から、浮遊じん中に含まれる亘金属類の緯度を低減させるため、各地域の浮遊じんbよびRSP

総量中に含まれる重金属類の特牲を把握し.これを基調として、環境大気中の浮遊じん、またわ、 R

SPの絶対濃度を規制し、それK適合した発生源対策が肝要である D

稿を終るに当 b、終始ど懇篤左ど指導とど鞭健在らびにど校闘を賜った弘前大学医学部教授山本耕一

博士K表心から感謝を捧げます。左身、実験にど協力下さいました住金化工紛池田実謀長に深甚の謝

意を表しをす。
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はじめK

馬沸l川水質調杏

田沢恵子

秋山由美子

古川章子

4 4年度からの継続試験で、ナトリワム、カリワム、マンガン、水銀、クロム、弗素、シアン、ヒ

素、カドミウム、陰イオン活性剤、有機塩素斉弘有椴燐剤の 12項目の試験を行左フてきた。実験値

は年間を通じさして変化の在い値を示している。強いていう左ら 48年 1月採水の陰イオン活性剤値

が目立って減少した白

ζれは‘雪どけKよる流量の増量、降水量等その時期の気象条件K影響されたものと考えられる。

現在の環境状態から推測する左らば、何川水中陰イオン活性剤の検出は晋遍化し、とれからも検出量

は増加、滅少をくりかえすものと考えるo

1 検体数むよび項目数の月別表

採 水 月 検体 数 分析項目数

4月 1 5検体 180枇

7月 1 5 1 8 0 

1 1月 1 8 1 9 8 

4 8. 1月 1 8 198 

計 6 9 756 
F 町

2 調査戚績

馬淵川水質調査成績中陰イオン活性剤の月別推移

採水地点 4 7年4月 7月 1 1月 4 8年 1月 備 考

0.0 3 O. 0 1 5 0.0 3 不 検 出 1 1月以降8.虫13 
2 0.0 7 O. 0 3 O. 0 6 11 

地点が増えた。
3 0.0 3 O. 0 2 5 O. 1 5 0.0 1 
4 O. 0 4 O. 0 2 0.0 4 O. 0 0 
5 O. 1 4 0.06 O. 0 6 不 検 出
6 O. 1 0 O. 0 7 0.0 6 0.0 1 
7 O. 0 9 0.0 2 O. 1 2 0.0 1 
8 一 一 0.06 不 検 出
? 一 一 O. 0 3 O. 0 0 
1 0 O. 1 1 0.0 7 O. 0 5 O. 0 2 
1 1 0.0 6 O. 0 7 O. 0 5 0.02 
1 2 O. 0 5 0.005 O. 0 2 O. 0 3 
1 3 一 一 0.0 1 0.0 1 
1 4 0.2 7 0.04 0.0 2 0.0 2 
1 5 O. 0 2 5 O. 0 2 0.02 不検 出
1 6 0.06 0.0 0 O. 0 1 0.0 0 
1 7 O. 0 9 5 O. 0 0 O. 0 7 不 検 出
1 8 O. 0 4 O. 0 1 O. 0 3 O. 0 1 
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P C B汚染調査

理化学科古川|章子

小鹿 晋

はじめK

県内vc.i，""ける、 PCB汚染状況を総合的に把握する必要よ b、昭和47年度には、魚介類、母乳‘

公共用水域等総計 209検体について検査を行ョた白検査結果は表 1---表 11と図-1のと会りであ

る白

表 1 魚介類のPCB

単位PPm

採取場所 魚介類名 PCB濃度

イワシ 0.04 百石仲

八 戸海域
イ カ 不一検出 鮫角東北東

アイナメ 0.02 

ソ イ O. 1 0 蕪島南 0.3 k 

野辺地先
ホタテ(具柱) 不 検出 野辺地仲 1k 

む イシガレイ 0.0 2 有戸仲

う 大湊 H
アイナメ O. 0 6 むつ角南1.5k

ソ イ 0.0 1 

i寄
青森

タ イ 0.4 湯の島 0.1k 

ホタテ(貝柱) 不検 出 うとう崎 1k 

鯵タ沢海域
タ イ 0.0 4 車力仲 2k

ヒラメ O. 0 1 
一一一一一ー-一

表 2 牛乳のPCB

単位PPm

P C B 濃 度
採 取 場 所 乳脂肪%

脂肪あた b 全乳あたり

明治乳業 八戸市 3.2 O. 0 5 0.002 

星牛乳 下回町 3.4 0.0 6 0.002 

雪印乳業 青森市 3. 1 0.0 7 0.0 0 2 

萩原牛乳 弘前市 3.3 O. 0 4 0.0 0 1 

二瓶牛乳 むつ市 2.8 O. 0 2 O. 0 0 0 6 
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表 5 母乳の PCB

単位PPm

番 者日 市 住 宅地 区 番 農 村 地 区

P C B 濃 度 「iP C B 濃 度号 脂肪あた b 全乳あたり 号 脂肪あたり 全乳あたり

2. 6 o. 1 9 0.005 2. 2 0.2 1 0.0 0 4 

2 4.4 O. 3 2 o. 0 1 4 2 4. 0 0.3 3 0.0 1 3 

3 3.3 日.1 0 O. 0 0 3 5 4.8 0.2 1 0.0 1 0 

4 4. 5 O. 1 5 o. 0 0 7 4 5.8 o. 3 3 (1. 0 1 9 

0.5 0 0.018 5 3.7 0.4 8 O. 0 1 7 
一一一一

表 4 水道源水の PCB

単位PPm

採 場 所
P C B 濃度 J 

取
8月-9月 1 2月一 5月

横内配水場(青森市) 不検出 不検 出

中部 1/ 11 不検 出

油川 11 11 不検 出

原別 1/ 11 不検 出

むつ 1/ 不検 出 不検出

弘前 11 不検出 不検出

五所川原 不検出 不検出

木造 11 不検出 不検出

黒石 11 不検出 不検出
」一一一一

表 5 紙製品の PCB 単位PPm

製 品 名 P C B 濃度

A 5 6 
トイレットペーパー

B 0.2 

A 不 検 出
新 同 紙

B Tr 

A 不検 出
生 理 京市

B 不検 出

A 不検 出
紙 オ .ム ツ

B 不 検 出

ノーカーポン紙 検 出 不検出

8 5 4 6 3 9 

表 6 へい死むくどbのPCB 単位PPm

番
体 重(p-)

PCB襟度 | 

号 胸筋肝臓

9 0.4 0.0 3 I O. 1 I 
2 8ス6 0.0 2 O. 1 

5 8 3. 5 O. 0 2 O. 1 
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表 7 水田土壌お、よび水稲の PCB 単位 PPm 

採 取 場 所 P C B濃度

青森市堤川地域 不検出

土壌
八戸馬淵新井田地域 不検出

作物 水 稲(青森市〉 不検 出

表 8 iiJJ川中のPCB 単位 PPm 

水質中の P C B 底質中の P C B 
採 取 場 所

7月--9月 1 2月--3月 7月-9月 1 2月--3月

堤川| (石森橋) 不検出 不検出 0.2 o. 0 9 

駒込川| (月見野) 不検出 不検出 一

新城川| (戸j 口) 不検出 不検出 0.0 3 不検出

田名部川I(下北橋) 不検出 不検出 不検出 0.0 1 

(赤坂橋) 不検出 不検出

岩木川 (神田橋〉 不検出 不検 出 不検 出 不検出

11 (津軽大橋) 不検出 不検出

1/ (上岩木梧) 不検出 不検出

平川 (平川|橋〉 不検出 不検出 不検出 不検出

土淵川| (蓬来橋) 不検出 不検出 .0. 1 0.0 5 

1/ (小 沢) 不 4検出 不検 出

五戸川| (市川I;橋) 不検出 不検出

新井田川(湊 橋) 不検 出 0.04 

馬淵川| (新大橋) 不検 出 0.0 1 
'----

表 9 事業場排水の PCE 単位 PPm 

P C B 按度
採 取 場 所

回 2 回

コンデンサー工場(黒石布) 不検出

11 (弘前市) 不検出

故再生紙工場(青森市) 0.002 o. 0 0 8 

1/ (弘前市) 0.0 0 3 0.0 0 3 

表 10 終未処理場、し尿処理場のPCB 単位 PPm 

採 取 場 所 PCB繰度

流入水 不 検 出

桜川終未処理場
排 水 不 検 出

駒込し尿処理場 H/: 水 不 検 出
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表 11 ゴミ処理場排水、残灰のPCB

P C B 、最 度
採 取 場 所

排 水 残 灰

青森布ゴミ処理場(三内) 不 検 出

八 戸 11 o. 0 0 0 1 

ーt¥-・ 戸 1/ O. 0 0 0 1 

沢 か 下 検 出一

黒 石 1/ 11 

5ム 前 1/ O. 0 0 0 3 

板 柳 1/ 不 検 出

西北五 1/ O. 0 0 0 8 

1/ (+し尿処理) O. 0 0 0 2 

む つ 1/ 不 検 出

野辺地 1/ 不 検 出 O. 0 5 

大 広田 11 O. 0 7 
一」ー

海域の P C B 

図-1
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1 結果の概要

水道源水、海域水質冬、よび底質、終未処理場の慌入水、排水、し尿処理場排水、水田土壌、水稲

Kついては、いずれも不検出であった。

2. 魚介類

校体数 12の内訳は海水魚 10、貝類2検体で検出範囲はnd--0.4 PPm。最高憤;は背森1宵のタイ

で 0.4PPmと在っているD

3. 牛乳

県内 5地区より 5検体Kっき調査した結果すべての検体から検出され平均では 0.00 1 5 PPmと

れは全国平均 0.02 PPmより低心暫定規制値の 0.1PPmよ b大分低い値である白

4. 母乳

都市住宅地区 5名、農村地区 5名の計 10名について調査した結果、牛乳と同様すべての検体か

ら検出された。又地区Kよる差異ι認められ左い。

5 む〈どb

へい死む〈どり 5検体について、各々の胸筋、肝臓については 0.02 --0.0 3とO.1であった白

筋肉K比べ肝臓の蓄積量が 3---5倍高い白

6. 紙類

トイレタトペーパー、新聞紙、生理綿、紙企むつ、各 2検体‘ノーカーボン紙85検体について

の検査結果は表5のと去り、トイレットペーパーについては 0.2と5，6PPm、ノーカーボン紙に

ついては、 85中検出が46で検出率54%vcも左るo

Z (1口~ J 11 

水質Kついてはい升工からも検出され左かった、底質では 15検体中 8検体vcO. 0 1 --O. 2 P pmのP
CBが検出され、最高値は堤}II(石森橋)の底質であった口とれは上流に故再生紙工場があ b、故

紙に混入する感圧紙の影響が大きいと思われるD

又、検査時期の相違Kより検出であったり、不検出であったDするのは、 (pJ口近(iをので底

質の堆積、移動Kよる影響が大きいようである。

尚検出M.川|はイ可れも市街地の中央部を流れるロ

8 事業場排水

コンデンサー工場Kつは2工場について検査を行ったが何れも不検出であった。とれらの工場

は規模も小さ〈、製品を洗浄する位で排水量も少〈一般家庭左みの排水量である。

故再生紙工場の排水からはいずれも検出されている口特K排水量も多〈常時排水されているので

本県K沿いては最も大き左汚染源と忌われる白

虫 ゴミ処理場排水、残灰

排水については nd--O. 0 0 0 8であった。又残Ef<.'2検体については O.0 5と0.07 PPmであフ

た。

1 O. 以上の結果からも県内VC.i，-，ける PCB汚染は比較的軽微と判断されるものと広がI.VC及んで.i，-，b、

今後とも人体をも含めた全環境の汚染状況を長期VLE'fって総合的に把握していく必要があると思

われる。
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野葉、果実の残留農薬調査

(有機塩素系農薬〉

はじめK

前年度に引き続き市散されているものについて行った行政依頼による調査である。

試験法

厚生省告示残留農薬試験K準じて行った口

調査成績

日自芳日47年 5月K行った戚績は表 1VC示す、許容量を越えるものは左かった。

表 1 野菜‘呆芙の残留農薬

単位PPm

小鹿

古川|

エE乙
日

主主 子

程男Ij I検体|総BHC(α.β.γ.δ)
T
E
D
 

D
D
D
 

D
D
D
 

P
P
P
 

E
E
P
~
 

T
 
D
 
D
 
総

、ハノ
リ
ン
ン

B
ト
a
H
H
J
H
H
，，

ル
ド
ド

イ
ル
ン

〕
ア
ア
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1 9 7 3年青森市に流行したHand-Foot and Mouth 
Di seaseについて

衛生新究所

佐藤宏康、佐藤允武、回面木京子

県立中央病院小児科

山内豊茂

1 9 '9年から 19 7 0年Kかけて全国酌VCHa nd -Fo 0 t a n d Mo u t h D i s e a s e (以下

HFMD)の大流行があ b、病原ワイノレスとしてコクサツキーA-16君主(C A-1 6 )ワイルスが

分離されたのは記憶K新しい。

青森県でも、この時県下に広 (HFMD患者が発生し、患者の水地、糞使、日函頭液からCA-16

ウイノレスが分離された白

青森市では 1973年にも HFl¥iD患者が多数発生したので、私たちが現在まで得た誹査及び実験

成績を概略する。

市内の臨床家の言Kよれば、 19 7 3年 5月上匂から、 HFMDと診慨される患者がみられ 7月下

匂頃まで発生ヨがみられたようである。

患者の多くは 5才以下の小児で、水癒形成は前回の流行ほど著明で左く、またずい膜炎症状を示す

す患者がめについた。

HFMDの病原ウイノレスを追求するため、 6月中匂から下匂Kかけ工、 HFMDと診断された患者

1 2名ょ.b7.k癒内容、日困頭ぬぐい、液、血液、一部ずい被をウイノレス分離一材料として採取した。

タイルス分離には生後 48時間以内の晴乳マクスを用いたが、輔乳マウスを発症させうる病j京ウイ

ノレスは分離されまかった。

組織培養細胞として、 HeLa-S3、TINET、HEL、RK-l3、初代サル賢(カニクイザル)

を用いてタイノレス分離を試み、分離継代中である。

分離材料のうち血被、水抱、ずい液を初代サル賢細胞K接種、培養一週間後の培養上澄を用いてH

A試験を行ったが、ヒトO型、ガチョウ、ニワトリ、モノレモットlOl球VC(r:士、 3rc、 40Cのいずれに
むいても陰性であった。

またJINETVCCPEを示した一部の株について、ミドリザルlDl球‘ニワトリ lnl球を用いてHA

試験を実施したが陰性であった。

HFMDと診断された 11人の組l血清を用いて 19 7 2年流行した先症性ワイルスEcho-3VI設J

する中和抗体価を測定したが、いずれも有意の差拡認められ左かった。

CA-16標準株K対しては 11人中、 2人が有志の抗体上昇を示した。
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Micro t i ter法そ用いたHerpesSimplex Vi rusの血

清疫学からえられた2.3の知見
(抄録〉

青森県衛生研究所(所長山上豊日博士〉

佐藤宏最

佐藤允武

渡辺よし

豊川|安延

葛西定七

青森県立中央病院小児科

山内豊茂

岩手医科大挙医学部細菌学教室

川|名林治

数あるウイルスのうちでも HerpesSimplex Virus.(以下HSVと略)は潜伏感染を起

すワイノレスの一つKあげられ、 ζの特性がHSVを特異なものKしている口

私たちは人とHSVの関係について追求するため‘ HSV0:刻する人の抗体保有状況とCRN抗体

(補体要求性中和抗体〉価を同時V<:Micro titer法を用いて定量的K測定したので報告する。

毛皮検血清は乳幼児から高年令者まで 120:年令区別し、合計237検体で 19 7 0年1月から 4月

までの聞に青森市内の医療機闘の協力Kよって採取したものである口

中和試験tilVIic r 0 t i t e r t去によって行った。

Mi cr 0 t rayはLIMBRO社のU型リジットを用いたロ CRN抗体検宗のための補体は当所

で飼育しているモルモットよ b採取し、 HSV0:対する lnhibitorが左いものを使用した。抗原

として使用したHSVは福島医科大学細菌学教室‘南ー守博士よ b分与されたものである。

中和は向じl血清稀釈を 2列つ〈夕、一方Kは稀釈液 0.02 5 mf他方の声IjVCは 10単位を含む補体

を0.02 5 mf滴下後、 10 T C D 5 0 / O. 0 2 5 mfの抗原と 3rcの炭酸ガス培養器中で 1時間
中和させた後、 4X 1 O/mfのHeLa細胞液を 0.02 5 mf滴下し‘上記培養署長中で培養後、ウイ

ノレス対照と陽性血清対照とKよヲて判定した。

その結果以下K示す成績がえられた。

1. 抗体保有率Kついてみると‘ 4倍スクリーニングでは加令とともに保有率は増加してい〈が、

1 6倍スクリーニングで 505福島L上抗体を保有しているのは40才以上の年令層であヲた。また 64 

倍.tLよの抗体価をもっている人は 15才以下の小児では 97人中 1入、 16才以上の成人では 14 0人

中 4人であった。

2 中刺抗体価の分布バターンは年令層により変動する。そして40才以上の人では抗体価 16倍の

値でピークを示した。

3. C R.N抗体は60才&しとの高年令者に上国交酌多〈証明されたロ

HSVの CR .N折鉢u感染初其~VL多〈証明されるといわれ、家兎を用いた再感染実験では CRN抗

体のよ昇はあまり著明で左いということから、 CRN抗体が見い出されるとしてもそれは小児K多い
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であろうと予慰していたが、実験結果では CRN抗体が証明された 16人中、 1 0才の小児が 1人で

他の多くは 60才以上の高年令者であった。とれは予想外の新しい知見である。

吏K抗体価を定量的に測定すると、加令とともに抗体保有率は上昇し、同時K高い抗体価の者も比

較的年令の高い方K集積する。

とれらむ現象は人が初感染を J経過したθ ち高年令と左って再感染をしy宇:結果と考えるよDも、 HS

Vが潜伏感染をしていて間数的に人K耳音頭性感染をく D返すよう K左った結呆、抗体価も高いレベル

が必要と左 b、(見方を変えればとれは人とHSVとの共存というととに在 bはし左いだろうか。)

このよう左状態でCRN抗体が検出されたとも考えられる。

しかし使用した人血清の多〈が医漬機関から採取されたので薬剤投与、ホルモンの関係左どHSV

の誘発を起す他の因子も考えねば左らず今後研究されるべき問題も多い。

本論文の要旨は第 24回日本細菌学会東北支部会(山形T打)VC j;">いて発表した。

また雑誌K投稿中であるロ

編 集 後 記

創刊号来第 10号(1 9 6 9年)まで発刊してきた所報は、 19 7 0年から 19 7 2年の 5年間、

特捗左事情から中断するの止むまきKいたっていたが研究所員諸氏の発刊えの情熱と努力、さらKは

総務課の絶大なる支援によ b、牧j不足の折にもかかわらず、 19 7 3年第 11号と発行できたととは

誠K意義深し各諾氏K対し、深愛在る敬意を表するものである。

第 11号を編集Kは研究論文を主体に構成し、その他はできるだけ?簡素化して‘ 5年聞の空白を埋

めるととにその主眼を恥いたが、将来は地方色、豊かにして、かつ統計的資料としての価値ある所報

に育て上げたいと考えている。今后とも研究所所員諸氏の絶大左る協力と支援を熱望するものである。

昭和 48年 12月 19日 橋本 記
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